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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　かつてコロンブス船長が新大陸を発見してから幾いく年とし月つき。

　時は西部開かい拓たく時代、まさしくゴールドラッシュのど真ん中。

　誰だれもが黄金という夢を追い求め、荒こう野やを自由に駆かける華はな々ばなしい時代──のはずだった。

　開拓者たちは今、窮きゆう地ちに立たされている。

　荒野に出現した、ある天敵によってだ。

　奴やつらは人々を襲おそい、黄金を求め、そして──空を飛ぶ。

　誰かが言った、「死体が襲ってきた！　ゾンビだ！」。

　誰かが言った、「ゾンビが飛んだ！　空飛ぶゾンビだ！」。

　開拓者たちはその天敵をこう呼んだ。『空飛ぶ死体』──フライングデッドと。

　いくつもの開拓村が潰つぶされた。

　突とつ如じよ、空から降り注ぐ数百数千のゾンビ共。それを防ぐ手段はない。

　デタラメな天敵を斃たおす、荒野の救世主──そんな存在は、まだどこにもいなかった。







　七歳さいのウィルはその日、井い戸どの水みず汲くみにいっていた。

　近所の遊び仲間と岩場へいき、そこに一つだけ掘ほられた井戸から水を汲んで村へ戻もどる。

　ふいに空が陰かげったのは、酒場の前まできた時だ。

　コンドルならばすぐに通り過ぎるはず。しかし地面に落ちた影かげは動かない。それどころか影は瞬またたく間まに増えていく。この時点で最悪の予感が脳裏をかすめた。空を見上げる。

　無数のゾンビが空でにっこり笑ってた。

「う、うわぁぁぁぁぁ！　きた、きた、フライングデッドがきたぁぁぁぁっ！」

　バケツを放り出し、悲鳴を上げて逃にげ出した。

　一体いつの間に飛んできたのか、村の上空はゾンビの群れに覆おおわれていた。

　そして急降下してくるゾンビ共。最初に喰くわれたのは雑貨屋のジミーだった。

「だずげで、ウィルぅぅぅぅ……ッ！」

「ジミーっ!?　だ、誰かぁ！　誰か助けてぇ、ジミーが喰われてるよぉぉぉっ！」

　もうその時には村中が蹂じゆう躙りんされていた。助けを呼んでも、大人すらそこかしこで襲われている。

　無残な肉につ塊かいに変わるジミー。だがすぐに傷口は塞ふさがって……ジミーはゾンビとなって起き上がる。

「ポルギュアァァァァッ！　なんでなんで助けてくれなかったのウィルぅぅッ！　喰い千切んぞぉぉぉッ！」

　腕うでの下に膜まくが張り、それを羽としてジミーは飛び立った。

　村で一番の鈍どん足そくだったジミーは、今や風のような速度を手に入れた。

　そして、トムが喰われた。メアリーが喰われた。次々にみんな餌え食じきになっていく。次々にみんなゾンビになっていく。残ったのは……ウィルだけだった。

「オウ、マイゴッド！　ああ、神様いるなら助けて下さい……っ！　こんなクソったれなこと、あんまりだ……っ」

　命からがら平屋へ逃げ込み、鍵かぎを掛かけた。ウィルは膝ひざを抱かかえ込こんで泣きじゃくる。

「誰か助けて……っ。父さん、母さん……っ」

　きっと誰かがきてくれる。ウィルの父親は保安官だし、教会の牧師や学校の先生だって困った時はいつも助けてくれていた。祈いのるように助けを待つ。でも誰もこなかった。

　ふいに甲かん高だかい音が響ひびいてきた。ウィルの両りよう肩かたがビクッと震ふるえる。

「な、なんだ!?　なんの音だこれ!?　まるで砲ほう弾だんでも飛んでくるみたいな音だ！　近い、どんどん近づいてくる！　まさか……っ!?」

　次の瞬しゆん間かん、天てん井じようが吹ふき飛とんだ。

　ゾンビが空から突撃してきたのだ。

　瓦が礫れきでもみくちゃにされながら、ウィルは己おのれの浅はかさを悟さとった。

　上空何百メートルからの突とつ進しんはゾンビを砲弾に変える。籠ろう城じようなどまったくの無意味だった。「はは、ちくしょう……」乾かわいた声が洩もれた。

　ゾンビ共は優ゆう雅がに頭上を旋せん回かいしている。

　それは、村のみんなだった。

　家族同然だった村のみんなも、ゾンビになったらこの有様だ。

　──ああ、そっか。誰も助けてなんてくれないんだ。

「「「ポルギャャアアアアアア──ッ！」」」

　そしてゾンビ共が一いつ斉せいに急降下。奇き怪かいな羽を大きく広げ、突つっ込んでくる。

　こっちの身体からだは満まん身しん創そう痍い。指先一つ動かない。

　……本当は分かってた。ゾンビ共が襲ってきたら、その時点で終わりなんだって。

　奴らを斃せるような存在。颯さつ爽そうとみんなを助けてくれる荒野の救世主。そんなものは、荒野のどこにもいないんだから。

「……でもっ、だったら！　だからこそっ！」

　叫さけばずにはいられなかった。拳こぶしを握にぎり締しめて立ち上がる。

　人間としての、開拓者としての、最後の意地だ。

「俺おれを甘く見るなよ、腐くされ野や郎ろう共！　たとえ全身嚙かみ砕くだかれても魂たましいまでは屈くつしない！　見ろ、固く握ったこの拳！　俺はお前らをぶん殴なぐる！　この命のすべてを懸かけて、お前らを一発ぶん殴ってやんよぉぉぉぉぉッ！」

　その瞬間、すぐそばで凜りんとした声が響いた。

「──童わつぱよ、その言葉に偽いつわりはないな？」

「もちろんだッ！　──って、え？　誰!?」

　刹せつ那な、何かに包まれる感かん触しよく。そして唐とう突とつに視界がブレた。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、ドオンッ！　と爆ばく音おんが鳴なり響く。ゾンビが着ちやく弾だんした音だ。だが、

「……俺、生きてる……？」

　爆ばく心しん地ちからわずかに離はなれたところで、ウィルは尻しり餅もちをついていた。

「我は重ねて貴様に問うぞ、童よ。命いのち懸がけで奴らをぶん殴るというその意志、貴様の心の真実だな？」

　尻餅をついたまま、声の方へ目を向ける。

　瓦礫の上に女がいた。まるで氷像のように美しい女だ。

　理り屈くつはさっぱり分からない。だがこの女のおかげで助かったようだ。

「お、お前は一体……っ」

　信じられない、という思いを込めてウィルは叫ぶ。

「一体、どうして裸はだかなんだ!?　おっぱいが丸出しじゃないか！」

　そう、女は裸だった。

　柔やわらかそうな布をまとっているが、全体的に透すけていて、色々見えてしまっている。

　奇き妙みようなことに布はふわふわ浮ういているが、そんなことはどうでもいい。

　ウィルはガン見した。女の人の裸なんて、お母さん以外に見たことないのだ。

　ムニュウと寄っている胸、キュッとくびれた腰こし、ムチムチの太ももが今、惜おしげもなく晒さらされている！

「「「ポルギュアアアアア──ッ！　なぜ避よけられたかは分からねど、再びレッツいーてぃんぐッ！」」」

　一方、再び空へと舞まい上がるゾンビ共。もう一度、あの突撃を見み舞まう気だ！

「──っ、ヤバい！　逃げないと！」

　さすがのウィルも立ち上がる。だが女は動かない。

　まるでウィルを安心させるように女はさっと手をかざした。

「ふふ、案ずるな。貴様の懸け念ねんはもっともだ。だがなんの心配もいらない」

　そして女の瞳ひとみが鋭するどさを増した。浮ふ遊ゆうする布がゴッと光を放つ。

「な、なんだ!?　何をしようとしてるんだ、一体……っ!?」

　ウィルは吹き荒あれる風のなかで混乱する。何がなんだか分からない。でも確かに感じるものがある。それは圧あつ倒とう的てきな力の予感。

　しかしそこで上空のフライングデッド共がターン。──ダメだ、もう逃げられない！

「教えてやろう！」

　ゾンビ共が流星のように降り注ぐなか、丸出しの美女は高らかに叫んだ。

「半はん裸らでウォーク！　それが我の趣しゆ味みなのだ──ッ！」

　そして、村は壊かい滅めつした。

















　月明かりの下、回転草タンブルウイードが荒れ地を転がっていく。

　そこはかつて小さな開かい拓たく村むらがあった場所だった。しかし今やすべてが風化して久しい。

　倒とう壊かいした家屋や馬小屋はそのまま放置されていて、そこかしこにある水みず樽だるはカラカラに乾いて砂に埋うまっている。昔、みんなで必死に開拓した畑もすべて枯かれ果てていた。

「……あれから十年だもんな。そりゃ荒こう廃はいして当然か……」

　ウィリアム・ペリウス──ウィルは淋さびしげにそう呟つぶやいた。

　テンガロンハットにチョッキを着た典型的な開拓者姿だ。だがガンベルトは巻いておらず、代わりに長めのライフルバッグを担いでいる。

　村が壊滅してから十年。ウィルは十七歳になっていた。

　一通り見て回ると、ウィルは村の入口に戻り、そこで膝を折った。ライフルバッグを下ろして、呟く。

「今の俺には、こんな弔とむらいしかしてやれないんだ。……ごめんな、みんな」

　そっと地面に差したのは、火をつけたお線せん香こうだ。手を合わせ、冥めい福ふくを祈る。

　もちろんゾンビになったみんなの肉体はここにはない。それでも魂はここにあると……そう思いたかった。もちろん勝手な感傷だと自覚はしていたが。

「やっと修行が終わったんだ。本当は、終わらせたって言う方が正しいけど。でもこれでやっとみんなの仇かたきを討ってやれる。だから、草くさ葉ばの陰かげから見ててくれ」

　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、と囁ささやいてウィルは立ち上がった。

「よっし、いくか」

　現在位置はロッキー山脈の麓ふもと、中央平原の乾かん燥そう地帯だ。地平線の方へ目を向ければ、ぽつぽつとサボテンが生えている。

「まずは情報を集めなきゃな。この十年で荒こう野やも何か変わったかもしれないし。とりあえずは近くの集落を探して……っと、なんだ？　蹄ひづめの音……？」

　目を凝こらすと、地平線の向こうから馬が走ってきていた。乗り手の姿も見える。

　野営のためにたき火を焚たいているので、それを目指してきているようだ。

　まさかこんなに早く人と遭そう遇ぐうするとは思わなかった。緊きん張ちようしつつ、しばらく待ってみる。やがてたき火の前までくると、乗り手は手た綱づなを引いて馬を止めた。

「こんばんは、良い月夜ですね。お月様が真ん丸で、糖とう蜜みつをたっぷり掛けたパンケーキみたい」

　やってきたのは、白馬に乗った美しい少女だった。

　テンガロンハットの間からさらさらのブロンドが流れている。スレンダーではあるが、シャツとベストの胸部分は程よく丘おかを作っていた。ホルスターの銃じゆうはよく見えないが、おそらくコルトＳシングルＡアクシヨンＡ・アーミーのカスタムモデルだろう。

　女ガンマンという奴やつだ。それもとびっきり美人の。

「俺もパンケーキは大好きだったよ。子供の頃ころはよく母さんに作ってもらった。最近はめっきりご無ぶ沙さ汰ただけど。糖蜜も好きだし、シナモンもなかなかだね」

「あら、あたしも下から数えて二番目ぐらいにはシナモンもアリだと思ってるんです。なんだか気が合いそうですね？　あたしはソフィア・ブラッドフォード。見ての通りのガンマンです。シナモン派なミスターのお名前を伺うかがっても？」

「俺はウィリアム・ペリウス。ウィルでいいよ。よろしく、ソフィア」

　少女──ソフィアは馬上で頷うなずく。その動作一つとっても自信と魅み力りよくに溢あふれている。

「オーケー、ウィル。ぶしつけで恐きよう縮しゆくですけど、あたし今、強ごう盗とう団を追ってるんです。何かそれらしい一団とか見ませんでした？」

　そう言うソフィアの右胸には星章が輝かがやいていた。

　見たことのない型だが、ひょっとして彼女はこの若さで保安官なのだろうか。

「強盗団？　んー、残念だけど見てないな。実は俺もさっき山から下りてきたばかりなんだ」

　ウィルは何気なくそう答える。途と端たん、ソフィアの眉まゆ根ねが寄った。

「山？　山って一体どこの山ですか？」

「え、そこだよほら。六ろつ鬼き山さん……あっ、じゃなくてロッキー山脈っ」

　言い慣れた名を口にしてしまってから、慌あわてて言い直した。

　落ち着いて考えてみれば、山の呼び名程度どうということもないはずだったが、慌てぶりが返って怪あやしく映ってしまったらしい。「へー」とソフィアの視線が疑わしげなものになった。

　……マズい。やっと修行を終えてこれからって時なのに、あらぬ誤解で保安官のお世話になんてなりたくない。なんとか誤ご魔ま化かさねば。

「や、俺は実は金鉱夫なんだ！　採さい掘くつの関係でちょっとそこの山に立ち寄ってたんだよ。六鬼山っていうのは金鉱夫の隠いん語ごさ。グッドな金脈を同業者とかに知られるわけにはいかないからね。ほら道具だって持ってるぞ？」

　指で差し示す先、そこにはリュックに縛しばりつけたシャベルやツルハシがある。こんな時のために用意していたのだ。道具があれば金鉱夫だって言い張れるはず。

「ねえ、ウィル？　月夜に出会ったあたしの新しいお友達ウィル。思おもい違ちがいをしているようだから、一つ教えてあげますね」

　ソフィアはブロンドの髪かみをなびかせながら馬から飛び降りると、こちらの正面に立って腰に手を当てた。

「まず第一にあたしはその六鬼なんとかっていう隠語に反応したわけじゃないんです。第二にそもそもからしてロッキー山脈に人が立ち入るなんてありえません。あそこは開拓者とフライングデッド勢力の境界線。命知らずの猟師トラツパーだって立ち入らないような秘境・オブ・秘境なんですから」

「え、マジで？」

「はい、マジで」

「……オーケー、正直俺は金鉱夫じゃない。でも強盗団でもないよ？　これ本当」

「オーライ、では講こう釈しやくしてあげましょう」

　ソフィアは流れるように髪を梳すくと、肩かたを竦すくめて話し出す。

　まるで出来の悪い生徒に接する教師のように。

「想像してみて下さい。あなたは強盗団を追っています。すると、まるで合図のようなたき火を発見。調べにいくと、不ふ審しんな若者が一人きり。そこはすでに放ほう棄きされた廃はい村そんで、強盗団が中ちゆう継けい地点にするにはグッドな立地。やや、この若者、ひょっとして一味の連れん絡らく役か何かだな？　と思って話しかけると、いの一番に身分詐さ称しよう。しかも絶ぜつ妙みように挙動不審。ここで本人が言うには、自分は強盗団じゃありません。さあ、誰だれが信じるでしょう？」

「あー……そうだな……」

　四方八方に視線をさ迷わせて時間を稼かせぎ、けれども模も範はん解答は一つも浮うかばず、最終的に肩を竦めてこう言った。

「美人で聡そう明めいな保安官殿どのならきっと信じてくれると思うんだ。たとえばそう、今俺の目の前にいるような？」

　ソフィアはひょいと肩を竦め返し、にっこり笑って──そのまま銃を引ひき抜ぬいた！

「地獄に堕ちろゴー・トウ・ヘル、クソ野郎フアツキン・シツト！」

　銃弾が連続して足元を掠かすめ、ウィルは悲鳴を上げてダンスを踊おどる。

「危ない危ない危ない！　当たる当たる当たっちゃう！　悪かった！　身分を詐称したのは謝るからギブッ、ギブだって！」

　銃弾の雨がやみ、ウィルはその場にへたり込む。ソフィアは完全に獲え物ものを狩かる目だ。

「ヘイヘイヘイ、騎き兵へい隊のガンマン相手にシラを切ろうってのが間ま違ちがいなんですよ。洗いざらい残らず吐はく気になりました？」

「き、騎兵隊!?　保安官じゃなくて？」

「ハイ、ご覧下さい。こちら素敵な銃じゆう口こうです。質問してるのは、あなた？　あたし？」

「ハイ！　尋じん問もんされてるのはわたくしです！　ガンマン殿！」

　熱々の銃口を目の前にかざされ、ホールドアップの姿勢でブンブン頷く。とんでもないことになった。

　騎兵隊というのは、ガンマンたちによる私設の戦せん闘とう集団だ。

　議会傘さん下かの国軍とは一線を画し、自らの意志によって開拓者たちを守る組織である。その目的は西部開拓の続行、そして集落の防衛。

　よって今日では『フライングデッドと戦うガンマンたちの集団』といえるだろう。その辺りは十年経っても変わってないはずだ。

　もちろん相手がゾンビでなくても、開拓者に害なす者であるなら彼らは戦う。たとえば集落を荒あらすコヨーテやハイエナの群れなんかがそうだ。

　つまり彼らにとって開拓者でない者はすべて敵。

　およそ今のウィルが一番出会ってはいけない相手であった。

　そのソフィアが鬼き気き迫せまる笑顔で話を続ける。

「ねえウィル、今からあたしが懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてあげます。始まりはね、ある朝のことでした。その日の食事当番はライフル使いのアレシア・グレン。彼女はとても優ゆう秀しゆうな部下ですが、たった一つ欠点を上げるなら、毎朝必ずといっていいほどあたしの前にビーンズフライを並べること。あたしの！　朝は！　パンケーキだ！　再三そう言ってるにも拘わらず、彼女はビーンズフライを並べてくるの。まあね、アレシアの言う栄養面の重要さも分からないではありません。だからあたしはビーンズフライを食べる。我が慢まんしてビーンズフライを食べる。ささやかな抵てい抗こうとして、搾しぼりたてのミルクを『これでもかぁぁぁっ！』とぶっかけて。でも問題は今日。そう今日の朝起こった。いいですか？」

「……はい、いいです」

　あくびしかけたところに銃口を突つきつけられて、再びホールドアップ。

「ミルク・ザ・ビーンズフライを頰ほお張ばろうとしたその時でした。幕舎に駆かけ込こんできたのは投なげ縄なわ使いのジェイコブ・パーカー。彼は言いました。あたしの背中を盛大に叩たたきながら。そう、盛大に叩きながらね？　『やべえぜ、お嬢じよう！　補給馬車ん中にあったはずの黄金の銃弾イクス・ブレツドがごっそりなくなってやがる！　こりゃあ強盗団にでもやられたくせえな！　あっはっはっは、シャレにならん！』。食事中に背中を叩かれたあたしはどうなったか？　そうです、顔面からいきました。お気に入りのブラウスは見事にミルクとビーンズでぐっちゃぐちゃ。せっかく首都で買ったのに！　高かったのに！　ねえ、ウィル、考えてもみて？　そりゃあ盗ぬすまれた黄金の銃弾イクス・ブレツドの奪だつ回かい任務を志願しますよね？　そりゃあ連絡役らしき若者を見たら容よう赦しやしませんよね？　はい、ウィルにとってとってもお勉強になるお話でした。さあ選んでくれていいですよ？　今すぐ脳天風穴ショットされるのか、アジトの場所を喋しやべってから脳天風穴ショットされるのか、どっちがいい？」

「……えーと…………」

　とりあえず懇切丁寧な説明でソフィアの事情はよく分かった。

　というか、彼女は窃せつ盗とうそのものよりも、自分のブラウスがダメになったことの方にお怒いかりではなかろうか。でもそれを指し摘てきしたら頭の風通しがよくなりそうなので黙だまっておく。

「あと三秒待ちます。カウント３であの世逝いき。はい、いーち！　にーい！」

「ちょ、ちょちょ、ちょっと待って！　待ってって！」

　何はともあれ、こんなところで撃うち殺ころされるわけにはいかない。

　クソッ、やるしかない……っ！　そう決意して、さっとたき火の方へ視線を向ける。

「ライフルバッグ!?　させません！」

　察したソフィアがタタンッ！　と射しや撃げき。だがウィルは一いつ瞬しゆん早く飛び退いていた。

「ハハッ、届いたぞ！」

「シィット！　けど撃ち合いでガンマンに勝てるとでも!?」

　ソフィアの銃口がこちらを向く。しかしウィルはライフルバッグを摑つかみはしなかった。

「待て、撃つなソフィア！　代わりに俺が今から服を脱ぐ！」

　その宣言と同時、ウィルはスパンッと着ていた服を脱ぬぎ捨すてた。

「はっ!?　え、な、なに!?」

「ほら、俺はこんなにも丸まる腰ごしだ！　隠かくし立だてするようなことなんて一つもない！」

　上じよう半はん身しん裸はだかの状態で雄お々おしく叫さけぶ。ざっと一歩を踏ふみ締しめ、

「俺はゾンビ共を斃すための修行に明け暮れ、今戻もどってきたばかり。金鉱夫を騙かたったのは十年の世間ズレを誤魔化すためだ。強盗団なんて知りもしない。俺を信じてくれ！」

「い、いやなんで脱ぐの？　なに？　どういうこと？」

　かつて修行のなかで学んだ教えに、涅ね槃はん芯しん説せつ法ぽうという極意がある。

　──汝なんじ、理を求めるならば衣を捨てよ。他者の心を開かんと欲ほつすれば、まずは自ら曝さらけ出だすべし。

　ウィルが師から学んで唯ゆい一いつ共感した教えだ。

　荒こう野やではささいなすれ違いで銃弾が飛んでくる。だからこそ、裸ら身しんとなることに意味が生まれる。自分は何があってもあなたを傷つけない、そう示すために。

　ゆえにウィルは今、服を脱いだ。それが誠意を示す最良の方法だと心得ているからだ。

「ソフィア、信じてほしいんだ。俺の身の潔白を！」

「いやだってあなた今、ライフルバッグを取ろうとしてたんじゃ……っ」

「俺が欲しかったのはたき火の光源だ！　暗くら闇やみに騙だまされることなく、しっかりと目に焼きつけてほしいんだ！　この俺の真実を！」

　ザッと一歩を踏み出すと、顔を引きつらせてソフィアは後退。

「や、あの、すみません、ちょっと意味分かんない……っ」

　その表情にウィルは内心で焦あせりを覚える。やはり自分にはまだこの極意は早かったのか。だが諦あきらめるわけにはいかない。ソフィアを含ふくめた、すべての開かい拓たく者の力になるために！

「上半身だけじゃ足らないか!?　分かった！　それなら俺はさらにその先へ──っ」

「ちょ!?　やめろ、やめなさい！　今すぐベルトから手を離はなして！　お願いだからッ！」

「いいや、やめない！　君が信じるまで俺という漢おとこは脱ぎ続けるのさ！　さあ、ご覧じませい！　黄金の都、黄金郷ジパングはここにあったのだ──ッ！」

「きゃああああっ、分かった、信じる！　信じます！　あなたが強ごう盗とう団じゃないと信じますから、ズボンを上げろ──ッ！」

「分かってくれたか。ありがとう、ソフィア……」

　精せい根こん尽つき果て、ウィルは静かに膝ひざを折った。しかしその顔には確かな満足の色がある。

　対して、ソフィアは半べそでぷるぷる震ふるえている。

「ありえないありえないありえない……このあたしがこんな変態に屈くつするなんてありえない。いやいや待って、落ち着いて考えましょう。ソフィア、あなたは屈してなんていないわ。今のはそう、譲じよう歩ほしただけ。何に譲歩し、何に屈しかけたのかもよく分からないけど、今のはただの悪い夢。そう、悪い夢なんですよっ」

「えっと、ソフィア？」

「……なに？　もういいから、一刻も早くどっかにいって下さい。悪い夢をみたと思うことにしますから。そうしようと今頑がん張ばってるところだから！」

「？　そう？」

　ウィルは服を拾って袖そでを通す。

　納得してもらえたのなら、確かに早く退散した方がいいだろう。

「でもありがとう。なんか俺、自信がついたよ」

「いいから早くどっかいってっ！」

　──と、再び馬ば蹄ていの響ひびきを捉とらえ、ウィルは顔を上げた。音は地平線の向こうから。

　ソフィアの時とは違い、集団だ。複数の蹄ひづめ、そして車輪の音も混じっている。

「あのさ、ソフィア。あれってひょっとして……」

　ウィルが言い終わるより早く、ガンマン少女は立ち上がっていた。

　コルトＳＡＡをリロードし、舌打ちする。

「シィット！　先に見つけて奇き襲しゆうをかけるつもりが、逆を突かれました。ウィル、確認しますが、あなたは本当に強盗団の仲間じゃないんですね!?」

「うん、だからそう言ってる」

「じゃあ、今すぐたき火を消して！」

　夜よ闇やみを睨にらみながら、ソフィアは叫んだ。

「きます！　強盗団のシンカー一味です！」




　　　　◆　◇　◆




　新大陸の発見後、本格的に移住が始まったのは、今から２００年以上前──１６００年代のことだった。

　移住と同時に西部開拓が始まり、ほどなくして先住民との土地争いが勃ぼつ発ぱつした。

　フライングデッドが出現したのは、その領土戦争の末期だったと言われている。

　奴やつらには銃じゆうが効かなかった。たとえ頭を吹ふっ飛とばそうが、見る間に再生してしまうのだ。

　人々は開拓した土地を奪うばわれ、採さい掘くつした黄金を奪われ、愛すべき家族や友をも奪われた。

　その悲劇は連綿と続き、ウィルもまたフライングデッドにすべてを奪われた。

　常識を嘲あざ笑わらうような天敵に成す術すべはない。屈くつ強きようなガンマンたちでさえ敵かなわない。

　ならば、どうすればいいのか。

　ガンマン以上の何かになるしかない。常識を嘲笑う天敵より、かつて憧あこがれたガンマンより、もっと強く、もっと激しく、もっとデタラメな存在である何か。

　そんな何かが荒野の救世主になるのだと、遠い日のウィルは思っていた。

　──それはさておき。

　強盗団がやってきてから十分ばかりが経った現在、ウィルは「なんでこうなった……」と頭を抱かかえている。

「さあ、大人しく銃をこっちへ寄よ越こしな、女ガンマン！　じゃなきゃあ、ツレの頭が吹っ飛ぶぜ！　言っとくがアタシは本気だ！　このケヴィン・シンカーはいつでも本気のことしか言わねえ女だ、心に刻みな！」

　現状、ウィルは強盗団の女頭領から銃を突きつけられ、人質になっている。

　強盗団の布ふ陣じんは馬車が二台。それから馬に乗った強盗たちが十数人。全員でソフィアを囲んでいる。ウィルと女頭領は馬車に積まれた木箱の上だ。

「ねえ、女頭領の人。ちゃんと話し合おう。開拓者同士は相そう互ご理解すべきだと思うんだ」

「ああん？」

　ウィルがそう言うと、女頭領が何言ってんだとばかりに睨んできた。

　仔こ牛うし革がわのチョッキにバンダナ巻き、性格はキツそうだが笑えば美人だと思う。

「テメエ、あれか？　丸腰で降参すりゃ恩情貰もらえると思ってるクチか？　そりゃあずいぶんお花畑な頭だな。戦う度胸もねえチキンは黙ってろ、タノマー無ボしー野ラ郎ー！」

「むう……」

　強盗団がやってきた直後、ウィルは話し合いの場を持とうとした。ソフィアと強盗団は同じ開拓者だ。だから腹を割って話せば分かり合えると思ったのだ。

　ゆえにウィルはその先さき駆がけとなるべく、颯さつ爽そうとシャツのボタンを外し──かけたところで、ソフィアに銃じゆう把はでどつかれて気絶した。で、なんやかんやで人質にされて今に至る。

　と、強盗たちに囲まれたソフィアが言った。

「そこの変態が人質として機能すると思ってるなら、あなたの目は節穴です。強盗なんてやってないで、すぐにお医者さんに掛かかることをオススメしますよ、女頭領さん」

　女頭領が「へえ、そうかい」と口くちの端はしをつり上げる。無骨な軍用銃がウィルの頰ほおをぐりぐりと押す。スタールの36口径。合衆国軍からの流出品だろう。

「なあ、女ガンマン。それならこのタノマー無ボしー野ラ郎ーをアタシ諸共撃ち殺しちまえば早えんじゃねえか？　なんでそうしない？　正直、アタシはちょっぴり驚おどろいてるんだ。てっきり山のような追手がくるモンだと思ってたからな。それがまさかたったの二人で、しかもノンキにたき火なんかしてるたぁ恐おそれ入いった。だからアタシはこう思ってる。ひょっとしてコイツら、部隊から離れてしっぽりシケ込む算段だったんじゃねえのかな、って。つまりは変態彼氏とお医者さんプレイってわけだ！　大当たりなら悪かった！　邪じや魔まして本当にソーリーだったぜ！」

　ギャハハハ！　と強盗たちが盛大に笑い出す。

　ビキッとソフィアの額に青筋が浮うかんだ。途と端たん、にっこり微ほほ笑えんだかと思うと──コルトＳＡＡが火を噴ふいた！

「「おうわっ!?」」

　ウィルと女頭領の顔面スレスレを銃弾が駆かけ抜ぬけた。

「ほ、本当に撃ちやがった！　正気かテメエ!?」

「いやぁ、もうメンドいから一いつ緒しよに始末しちゃおうかな、って」

「どうしたんだ、ソフィア!?　悩なやみ事ごとがあるなら相談に乗るぞ!?」

「あ、決めた。今、決めた。やっぱりこの場で全員始末しちゃいましょう♪」

「ちょ、完全にキてる奴の目だ！　テメエら、やっちまえ！　鉛なまり弾だまぶち込んでやれ！」

　強盗たちが一いつ斉せいに狙ねらいを定めた。ぎょっとしてウィルは叫さけぶ。

「危ない！　逃にげるんだ、ソフィア！」

　夜気を震わせ、連続する発はつ砲ぽう音。飛来する銃じゆう弾だん。しかし、あわやというその瞬しゆん間かん、誰だれもがソフィアの姿を見失った。

　え、とみなが目を瞬またたいた。その瞬間、あらぬ方向から閃ひらめくマズルフラッシュ！

「ハーイ、こっちです！　ほらほら、ボケッとしてるとあの世逝ゆきですよ！」

　一いつ瞬しゆんにして、何人もの強盗の手から銃が吹き飛んだ。

「遅おそい遅い遅い！　構えもデタラメ、狙いも適当！　そんなんじゃお昼ひる寝ね中の水すい牛ぎゆうだって撃うち抜けませんよーっ！」

「は、早え!?　ぐわっ!?」

「なんてすばっしこい奴だ、ぎゃっ!?」

　次々に銃が弾はじけ飛んでいく。舞まうように駆けるソフィアを誰も止められない。

「何やってんだ、馬ば鹿か共！　アイツの銃はリボルバーだ！　弾たまが切れたところを狙え！」

「まー、あたしと撃ち合いする相手はみんなそう言いますね。でも──あらよっと！」

　弾だん薬やく帯に手を突つっ込こみ、ソフィアは素早く指を弾はじいた。宙に放られたのは六発の銃弾。

　雨のような銃じゆう撃げきを避さけながらバク宙。まるで曲芸のようにリロードが完かん了りようし、タタタターンッ！　と快音が響いた。強盗たちがさらに悲鳴を上げる。

　そうしてわずか数分にも満たない間に、すべての強盗たちが無力化されてしまった。

　苦く悶もんの声を上げる強盗たちの真ん中で、桜色の唇くちびるがフッと銃じゆう口こうの煙けむりを吹く。

「ギリッギリの恩情で命までは取らないであげました。次は手加減してあげませんよ？」

「な、なんてことだ、二十人いたアタシの部下が全ぜん滅めつだと……っ！」

「すごいぞ、ソフィア！　君は一体何者なんだ……っ!?」

　その称しよう賛さんにソフィアは小さく肩かたを竦すくめ、「さあて」と女頭領を鋭するどく睨む。

「では最さい後ご通つう牒ちようをしてあげましょう。あなたたちが盗ぬすんだその木箱、今すぐあたしに返しなさい。その中身──黄金の銃弾イクス・ブレツドは、強盗団程度に扱あつかえるモノではありません」

　どうやら事の始まりとなった強ごう奪だつ品──『黄金の銃弾イクス・ブレツド』とやらは足元の木箱にあるらしい。女頭領が歯は嚙がみしながら銃を構える。

「くっ……確かにテメエは強え。アタシらじゃ黄金の銃弾イクス・ブレツドを扱いきれないってのも本当だ。でもだからって、アタシは諦めるわけにはいかねえんだ！　アタシと決けつ闘とうしろ、女ガンマン！　アタシが勝ったらテメエにゃ言うこと聞いてもらう！」

「あ、ごめん。ちょっと質問」

　ウィルは空気を読まずに挙手してみた。

「なんだ、オイ!?　役立たずの人質はプルプルしてろ、この変態彼氏が！」

「いや変態でも彼氏でもないんだけど……さっきから話に出てる、その黄金の銃弾イクス・ブレツド？　って何？」

　子供の頃ころに聞いたことがある気もするのだが、いかんせん昔のことなのでよく覚えていない。置いてけぼりになるのもアレなので、思いきって訊きいてみた。

「そんなことも知らねえのか!?　黄金の銃弾イクス・ブレツドってのは対フライングデッド用の奇き跡せきの銃弾のことだ！　奴らに銃は効かねえが、黄金の銃弾イクス・ブレツドの一いち撃げきだけはお話が別だ！　黄金の銃弾イクス・ブレツドはゾンビの不死を無効化する！　つまりアタシら開かい拓たく者がゾンビ共を斃せる唯ゆい一いつの武器、それが黄金の銃弾イクス・ブレツドなんだよ！　分かったかこのスカポンタン！　ケツの穴に弾だん丸がんぶち込んでガタガタ言わすぞ!?」

「え!?　フライングデッドの不死を無効化する銃弾!?　そんなものがあったのか……っ」

　目から鱗うろこだった。開拓者の知識や常識が七歳で止まっているので、仕方ないと言えば仕方ないのだが、

「そんなものがあるなら俺、隠かくれ里ざとで修行なんてしなくてよかったんじゃ……」

　ショックで途と方ほうに暮れそうになる。が、黄金の銃弾イクス・ブレツドがそこまで便利なものならば、開拓者がジリ貧に追おい詰つめられるはずもない。

　ソフィアと女頭領の話にあるように、誰にでも扱えるものではないのだろう。

　それよりも、一つ分かったことがある。

「つまり、強ごう盗とう団の仲間がフライングデッドに襲おそわれていて、女頭領の人はそれを助けたいんだな？」

「な……っ!?」

　驚いた顔をする女頭領。ウィルは続いてソフィアの方を向く。

「ソフィア、この人たちは敵じゃない。君が守るべき開拓者の仲間だ！　彼女たちは今、フライングデッドの脅きよう威いにさらされている。騎き兵へい隊の君の出番だ！」

「な、何言ってやがる！　テメエ、ふざけてんのか!?」

「……ハア。ま、そんな気はしてましたけど」

「な、なにぃ!?　そんな気がしてたとはなんだ、女ガンマン!?」

　ブロンドの髪かみを梳すいて、彼女は嘆たん息そく。

「黄金の銃弾イクス・ブレツドを奪ったんなら、溶とかして延べ棒インゴツトにでもしようとするのが普ふ通つうです。それを銃弾のまま使いたいというなら、理由なんて一つしか考えられない。……仕方ないですね。降こう伏ふくするというなら話を聞いてあげます。このまま続けても結果は見えてますし、幸か不幸か、今あなたの目の前にいるのは、対フライングデッド戦の専門家ですよ？」

「む、むう……っ」

　気け圧おされるように呻うめくと、女頭領は倒たおれた部下たちに目を向ける。

　そしてしばらく迷うように沈ちん黙もくした後、女頭領──先ほどケヴィンと名乗った彼女は話し始めた。







　かいつまんで言うと、一味のアジトがフライングデッドに襲われたらしい。

　ケヴィンたちはなんとか逃げ延のびることが出来たが、仲間がまだ取り残されているそうだ。助けたいが手段がなく、悩んだ挙句にソフィアの騎兵隊から黄金の銃弾イクス・ブレツドを盗み出した。

　が、せっかく盗み出した銃弾を撃とうとしても、シリンダーに入ったままウンともスンとも言わない。途方に暮れていたところにたき火を見つけ、一か八かの覚かく悟ごで乗り込んできた、とこういうワケらしい。話を聞き終えたソフィアは厳しい表情で腕うでを組んだ。

「アジトが襲われたのは昨日の夕方ということでしたね？　すでに一晩経ってしまっている。あえて冷静に言わせてもらいますが……手て遅おくれです」

「ア、アジトは放ほう棄きされた開かい拓たく砦とりでを改造したもんだ！　外周の施し設せつはやられちまったが兵舎だったところは鉄の屋根アイアン・ルーフで守られてる！　まだ生きてる可能性はあるはずだ……っ」

　しかしソフィアは無言で首を振ふる。愕がく然ぜんとした顔をし、ケヴィンは声を絞しぼり出だす。

「手遅れだなんて信じねえぞ……っ。アタシら無法者アウトローははみ出しモンだ。だからこそ仲間は家族みてえなモンだ。是ぜが非ひでもアタシらで助けてやるんだ……っ」

　ウィルは静かに目を伏ふせた。

　己の無力を嘆なげくケヴィンの泣き顔は……子供の頃の自分ときっと同じものだ。

「よし、助けにいこう！」

「は？」

　ケヴィンがぽかんとした顔をする。ウィルはそこに重ねて言う。

「だから、今すぐその仲間を助けにいこう。さあ、アジトへ向かうぞ。善は急げだ！」

「や、いやテメエ……何を勢いでモノ言ってやがる!?　いこう、ってなんだ!?　テメエらは無関係の人じゃねえか!?　はっきり言やぁ死ににいくようなモンなんだぞ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺は戦える。俺にはそういうガッツがあるんだ！」

「精神論!?　コイツ、アホの子だ！」

「勝手に死ににいくのは結構ですけど、黄金の銃弾イクス・ブレツドは返してもらいますよ。持ってても誰も使えないでしょ？」

「ダ、ダメだ！　黄金の銃弾イクス・ブレツドは絶対に返さねえぞ！　万が一ってこともある！」

「じゃあ、やっぱり力ずくで返してもらいます。──っていうのも、寝ね覚ざめが悪いか」

　ハァとため息をつき、ソフィアが一足飛びで馬車にきた。周囲の強盗たちがぎょっとして銃じゆうを向けるが、ソフィアは構わずケヴィンの服の裾すそを引っ張った。

「このシャツくれたら協力してあげますよ。仕立てが丁てい寧ねいであたし好みです」

「しょ、正気か、テメエ……っ」

「癪しやくだけどウィルの言う通りです。フライングデッドから開拓者を守るのが騎兵隊の使命ですから」

　ケヴィンは愕然とした顔をする。だがウィルとソフィアの目が本気なことに気づくと、やがて小さく「クレイジーな奴やつらだぜ……」と呟つぶやいた。

「なら取引だ。アジトの奴らが無事助かったら、この木箱はテメエに返す。そういう対等な取引だ。それでどうだ？」

「オーライ、そういうことに致いたしましょう」

　緊きん張ちよう感かんに満ちていた空気が弛し緩かんする。すると強盗たちのなかから髭ひげ面づらの男が口を開いた。

「お頭、じゃあこいつらと一緒にアジトへいくんですね？」

「ああ、そういうことだ。テメエら、準備しろ。今すぐだ！」

　途と端たん、場が慌あわただしく動き始める。銃を収めると、ケヴィンはウィルへ視線を寄よ越こす。

「そっちの女ガンマンは間ま違ちがいなく凄すご腕うでだ。けど、テメエの方はどうなんだ？　簡単に人質になるような足手まといを連れてはいけねえぞ。獲え物ものはなんだ？」

「獲物はたき火のとこのライフルバッグさ。大丈夫、ゾンビ相手なら損はさせない」

「はん、頼たのむぜおい。まあ、銃を向けられた上でのクソ度胸は認めてやる。ただの変態彼氏かと思ったが、根性はあるみてえだな」

「だから変態でも彼氏でもないって。そっちこそ、ケヴィンなんて名前だからオカマ野や郎ろうかと思ったけど、笑ったらやっぱり美人だね」

　そう軽口を返した瞬間だった。──なぜか空気が凍こおった。

「……おい、もういっぺん言ってみろ」

「へ？」

「ああ、ダメだ！　お頭は名前のことを言われるとブチ切れるんだ、嵐あらしのように！」

「テメエは今、オカマ野郎と言ったな!?　このケヴィン・シンカーに対してオカマ野郎とそう言いやがったな!?　確かに聞いたぞ、タコスケ野郎ッ！」

　ケヴィンの両手がうおりゃーっ！　とウィルの胸ぐらを摑つかみ上げる。

「いいかよく聞け、アタシは女だ！　吞のんだくれのクソ親父おやじのせいでこんな名前になっちまったがアタシは女だ！　正しよう真しん正しよう銘めいの女の子だ！　よおおおく聞けよ、クソ野郎ッ！　アタシはアタシをオカマ野郎と呼んだ奴を許さねえ！　八歳の時からそう誓ちかってる！　徹てつ底てい的てきに許さねえ、そう徹底的にだぁぁぁぁッ！」

　ケヴィンが勢い任せで銃を抜ぬく。ウィルは「やべえ、死ぬ!?」と目を瞑つぶり、ソフィアは「舌の根も乾かわかないうちに何やってんですか……」と撃げき鉄てつを起こす。

　そして、ターンッ！　と銃じゆう声せいが響ひびいた。

「ぐぅ……っ！」

　撃うたれたのはケヴィンだ。そして撃ったのは──意外にも強盗団の髭面だった。

「外しちまったか……。やっぱ利き手を撃たれてちゃ狙ねらいは定まらねえな」

　髭面が自じ嘲ちようするように言い、ウィルはオロオロしながら礼を言った。

「髭面の人ありがとう！　でも撃つのはやり過ぎだって！　ケヴィン、血ぃ出てるぞ!?」

「別に助けてねえよ。人質のあんたも、女ガンマンのあんたも、お頭も、みんな一いつ緒しよに死んでもらうからな。女ガンマンの弾だん薬やく帯もそろそろ空だろ？」

　ソフィアは答えない。どうやら本当に残ざん弾だんは少ないようだ。

　肩を押さえながらケヴィンが怒いかりの声を上げる。

「どういうことだ、マルコス!?　テメエ、一体、どういう了りよう見けんだ……っ!?」

「どうもこうもねーよ、お頭。あんた自身がさっき言ったろ。フライングデッドのいるアジトに戻もどるなんて死ににいくようなモンだ、ってな。端たん的てきに言うぜ？　俺は死にたくないんだわ。自分の命さえ無事なら仲間がどうなろうと知ったこっちゃねえんだよ」

「なんだと……っ!?」

「仲良しこよししてたのなんて、あんただけだよ。俺はあんたに強盗としての勘かんと才能センスがあるから今までついてきたんだ。自己満足の無む駄だ死じにに付き合うつもりはねえよ。アジトの奴らだって、助けがこねえことは分かってるさ。俺らはみんなこういうクズだからな。ああ、あんたの弟のリコリスだけは待ってるかもしれねえが、たぶんもう死んでるよ」

　眉み間けんにシワを寄せた表情で「どうすんだ、てめえら」と髭面が言うと、まわりの強盗たちも同調するようにこちらへ銃を向けてきた。全員、髭面の意見に賛成なようだ。

「待ってくれ、髭面の人！　もう一度、落ち着いて話を──」

　ウィルの説得を、ターンッ！　と髭面の銃声がかき消した。利き手をソフィアに撃たれているので外れたが、銃じゆう口こうはぴったりウィルを狙っている。

「俺らは本気だ。女ガンマンが言った通り、木箱の中身は延べ棒インゴツトにさせてもらうぜ。恨うらみはねえが、追ってこられても面めん倒どうだ。全員ここで死んでもらう」

「ふざけんな……ッ！　アタシらは苦楽を共にしてきた仲間じゃねえか！　アジトじゃ残された奴らが助けを待ってんだぞ!?　目ぇ覚ませよ、大バカヤロウ共！」

「……苦楽は共に出来ても、死に際まで共にはいけねえよ」

　髭面の指に力が籠こもる。ケヴィンが「ちくしょう……っ」と悔くやし涙なみだを浮うかべる。

　ウィルは一か八かズボンまで一気に脱ぬごうとし、そして──。




　空からゾンビが降ってきた。




　ドーンッ！　と髭面の正面に土つち煙けむりが舞まう。着地した緑の巨きよ体たいが羽を広げる。

　え？　誰だれもが目を疑った。──そして、蹂じゆう躙りんが始まる。




　　　　◆　◇　◆




　突とつ如じよ現れた空飛ぶゾンビ──フライングデッド。

　ウィルが奴らを直に見るのは、実に子供の頃ころ以来だ。十年ぶりに目にしたその姿は、記き憶おくにあるもの以上に醜みにくく、そして禍まが々まがしい。

　その体たい軀くは人間の倍近かった。肩けん甲こう骨こつが大きく隆りゆう起きし、両りよう腕うでに薄うすい膜まくが張っていて、羽の役目をしている。肌はだは腐くさりきって変色した緑色。瞳どう孔こうだけが血のように赤い。

　本能的な嫌けん悪おと恐きよう怖ふを感じさせる姿だ。

「ポルギュアアアアアッ！　お金お金お金お金お金がほしいのォォォォっ！」

「ちょ、待っ、俺は金じゃねえぞ!?　う、うあ、うぎゃあああああっ!?」

　髭面へ鋭するどい牙きばが突つき立たてられた。問答無用に嚙かみ千切られ、腕が吹ふっ飛とぶ。

「ひ、髭面の人！　クソッ、なんとか助けないと……っ！」

「待ちなさい、ウィル！　一度牙に触ふれたらもう助かりません！　それより見て、まだきます！」

　ソフィアが指差す先、新たに二体のゾンビが空から舞い降おりてきた。

「なんでいきなりゾンビがこんなに!?」

「言ったでしょう！　ロッキー山脈は境界線！　いつ奴らがやってきても不思議じゃありません！」

　二体のゾンビは鳥のように滑かつ空くうすると、地表すれすれで左右に分かれ──一体がこっちにくる！

「ソフィア、逃にげてくれ！　ケヴィンは俺に摑まれ！」

「ポルギュアアアアアッ！　ダラダラダラダラダラしたいぃぃぃっ！」

　動けないケヴィンを抱だいてウィルは馬車から飛び降りる。

　途端、流星の如ごとき突とつ撃げきを受け、馬車が吹っ飛んだ。木こつ端ぱ微み塵じんだ。転がるように着地したウィルは、周囲の状じよう況きように絶句する。

「なんて有様だ……っ」

　まるで地じ獄ごくのような光景だった。周囲に轟とどろくのは怒ど号ごうと悲鳴。強ごう盗とうたちが次々に襲おそわれていた。泣なき叫さけびながら喰くい殺され、しばらくすると彼らも空飛ぶ死体として立ち上がる。

　加速度的なゾンビの増ぞう殖しよく。かつて村で見たのと同じ光景だ。

「うわぁぁっ！　助けて、助けてくれぇ！　俺の身体からだが腐ってくよぉぉ！　嫌いやだ、嫌だぁぁぁっ！　気持ちわるぃぃぃっ！　お頭、助けてくれぇぇぇ！」

「マルコスっ!?」

　叫んでいたのは髭面だった。牙に喰い千切られた箇か所しよがポォと光り、強きよう烈れつな臭しゆう気きを放ちながら肌がただれていく。ゾンビ化が始まっているのだ。

「ソフィア、なんとかしてやれないのか!?」

「無理です！　一度嚙まれた人間はもう戻りません！　それにそこの人はケヴィンを裏切ったんでしょう!?」

「それでも、それでもよぉ！　アタシにとっては仲間なんだ！　だから……っ」

「お頭ぁぁぁぁっ……、ああ、ぽ……ポル、ポル、ポル、ポルギュアァァァァァッ！」

　髭面の腐ふ食しよくが頭にまで達した。その途端、ゴバッと体液が溢あふれ出て全身が腐り落ちた。

　羽が生え、牙が生え、失ったはずの腕まで生えて、髭面は完全なフライングデッドと化した。また一体、空飛ぶ死体が誕生したのだ。

「ポルギュァァァッ！　死にたくない死にたくない死にたくない、死にたくないって言ったのにぃぃぃっ！　お頭お頭お頭なんでどうして助けてくれなかったのぉぉぉぉっ！」

「──っ！　す、すまねえ、アタシは……っ！」

　髭面は猛もう烈れつな勢いで羽ばたき、緑の巨体を宙に浮かせた。そのまま垂直に飛んだかと思うと、急角度で反転し、呆ぼう然ぜんとしているケヴィンへ突っ込こんでくる！

「ケヴィン、避よけろ！　死んじゃうぞ!?」

　ギリギリでウィルがケヴィンを突き飛ばした。髭ひげ面づらの通過した余波で吹っ飛ばされ、二人は地面を転げまわる。それでもケヴィンはまだ「マルコス……っ」と呟つぶやいている。

　ウィルは歯は嚙がみする。かつての自分と一緒だ。友達だったジミーやトム、村のみんなが襲ってきて、愕がく然ぜんとしたあの時の自分と。

　悔しさを振ふり切るように、ウィルはケヴィンの胸ぐらを摑み上げた。

「しっかりするんだ！　あれはもうあんたの部下じゃない！　フライングデッドという名の化物なんだよ！」

「でも、でもよぉ！　あいつはアタシに『死にたくなかったのに』ってそう言った！　身体はゾンビになっちまったんだとしても、あれはマルコス自身の叫びじゃねえのか!?」

「あれはフライングデッドの習性だ！　生前の感情をただ山やま彦びこみたいに叫び続けてるだけだ！　ケヴィンだって知ってるはずだろ!?　言葉らしきものを口走っても、生前とは別人だ！　別の存在なんだ、おぞましい化物なんだ！」

　フライングデッドは生前の感情を叫び続ける習性がある。怒り、憎にくしみ、欲よく望ぼう、悲ひ嘆たん、絶望──どんなものかは様々だが、それは本人が生きているうちに抱いた『一番深い負の感情』だと言われている。

「死んだ後に恨みつらみを言ってくるのが奴やつらのキツいところだ！　しんどいだろうけど、聞く耳を持っちゃいけない！　じゃなきゃ次に死ぬのはあんただぞ!?」

「……っ、分かってる！　そんなフライングデッドのＡＢＣはアタシだってとっくのとうにご承知なんだよ！　だけどもテメエに何が分かるって言うんだ!?　今まさに仲間がゾンビになったアタシの何が分かるんだよ!?　横から出てきてドヤ顔で説教たれんじゃねえよ、このタコスケ野や郎ろうがぁ！」

「ああ、タコスケ野郎で結構だよ！　だからシャキッとしてくれ、オカマ野郎！」

「ま、またオカマ野郎と言いやがったな!?　テメエはあとで絶対ぶっ殺す！　丁てい寧ねいに！」

「お互たがい生きてられたらそうしていいよ！　──っ、危ない！」

　ゴッ！　と流星のような髭面の突撃。なんとか避けたところに着ちやく弾だんし、地面が放射状に抉えぐれる。しかしそれが好機になった。突撃力が強過ぎたせいで、髭面は丸太のように地面に突き刺ささっている。

「チャンスだ！　この隙すきに俺のライフルバッグを──」

　叫んだ瞬しゆん間かん、髭面がズボッと顔を引き抜いた。

「死にたくないって言ったでしょーがぁぁぁぁぁぁ！　ポルギュァァァァァッ！」

　両手の羽ばたきでケヴィンが吹っ飛び、牙にベストを引っかけられたウィルは地面へ引きずり倒たおされた。

「クソ……っ!?」

　とっさに髭面のベストに手を突っ込んだ。ガンベルトからサイドアームの拳けん銃じゆうを引き抜ぬき、乱射する。

「喰らえ、ゾンビ野郎！」

　マズルフラッシュが閃ひらめき、タンタンタン！　と快音。

　髭面の胴どう体たいにいくつもの風穴が開いた。青色の血が噴ふき出して、ウィルの顔面を染める。

　銃じゆうが効かないことは分かっている。だが一いつ瞬しゆんでもいい、隙が出来れば──。

「ポルギュアァァァ！　死にたくないから大だい丈じよう夫ぶなのですぅぅぅぅ！」

　シュウシュウと煙けむりが上がり、髭面の傷は一瞬で塞ふさがった。ダメだ。時じ間かん稼かせぎにもならない……っ！

　腐った手が両りよう肩かたに掛かかり、凄すさまじい力で押さえつけられた。

「ぐぅぅ、ちくしょう……っ！」

　必死に身をよじるがビクともしない。十年鍛きたえ上げたはずの肉体が……ゾンビにまったく通用しない。

「離はなせ、離せよこの腐れ野郎！　吐と息いきが生なま臭ぐさいぞ、訴うつたえるからな!?」

「ポルギュァァァ……」

　獰どう猛もうな顎あぎとがゆっくりと開き、目の前にゾンビの牙が現れる。

　悪寒が走った。この牙に嚙みつかれたら、最期だ。

　……噓うそだろ、こんなところで終わりなのか？　修行の成果も発揮出来ず、ゾンビの一体も斃せずに俺は……っ！　絶望が胸に去来した、その時だ。

「さあて、お待ちかね！　脳天風穴ショットです！」

　ターンッ！　と快音が響ひびき、銃じゆう弾だんが髭面のこめかみを貫かん通つうした。

　ゾンビに銃は効かないはずだ。それは今ウィルがやったばかりだ。だが、

「ギュ……ル？　ポルギュ、ギュ、ギュビィィィィッ!?」

　突如、髭面が断だん末まつ魔まのような悲鳴を上げ、緑の身体がゴォッと燃え上がる。

　腐食した身体を焦こがすのは、黄金の炎ほのお。この世ならざる炎が不死身のゾンビを焼き焦がしていく。そうしていくらもしないうちに髭面は消し炭になり、残った灰も風に飛ばされ消えていった。

「い、今のは一体……」

「ふふん、良い表情をしてますよ、ウィル？　黄金の銃弾イクス・ブレツドの威い力りよくを見るのは初めてですか？」

「ソフィア……っ！」

　振り向むくと、木箱の上から最高のウィンクを寄よ越こしてくるのは、ソフィア・ブラッドフォード。

　その手にあるのはきらきらと黄金に輝かがやく銃弾──黄金の銃弾イクス・ブレツド。ゾンビの不死を無効化するという奇き跡せきの銃弾だ。

「危ないところでしたね。ふふ、ほらね？　あたしこそが強者です。ウィルに屈くつしかけたことなんて、やっぱりただの悪い夢だったのだとこれで証明されました。ええ、されました」

　木箱の上で胸を張ると、ソフィアは今度は逆方向へ顔を向ける。

「さてそれじゃあ、ケヴィン。こうなっては致いたし方かたありません。──全ぜん滅めつさせます。構いませんね？」

　いつの間にか、ケヴィン以外の強盗は全員ゾンビと化していた。

　頭領たる彼女は唇くちびるを嚙んで俯うつむく。だがやがて気持ちを振り切るように顔を上げた。

「ああ、やってくれ！　こいつらをくっさい緑の身体から解放してやってくれぇッ！」

「オーケィ、あなたの心意気、確かに承りました！」

「ポルギュアァァァァァッ！　働きたくない働きたくないーっ！」

　ソフィアを脅きよう威いと見なしたのか、周囲のフライングデッドが一いつ斉せいに飛び立った。

「大丈夫かソフィア!?　相手はゾンビだぞ!?　いくらなんでも一人でなんて……っ」

「あら、ご心配は痛み入りますけど、誰だれにもの言ってんですか、っと！」

　ソフィアは木箱を一息に蹴けり飛ばし、黄金の銃弾イクス・ブレツドを散乱させた。

　ガンマン少女はその上を滑すべるように移動する。予想外の動きに二体のゾンビが彼女を見失った。タターンッ！　と銃じゆう声せい。

「「ギャビッ!?　ギャボッ、ボガァァァァッ!?」」

「ハイ、まずは二丁上がり！」

「な……っ!?　あっという間に二体も斃した!?」

　しかし敵はまだ山ほどいる。ゾンビ共は空中で弧こを描かき、ソフィアへ迫せまる！

　先ほどのような直線的な動きではない。ウィルはぎょっとして叫ぶ。

「な、なんて滑なめらかな曲線の動き！　あれじゃあ銃弾なんて当たらないぞ!?」

「ならばゼロ距きよ離りで当てればいいのです！」

　ソフィアは闘とう牛ぎゆうのようにギリギリまでゾンビを引きつけて、宙を舞まった。

　緑の頭を踏ふみつけて跳ちよう躍やく。さらに次のゾンビの肩かたを蹴り飛ばして横へ。続けて次のゾンビの背中を駆かけ抜けて上へ。

　縦、横、斜ななめ、縦じゆう横おう無む尽じんに乱らん舞ぶし、すれ違ちがい様ざまに放たれる銃弾がタンタタンッ！　と音を奏でる。

「「「ギュボォォォォォッ!?　なんでぇぇぇッ!?」」」

「本当にゼロ距離で当てて斃たおした!?　それにソフィアのあの動きはなんだ!?」

　彼女はまるで空中でダンスを踊おどるように駆け抜けていく。

　決してゾンビに捕つかまることなく、むしろのその力を利用してひらりひらりと躱かわしては、見事なタイミングで敵を撃うち落としていく。ウィルは愕然とその姿に魅み入いった。

「な、なんて鮮あざやかな戦い……っ！　ガンマンはフライングデッドに勝てないと、そう思っていた俺の常識がガラガラと崩くずれていく！　ソフィア・ブラッドフォード、君は一体何者なんだっ!?」

　すると、横にいるケヴィンが何か思い出そうとするように眉まゆを寄せた。

「戦火のなかでダンスを踊るようなあの動き……はっ！　オイオイまさか、あれが噂うわさに名高き『花星精の輪舞スラスト・ワルツ』の戦法か！」

「ケヴィン、何か知ってるのか!?」

「ああ、知っている！　この辺りの強ごう盗とう団じゃ有名なお話さ！　花のように舞い、星のように射い貫ぬく『花星精の輪舞スラスト・ワルツ』！　その通り名は言ってみりゃ恐きよう怖ふの代名詞だ！」

　言われてみると、ソフィアの動きはまるで一片の花びらのようだった。

　がむしゃらに突つっ込んでくるゾンビの間を優ゆう雅がに待っていく花びら。そして間かん髪はつを容いれずに放たれる黄金の銃弾イクス・ブレツドの輝きは、星の瞬またたきのようでもある。

「アタシは理解した！　道理で異常なまでに腕うでが立つはずだぜ！　『花星精の輪舞スラスト・ワルツ』の戦法と胸の星章！　いいか!?　あいつは、あの女ガンマンは──秘ひ装そう銃じゆう士しだ！」

「秘装銃士!?　ケヴィン、それは一体なんなんだ!?」

「知らねえのかよ!?　いいか、よく聞け！　秘装銃士──それは対フライングデッド戦における開かい拓たく者の最後の希望！　黄金の銃弾イクス・ブレツドを創り出し、なおかつその力を極限まで使いこなせるガンマンの称しよう号ごうだ！　その腕うで前まえはもちろん荒こう野や最強レベル！　だが生きつ粋すいの秘装銃士はすでに数えるほどしかいねえと言う！　あいつはそのなかの一人、『花星精の輪舞スラスト・ワルツ』って通り名の秘装銃士なのさーっ！」

「なるほど、つまりどういうことだ!?」

「だから、あいつはメッチャ強えってことだ！」

「そんな爆ばく発はつ寸前のテンションで言われると、さすがに気後れしますが」

　まるで重力から解き放たれたように舞まっていたソフィアはすたっと地面に着地すると、ブロンドの髪かみをさらりと梳すいた。

「お察しの通り、あたしは、このソフィア・ブラッドフォードは、『花星精の輪舞スラスト・ワルツ』の名を冠かんする秘装銃士！　ゾンビの打だ倒とうにすべてを捧ささげたこの命、無む辜こなる人々の期待に応え、地平の果てまで舞いましょう！」

「「「ポルギュアァァァァァァァッ！　お嬢じようさんが目障りぃぃぃッ！」」」

　残りのフライングデッドが一斉にソフィアへ向かっていく。

「な……っ!?　今までで一番の数が殺さつ到とうしていく！　いくらなんでもあの数は無茶だ！　逃にげてくれ、ソフィア！」

　しかし彼女は回かい避ひを選ばなかった。

　ごく自然な動きでコルトＳＡＡを水平に構え、「さて、それでは」と肩を竦すくめる。

「最後にご教授しておきましょう。黄金の銃弾イクス・ブレツドを撃つのに必要なのは、黄金との親和性、そして桁けた外はずれに強きよう靭じんな意志──」

　一瞬の交こう錯さく。舞ぶ踏とうと共に、タタターンッ！　と放たれる黄金の銃弾イクス・ブレツド。

　星を抱いだく花びらにゾンビ共は触ふれることさえ出来なかった。

　ソフィアの通った先、すべてのゾンビが炎と共に砕くだけ散ちった。

　思わず拳こぶしを握にぎるウィルとケヴィンへ、彼女は振ふり返かえる。

「つまりは『テメエら、ぜってぇぶっ殺してやんよッ！』っていう気合いです♪」

　くるりとガンスピンした銃が見事にベルトに収まった。

















　フライングデッドとの戦せん闘とうから数時間後。

　ウィル、ソフィア、ケヴィンの三人はロッキー山脈沿いを馬車で北上していた。目的地はトーズトゥール砦とりで。旧開拓砦であり、昨日までシンカー一味のアジトだった場所だ。

　あの後、ゾンビを斃たおし終えたソフィアは、仲間から裏切りを受けたケヴィンに対し、問いを投げかけた。

「アジトに取り残されてる仲間の件はどうしますか？　結局、誰もあなたを仲間だとは思ってないかもしれない。さっきの奴やつらみたいに、いざとなれば簡単に裏切る程度の仲間かもしれない。それでもあなたは……命を懸かけます？」

「……弟がいるんだ。病弱な甘ったれの弟だ。あいつは強盗の仕事にはなんも関わってない。顔も経歴も綺き麗れいなもんさ。たとえ何もかも失くしても……あいつだけはアタシが助けなきゃならねえんだ」

　ソフィアはしばらく思案した後、「それが本当なら、あたしにも救出する義務が発生しちゃいますね」と肩かたを竦めた。

　もしも砦に残っているのが強盗だけなら、ソフィアは手を引いただろう。黄金の銃弾イクス・ブレツドはすでにソフィアの手中にある。彼女はとっとと部隊に戻もどることも出来るのだ。

　けれど、罪のない一いつ般ぱん人がフライングデッドの危機に晒さらされていると言うのなら、彼女は見過ごすことは出来ない。それが騎き兵へい隊のガンマンだからだ。

　かくして三人はトーズトゥール砦を目指している。ここから先、命運を共にする三人だ。到とう着ちやくまでに少しでも足並みを揃そろえておいた方がいい。とウィルは思うのだが……。

　一段落した後、馬車の荷台はなぜか空気がギスギスしていた。

「あー、ソフィア？　月が綺麗だね。シナモンを掛かけたパンケーキみたいだ」

「そうですね、ウィル。ちょっと黙だまっててもらえます？　一応、フライングデッドからは助けましたけど、あたしはあなたに受けた仕打ちを忘れてませんから。何度でも言いますけど、あたしは絶対に屈くつしてないし、これからもあなたに屈することなんてありえない。よく覚えておいて」

「えーと、屈するってなんのこと？　さっぱりなんだけど……って、銃じゆう抜ぬいちゃう!?　すみません、ハイ黙ります。……ええと、じゃあケヴィン？　肩の傷は大だい丈じよう夫ぶ？　かすり傷でほっとしたけど、良かったら俺の秘伝の軟なん膏こうを……」

「黙ってろ、変態彼氏。アタシのスタールは、いつでもテメエのケツの穴を狙ねらってる。とっても丁てい寧ねいに正確にな。テメエが二回もオカマ野や郎ろうと呼んだこと、アタシはまったく忘れてねえぞ」

「ハイ、スミマセン……」

　やたらとアウェーだった。ウィルは荷台でしゅんとする。

　すると御ぎよ者しや席で手た綱づなを握にぎっているソフィアが、やれやれと言いたげにため息をついた。

「まあ、多少コミュニケーションを取っておくのも必要ではありますか。で、あたしちょっと疑問だったんですけど、ケヴィンっていくつなんです？　強ごう盗とう団の頭領してるけど、そんなにあたしと歳変わらないですよね？」

「あん？　アタシはピッチピチの十八だ」

「うわぁ、ティーンエイジャーで強盗のヘッド？　もっと青春謳おう歌かした方がいいですよ」

「テメエこそティーンエイジャーで秘装銃士だろうが！　人のこと言えんのか!?」

「じゃあじゃあ、俺はいくつだと思う？」

「うるさいですよ、露ろ出しゆつ狂きよう」

「黙ってろ、変態」

「二人とも冷た過ぎない!?　もうちょっと態度軟なん化かしてもいいじゃん！」

「……分かったから耳元で騒さわがないで下さい。ウィルはいくつなんですか？」

「十七っ……だと思うんだけど……あれ？　合ってるかな？」

　半はん裸らの師し匠しように六ろつ鬼き山さんへ連れていかれたのが天てん保ぽう十四年だ。そこから十年だから合ってるはずだが、荒こう野やと隠かくれ里ざとでは暦こよみが違ちがったから自信がなくなってきた。

「あー……と、ごめん、今って何年？　西せい暦れきで」

「……？　西暦以外に何があるってんだよ？　１８５３年だ。当たり前だろうが」

「ひぃ、ふう、みぃ……あ、やっぱ合ってる。俺、十七歳だ！」

「よく分かんねえが、変態彼氏はアタシより年下か。オーライ、これで格付け完かん了りようだ。今からアタシのことをお姉様と呼べ。貧弱なテメエをアタシのパシリにしてやるぜ」

「……ちょっと待てくれ。パシリは歓かん迎げいだが、貧弱っていうのは俺の肉体のことか？」

　ぴくっとウィルの片眉まゆが上がり、ぶるっとソフィアの肩が震ふるえた。

「ウィル、脱ぬいだら撃うちます」

「否、これは宣戦布告ッ！　断じて逃げるわけにはいかないッ、俺が俺であるために！　相そう互ご理解のためではなく、一つの崇すう高こうな戦いとして俺は脱ぐ！　さあ、貧弱かどうかよくご覧じませぃ、オカマ野郎ォォッ！」

「また言った!?　また言ったな!?　こンのタコスケ野郎ッ、三度に亘わたってこのアタシをオカマ野郎とのたまったのはその口かぁッ!?　お姉様と呼べぇぇぇぇッ！」

　ウィルがシャツのボタンに手をかけ、ケヴィンがその襟えりを摑つかみ上げる。ソフィアはウィルの後頭部に銃を突つきつけた。

「ウィル！　ボタンから指を離はなしなさいっ、今すぐにッ！」

「よく聞け、オカマ野郎！　俺が今から見せるのはバンプアップを果たした熱い肉体！　それを見た瞬しゆん間かん、あまりの雄お々おしさにあんたは人生最大の衝しよう撃げきを受けるだろう！　ああ、可か哀わい想そうに！　そうなったらもう心は調教済みの雌めす犬いぬさ！　よく覚えとけ、ご主人様への挨あい拶さつは毎回『あたい、あんたに惚ほれてるの』だッ！」

「はっはーん、理解したぞ、変態彼氏！　その歪ゆがんだ性せい癖へき、テメエ、実はこじらせた童貞チエリーだな!?　気持ちわりぃんだよ、ベイビー。こっちを向くな！　純情可か憐れんなアタシが、童貞の淀よどんだ視線で妊にん娠しんしたらどうするんだ、ああん!?」

　三者三様、言いたいことだけ叫さけんでいたら、唐とう突とつにゴンッと馬車が止まった。「おわっ」「きゃっ」「うおっ」と三人いっぺんに地面へ放り出される。

「痛ってて……。あ、崖がけがある。馬が気づいて止まったのか。利口な奴だな。ソフィア、ケヴィン、目の前に崖が……ん？」

　気づけば、すんごい状じよう況きようになっていた。

　まずソフィアを押おし倒たおしている。両手は彼女の胸を両手でムニュウと揉もみ上げていた。これがたいへん柔やわらかい。

　次にケヴィンのスカートに顔を突っ込こんでいた。ストライプの布が目に涼すずしく、健康的な太ももにぎゅうっと頰ほおを挟はさまれている。これがたいへん気持ちいい。

「……オウ、ジーザス」

　うん、これは死ぬかもな……、と思いつつ、両手と首にちょっと力を込めてみた。

「「ン……っ」」

　鼻に掛かった甘い吐と息いきが二人分。それは世界で最も素晴らしいハーモニーであった。

　感動に打ち震えた後、はっと我に返るがもう遅おそい。

「テ、テテテテメエ！　い、いいい今何をした？　ア、アタシに変なことしたな!?」

「……悪夢だ。悪夢過ぎます。やっぱりあの時、撃ち殺ころしておくべきだった。今すぐあの世逝いき！」

　やべぇと思ったウィルは全力で思考する。この窮きゆう地ちを脱だつする完かん璧ぺきな解答はないものか。考えて考えて考えた挙句、笑顔でビシッと親指を立てた。

「悔くいはない！」

　ボッコボコにされた。




　　　　◆　◇　◆




　崖の上に身を潜ひそめて眼下のトーズトゥール砦を観察し、ソフィアは小さく吐息する。

　フライングデッドの姿は見当たらない。だが奴らが砦を拠きよ点てんにしている痕こん跡せきはちらほらあった。それも砦全体にだ。先刻の戦いのように二十体やそこらならなんとでもなる。だが砦を覆おおうほどの量、つまりは群れがきたならば、さすがの自分でもどうにもならない。

　この作戦はスピードが命だ。

「ソフィア、フライングデッドの姿はないみたいだけど……？」

　顔を腫はらしたウィルが隣となりで言う。大変酷ひどい有様になっているが、ぶっちゃけもう少し痛めつけてもよかったと思っている。

「確かに見える範はん囲いにはいませんね」

「フライングデッドって夜行性だよな？　朝になるのを待ってから突とつ入にゆうする？」

「いえ、その逆です。夜行性だからこそ、群れの大部分が出で払はらっているんでしょう。朝になればきっととんでもない数が帰ってくる。決行するなら今です」

　すると、逆側にいるケヴィンが指を差した。

「弟のリコリスたちが立てこもってるとすれば、あそこ──第二兵舎の一階にある武器庫だ。そこが一番守りが堅かたい」

　ケヴィンが示した第二兵舎には黒々とした鉄の屋根がついていた。

　上空からの突とつ撃げきを防ぐために敷しき詰つめられた鉄の屋根。重要な拠点にだけつけられる特とく殊しゆな屋根だ。ケヴィンの弟たちが生きているとすれば、確かにあそこしかないだろう。

「オーケー。では馬車はここに残して、徒歩で崖を下りましょう。勾こう配ばいが緩ゆるいから慎しん重ちようにいけば落ちる心配はありません。闇やみに乗じて砦に潜せん入にゆうします。──いいですか？　夜明けまでもう間がない。この一時間が勝負です」

「あの、ソフィア、気合い入れてるところ悪いんだけど……西の空がヤバい」

「はい？」

　眉をひそめて西の方角に目を向ける。目を凝こらすと……。




　──とてつもない数のゾンビが飛んできていた。




「な……っ!?」

　群れだ。尋じん常じようでない数のフライングデッドが砦へと向かってきている。

「おいおいおい、なんだあの量は!?　昨日の倍以上の数に増えていやがる！」

「たぶん近きん隣りんの群れと合流したんです！　マズい、あんな数はさすがに……」

　自分でもさばき切れない。救出は諦あきらめるしか……。

　その瞬間、ウィルが崖がけ下したへと飛び出した。

「急ごう！　今ならまだ間に合うはずだッ！」

「ウィル!?」

「変態彼氏……っ!?　よ、よし！　待ってろよ、リコリス！　姉ちゃんが今いくぞ！」

　ウィルに続いてケヴィンまでもが飛び出した。もういくしかない。

「まったく！　こんなところで命いのち懸がけのタイムアタックする羽目になるなんて！」

　もう闇に乗じるもクソもなかった。三人は最速で崖を駆かけおり、砦とりでの正面に辿たどり着つく。

　通用口の扉とびらを蹴け破やぶり、なかへと侵しん入にゆう。入口にいた数体のゾンビをソフィアが早はや撃うちで灰にする。

　そのまま練兵場を突っ切きると、目の前に第二兵舎の扉が見えた。だが、そこでふいに空が陰かげる。夜よりもなお暗い、緑の闇。

　見上げると、空一面にゾンビが広がっていた。群れが到着したのだ！

　ダメだ、こんなのもうどうにもならない……っ。

　しかしそこで殿しんがりのウィルが叫んだ。

「ここは俺が食い止める！　二人とも先にいってくれッ！」

「なっ!?　何言ってんですか、ウィル！」

「変態彼氏っ、テメエ、アタシのために死ぬ気かよ!?」

「ここで群れを押し留めなきゃケヴィンの弟たちを捜さがせないだろ!?　なんとかする！」

　ソフィアとケヴィンが先んじて第二兵舎へ駆け込むと、一人外に残ったウィルは扉を閉めだした。狭せばまっていく隙すき間まから彼は笑顔で、

「大だい丈じよう夫ぶ、ゾンビの百や二百、俺が片かたっ端ぱしからぶっちめてやる……っ！」

　ガコン、と扉が閉じた。途と端たん、扉の向こうからゾンビ共のけたたましい声が響ひびいてくる。

「あいつ、アタシのために死ににいきやがった……っ。今日会ったばかりの、銃まで突きつけたアタシなんかのために、平然と命を投げ捨てやがった……っ」

　自分とケヴィンを奮い立たせるために、ソフィアは怒ど鳴なった。

「足を止めないで！　ウィルの犠ぎ牲せいを無む駄だにする気ですか!?」

「わ、分かってるさ！　ちきしょう、アタシはちゃんと分かってるんだ！　武器庫はこっちだ！　ついてこい！」

　馬車の整備道具や酒さか瓶びん、それに盗とう品ひんらしい諸もろ々もろが散乱している通路を進んでいく。途と中ちゆう、あちこちに銃じゆう痕こんがあった。すでにこのなかでも戦せん闘とうがあったらしい。

　何度か通路を曲がったところで『武器庫』のプレートと鉄製の扉が見えた。

　だが──すでにゾンビが群がっている！　群れとは別に、最初からいたゾンビだろう。

　一昼夜、耐たえ抜ぬいていた鉄の扉も、今まさに破は壊かいされる寸前だった。

「あそこだ！　リコリスいるか!?　アタシだ！　お姉ちゃんが助けにきたぞ！」

　ケヴィンが叫び、ソフィアがすかさずゾンビ共を撃ち抜いていく。全部で五体。幸運にも瞬しゆん殺さつ可能な数だった。

　ケヴィンが駆け寄より、限界を迎むかえた扉がゆっくりと倒れていく。そして──。




　　　　◆　◇　◆




　ケヴィン・シンカーは八歳の頃ころに父親を半殺しにした。強ごう盗とう団に入ったのはその直後だ。

　元々、絵に描かいたようなロクデナシの父親だった。それでも幼い頃のケヴィンは実に献けん身しん的に父親を支えていた。どうせ酒代に消えると分かりながら、必死に働いて父親を食わせていた。生来の彼女は人に尽つくす性格だったのだ。

　最初にケヴィンに対してオカマ野や郎ろうと言ったのは誰だれあろう、この父親である。けれど、ケヴィンはそれが嫌いやではなかった。たとえ自分を馬ば鹿かにする言葉だったとしても、そう言う時の父は、こっちを向いて笑っていたから。

　ケヴィンの母親はとうの昔に逃にげていて、子供の頃、家にいたのは二人目の母親だった。まあ、その二人目も程なくして他に男を作って消えたのだが。

　日々の終わりはあっけなく訪れた。

　二人目の母親との間に生まれていた弟──これまたクソ親父おやじのせいで女みたいな名前になったリコリス──に、酔よった父親が手を上げようとしたのだ。弟はまだ赤あかん坊ぼうだった。

　長い間ずっと耐えていた少女は、この時ようやく悟さとった。

　──ああ、この男は真性のタコスケ野郎だったんだ。

　自分が殴なぐられるのは慣れていた。でも弟は殴られたら死んでしまう。酔った父親は言葉では止まらない。窮地に駆けつけてくれる人なんて、誰もいなかった。

　ケヴィンは泣きながらビネガーの瓶を取り、父親を殴なぐり飛ばした。「何しやがる、このオカマ野郎ッ!?」と叫ぶ声がいつまでも耳に残った。

　そのまま逃げるように街道筋の強盗団に入った。ケヴィンはそこで意外な頭角を現す。

　メキメキと腕うでを上げ、たった十年で自分の一味を持つまでになった。

　もちろん弟には強盗の仕事は一切させなかった。病弱だったというのもあるが、弟にだけは綺き麗れいなままでいてほしかったのだ。

　リコリスにだけは真っ直ぐ幸せになってほしい。だから、どうか──。

「なあ、生きててくれよ……ッ」

　祈いのるようにケヴィンは叫さけんだ。目の前でゆっくりと鉄の扉が倒たおれ、武器庫の様子が見えてくる。そこには──。

「姉さん……っ！」

「リコリス……っ！」

　最愛の弟がいた。胸に飛び込んできた弟をケヴィンは力いっぱい抱だき締しめる。

「リコリス、お前無事だったんだな!?　ちゃんと人間だろうな!?　ゾンビになんてなってないよな!?　服脱ぬげ、見せてみろ。腐くさってないな？　ちゃんと綺麗な肌はだだな？　ちくしょう、心配させやがって……大好きだコノヤローっ！」

「やだ、姉さんくすぐったいよ……っ。大丈夫、ちゃんと僕ぼくだから。姉さんがきっと助けにきてくれるって、僕、信じてた」

「よしよしよしっ、お前は良い子だ！　他の奴やつらはどうした？　ジャックにショーン、エイリーンやアデラも一いつ緒しよだったろ？」

「あ、みんなは……」

　ふいにリコリスの目じりに涙なみだが浮うかんだ。顔を伏ふせて絞しぼり出だすように言う。

「みんなは僕を武器庫に匿かくまうためにゾンビたちに向かっていったんだ……っ」

「なんだって……っ!?」

「みんなが言ってたよ……お頭には一生掛かかっても返し切れない恩がある。自分たちを見捨てないでくれたのは、お頭だけだ。だから今この命を使うんだ、って……みんな、僕のために……何にも出来ない僕なんかを助けるために……っ」

「もういい！　何も言うな、リコリス！」

　ケヴィンは溢あふれそうになる涙を必死に堪こらえた。

「なあ、秘装銃士……聞いてたか？　聞いててくれたか？　アタシの仲間は最高のバカヤロウ共だったろ？」

「……ええ、あたしの騎き兵へい隊に勝るとも劣おとらない見事な絆きずなです。感服しました」

　まるでガラス細工を扱あつかうように、ケヴィンは弟の頭を撫なでる。

「外に出たら大好きなミートパイを山ほど食わしてやるからな。一緒にここを出て、姉弟きようだい二人でやり直しだ。お前を守ってくれたバカヤロウ共の分まで……精せい一いつ杯ぱい生きよう」

「うん。姉さんが一緒なら、僕は──」

　姉の言葉に頷うなずこうとしたリコリスの──その表情がふいに凍こおった。その視線はみなの背後。反射的にケヴィンが振ふり返かえるのと、負の叫びが木霊こだましたのは同時だった。

「ポルギュァァァァァァァッ！　人がいる人がいる人がいるぞぉぉっ！　聞いて下さい、淋さびしい淋しい淋しい私は淋しいのですぅ！」

　通路の奥からフライングデッドが飛んできた──っ！

「秘装じゅ──」

「すでに捕ほ捉そく済みです！」

　猛たけるコルトＳＡＡ。マズルフラッシュが閃ひらめき、黄金の炎ほのおがゾンビ共を焼やき払はらう。

「走って！　ここはあたしが食い止めます！」

　ケヴィンはリコリスを背負おうと膝ひざをつき、だがそこで──ぴたりと動きを止めた。

「う……っ」

　目の前の窓、そこにべったりとゾンビ共が張りついていた。無数の赤い瞳ひとみが一いつ斉せいにぎょろりとこっちを見る。

「うわぁぁぁぁっ!?」

　悲鳴と共にケヴィンはスタールを抜く。同時、窓をぶち破ってくるゾンビ共。

「下さい下さい下さい下さい下さい、その娘むすめさんを僕に下さいぃ、ギュリィィッ！」

　ケヴィンの銃じゆう弾だんはゾンビの身体からだに穴を開ける。だが効かない、止まらない。

「姉さん、危ないっ！」

　リコリスがケヴィンを突つき飛とばした。その背中に……ゾンビの牙きばが深々と突き刺ささる。

　ケヴィンの瞳が絶望に見開かれた。

「いやぁぁぁぁっ、リコリス──っ！」




　　　　◆　◇　◆




　通路の奥から飛来するフライングデッドへ、ソフィアは黄金の銃弾イクス・ブレツドを撃うち続ける。

　最初は一、二体かと思ったが、あとから続々と増えてきている。この第二兵舎もとっくに奴らの巣になっていたのだ。

「くっ、なんとか突とつ破ぱ口こうを開かないと……っ！」

「ギュラアアア！　体重を減らさねば体重を減らさねばあなたもご一緒にぃぃぃぃッ！　さあご一緒に楽しく愉ゆ快かいに体重を減らしましょうォォォォ！」

「逆側からもきた!?　だ、黙だまりなさい！　あたしはそんなにデブってないです！」

　武器庫の通路はＴ字になっている。その左右両方から敵がやってきていた。

　しかも新手のフライングデッドはよく喋しやべる。奴らは力をつける程に長文で話すようになる。負の感情をより詳しよう細さいに表現するゾンビほど厄やつ介かいで強いのだ。

「いやぁぁぁぁっ、リコリス──っ！」

「な……っ!?」

　ケヴィンの叫びに振り返り、ソフィアは愕がく然ぜんとした。

　窓からフライングデッドが飛び込んできている。そして、ケヴィンの弟が嚙かまれていた。

「こンのぉぉぉッ！」

　すぐさまそのフライングデッドを射殺する。だが窓から次々に新手が侵しん入にゆうしてきていた。

「シィット、物量に押おし潰つぶされる！　もうリロードが間に合わない……っ」




　　　　◆　◇　◆




　こちらに気づいた秘装銃士がゾンビを撃ち殺した。けれどもう遅おそい。

　リコリスは嚙まれてしまった。

　ゆっくりと倒れていくリコリス。ケヴィンは震ふるえる手で抱き留とめる。

「ごめん、姉さん……嚙まれちゃった」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　お前がアタシを庇かばってどうするんだよ!?　お前を守るのはアタシの役目なんだ！　それなのに、それなのに、この……ッ、大馬鹿野郎ッ！」

　リコリスの背中がポォと光った。そして始まる身体の腐ふ食しよく。背にまわしていた手にべちゃりと体液の感かん触しよくがきた。哀かなしみとやるせなさ、そしてどうしようもない生理的嫌けん悪お感かんがケヴィンの胸を締めつける。

「姉さん、お願いがあるんだ……」

「分かった、ここから出たらなんでも聞いてやる！　だから今は脱だつ出しゆつするぞ！」

「……銃を貸して。フライングデッドになる前に、自分の手でケジメをつけなきゃ……」

「……っ、何言ってんだ馬鹿野郎、そんなことさせられるかよ……っ！」

　ケヴィンは首を振る。もう涙は止まらなかった。弟は静かに笑った。

「……フライングデッドになった人はさ、最初に自分の身内を襲おそう習性があるんだって。僕を逃がしてくれたみんなもそうだった……お願い、このままフライングデッドになって姉さんを襲ったりしたら、あの世でみんなに顔向け出来ないよ」

「ダメだ、絶対嫌だ……ッ」

「ねえ、お願いだよ。これが……人生最後のお願いだから」

　本当は分かっていた。人としての尊厳を守ってやるには、もうそうするしかないことを。

「うぅ、ちくしょう……ッ」

　震える手でスタールをリコリスの胸に押し当てる。

「……分かったよ。でもお前を守ってやるのはアタシの役目だ。可愛い弟の尊厳はアタシがきっちり守ってやる。……安心しろ、姉ちゃんがちゃんと人間として殺してやるから」

　すでにリコリスの両手は腐り果ててしまっている。銃なんて握にぎれる状態じゃなかった。

　心底申し訳なさそうに目を伏せた後、弟は静かに頷いた。

「……うん、助かる」

　トリガーに掛けた指が震える。涙がぼろぼろこぼれて止まらない。勇気を振り絞るためにケヴィンは叫んだ。

「アタシはっ、撃たねばならないッ！　本当に大切なものを守るため、この手でッ、自分の意志でッ、大事な弟を失わなくてはならない！　アタシはそれが出来るやつだ！　ケヴィン・シンカーはいざという時やれる女だッ！　アタシは知ってるぞ、アタシはそういう頑がん張ばれる子だ──ッ！」

「……そうだ、姉さん。フライングデッドにはもう一つ習性があったよね。生前の負の感情を垂れ流すってやつ」

「ああッ！　アタシも聞いたことがあるぞッ！」

「……ありがとう。実は『女装癖へきがある悪い弟』だったこと、叫ばずに死ねます」

「バカヤロウ、そんなん可愛いモンだっつーの──ッ！」

　ターンッ！　と銃じゆう声せいが木霊した。

　そして、リコリスは救われた。心臓が止まり、腐食が止まった。人間のまま死ぬことが出来た。半分腐りかけた弟の顔にケヴィンは頰ほおを寄せる。

「ぐすっ……、なあ、誰だれか……」

　肩かたを震わせるケヴィン。そこに羽を広げたゾンビ共が近づいてくる。

　秘装銃士は通路を押し留めるのに手いっぱい。こちらに銃を向けてる余よ裕ゆうはない。

「……誰かさ、頼たのむよ……神様なんていないことはよく分かった……荒こう野やには神様も救世主もいやしない……だからさ、誰か、誰でもいい……」

　血を吐はくように彼女は叫んだ。震える魂たましいそのもののような、彼女の慟どう哭こくが響ひびき渡わたる。

「こいつらをぶん殴なぐってくれッ！　この腐れゾンビ共を、誰か木こつ端ぱ微み塵じんにぶっ飛ばしてくれよ──ッ！」

「ギュルアァァァ！　楽ちい楽ちい、虫の足をもぐのは楽ちいなぁぁぁっ！」

　まるで嘲あざ笑わらうようにゾンビ共が躍おどり掛かった。だが、その牙が彼女に届く寸前。

　──固く握られた拳こぶしがゾンビの顔面を真っ直ぐ捉とらえた！

「その願い、承うけたまわったァァァァッ！」

　凄すさまじい爆ばく音おんが弾はじける。何体ものゾンビがいっぺんに吹ふっ飛んだ。

　見開かれたケヴィンの瞳が、その少年の横顔を映しだす。

「へ、変態彼氏……っ!?」

　現れたのは、入口で犠ぎ牲せいになったはずの少年だ。

　ザァッと地面を滑すべり、盾たてになるように彼はケヴィンの前に立つ。

「あんたの怒いかり！　あんたの哀しみ！　確かにこの俺が受け取ったッ！　任せろ！　オーケィ！　信じて見てろ！　この場のゾンビは残らず俺がぶっ飛ばすッ！」

　そう言う少年の拳は──まるで秘装銃士の黄金の銃弾イクス・ブレツドのように輝かがやいていた。




　　　　◆　◇　◆




　雪崩なだれのようなゾンビの猛もう攻こうをせき止めながら、ソフィアは言葉を失った。

　今、ウィルはどこから現れた？　完全に包囲されたこの状じよう況きようで、一体どこからどうやって？　いや、そもそも──。

「フライングデッドを殴って斃たおした!?　どういうことですか!?」

　ウィルに殴られたゾンビ共は黄金の炎に焼かれて灰になっていた。それは黄金の銃弾イクス・ブレツドと同じ効果だ。

　黄金にはフライングデッドの不死を無効化する力がある。それを銃弾の形に精製したのが黄金の銃弾イクス・ブレツドだ。だが銃弾以外の形で黄金の力を用いる方法など、開かい拓たく者には存在しない。

「ギュルァァァァ！　どうしてあの女を選んだのあたしじゃいけなかったのずっと一いつ緒しよにいるって言ったのに殺してやる殺してやる殺してやるぁぁぁぁぁッ！」

「しまっ──」

　いつの間にか囲まれていた。オシャレな格好のゾンビがこちらへ牙を剝むく。

「危ない、ソフィア！」

「え……っ!?」

　横から現れたウィルがゾンビを殴り、すかさずソフィアを抱かかえて飛び退のいた。

「あ、あなた今あっちにいたはずじゃ……っ」

　ウィルは今、ケヴィンの隣となりにいたはずだ。それがなぜ一いつ瞬しゆんで自分のところに移動しているのか。

「それは二番目の俺だよ」

「は？　何言って……、──って、あれ!?」

　見ると、あっちにもウィルがいた。

　自分の目の前と、ケヴィンのところ。ウィルが二人いる。

「え？　え？　なに、なにこれ？　あなた、双ふた子ごだったんですか!?」

「何を言ってるんだ、双子なわけないよ。ここまで馬車で一緒にきたじゃないか」

「だ、だってあっちとこっちで二人いるじゃないですか！」

「二人じゃない！　三人目もいるぞ！」

「はいっ!?」

　あらぬ方向からした声に目を向ける。右の通路からやってくるゾンビをウィルがぶん殴っていた。三人目だ。ウィルが三人いる。

「ど、どういうこと!?」

「それなら左の通路は俺が食い止める！　ソフィアと俺は早くケヴィンのところへいってくれ！　守りやすいように一ひと塊かたまりになってほしい！」

「よ、四人目!?」

「オーケィ、なら正面は俺の担当だな!?　ＣＯＯＬクールに決めるぜ！」

「五人目もきた!?」

「よし、残りの俺は遊ゆう撃げき隊だ！　絶対にソフィアとケヴィンを守りきれ！」

「「応ともよッ！」」

　全部で七人。どこからともなく現れた七人のウィルが武器庫の前に集結していた。

　他のウィルたちが作った活路を通り、ソフィアはケヴィンの前で下ろされる。

「おい、なんで変態彼氏がこんなたくさんいるんだよ!?　これは一体如い何かなることだ!?　ひょっとしてアタシは頭がどうかしちまったのか!?　自分でもちょっとそんな気がして怖こわいんだよ！　なんでもいいから説明してくれ！」

「あ、あたしにも何がなんだか分かりませんよ!?　ワケ分かりません！」

「落ち着つくんだ、ソフィア。騎き兵へい隊の君にならたぶん分かるはずだ。心配することはない。増えた分は全部、俺の分身だ」

「分身……？」

「ブンシンってなんだ？　アタシにも分かるように言えって！」

「分身って……、──えっ、分身!?　まさか……っ」

　ソフィアに笑みを見せ、ウィルは背中を向けた。正解だと言うように。

「ごめん、入口のゾンビ共を食い止めてて遅くなった。でも、あっちはもう全ぜん滅めつさせたから大だい丈じよう夫ぶだ」

「空いっぱいにいた、あのゾンビ共を全滅させた!?　冗じよう談だんでしょう!?」

　信じられない、とソフィアは声を上げる。だが自分の推測が正しいなら……目の前の少年にはそれだけの力があるはずだ。けれど、まさかそんなことが……。

「それじゃあ見ててくれ、肉体とはまた別の──俺の十年の修行の成果を」

　背負っていたライフルバッグをウィルが開いた。そこから現れたものはライフルではなく──黄金に輝く一ひと振ふりの剣つるぎ。ソフィアの推測が確信に変わる。

「あれは……黄金の刃ムラサメガタナ！」

　ケヴィンが眉まゆを寄せて叫さけぶ。

「ムラサメガタナ!?　なんだ、それは!?」

「この新大陸では長きに亘わたり、開拓者とゾンビが争ってきました。西部開拓史とはガンマンとフライングデッドの戦いの歴史です。人々はそう理解している。でも事実は少しだけ違ちがうんです」

「事実が違う……？　どういうことだ!?」

「この新大陸には一いつ般ぱんの人々には伏ふせられている、第三の存在がいます。彼らは歴史の表おもて舞ぶ台たいには出てきません。開拓者とゾンビの戦場にふいに現れる謎なぞの存在。ある時は半はん裸らの美女、ある時は禿とく頭とうの大男、ある時は化け粧しよう顔の子供。あたしたち開拓者とは文化も思想も異なる、謎の人々──その名は黄金郷ジパング」

「ジ、黄金郷ジパング!?　アタシも噂うわさだけは聞いたことがあるぞ!?　なら、あいつはまさかっ！」

「そうです！　黄金の銃じゆう弾だんを担う秘装銃士と同じく、黄金の刃やいばを振ふるいし黄金郷ジパングの戦士、彼の名はヒイ・イズ──」

「忍ニン者ジヤぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　バサァとウィルがシャツを脱ぬぎ捨すてる。

「今、颯さつ爽そうとハラキリ御ご免めん──ッ！」

　そして、黄金の刃ムラサメガタナを自らの腹へ突き刺した。

　光が迸ほとばしる。刺した刃が腹のなかへと溶とけていき、額当て、手しゆ甲こう、草履ぞうりが出現する。

　そうして眩まばゆいばかりの光と共に立ちたる者、その名は忍者。荒野で実まことしやかに囁ささやかれる、伝説の戦士である。黄金に輝く拳を握り、忍者となったウィルは叫ぶ。

「さあ、ご覧じませい！　忍しのびて奏でる鎮魂歌レクイエムッ！」




　　　　◆　◇　◆




　それは十年前のこと。

　七歳のウィルは壊かい滅めつした村を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。謎の半はん裸ら女おんなの膝ひざの上から。

「俺はどうして生きてるんだ……？」

「我が使った『変わり身の術』の力だ。物ものの怪け共の突とつ撃げきを回かい避ひするなど造作もない」

「だから、お前は一体なんなんだよ……っ」

「我が名は毘び沙しや門もん天てん。黄金郷ジパングの忍者なり」

「ビチャモンテン……？」

「毘沙門天だ。童わつぱよ、ついてくるか？　我が弟子となるならば貴様を忍者にしてくれる」

「忍者……？　忍者になればゾンビ共を斃せるのか？　俺からすべてを奪うばったあのゾンビ共を根絶やしに出来るのか!?　どうなんだ、ビチャモンテン!?」

「毘沙門天だ。出来ると断じてやろう。黄金郷ジパング最強の忍者である我の教えを受ければ、貴様は究極無比の忍者となれる。だがその代だい償しようとして──」

「分かった。俺を忍者にしろ、ビチャモンテン！」

「毘沙門天だ。後こう悔かいはしないな？」

　ムチムチの太ももから飛び降り、ウィルは拳を握にぎり締しめた。

「後悔なんてするはずない。だって俺にはもう……失うものなんて何もない！」

「フッ、ならばついてこい。だが覚かく悟ごしておけ。修行は辛つらく厳しく、そして我は──」

　漆しつ黒こくの髪かみを風に舞まわせて、半裸の女──ビチャモンテンは力強く言った。

「気合いの入ったショタコンだ！」




　　　　◆　◇　◆




　本体のウィルが忍しのび装しよう束ぞくになると、六人の分ぶん身しん体たいも光と共に忍装束姿となった。

　まるでその輝きを恐おそれるように、無数のゾンビ共がウィルたちに襲い掛かかっていく。

「ボルギャアアアアアッ！　浮うわ気きの何が悪いって言うんだ浮気の何が悪いって言うんだ本気じゃないならいいじゃないぃぃぃぃッ！」

　七人のウィルたちは一いつ斉せいに床ゆかを叩たたいた。

「忍にん法ぽう、畳たた替みがえしの術──っ！」

「ボギャラッ!?」

「すげぇ！　見事なタイミングで石いし畳だたみを跳はね上げて、ゾンビ共の顔面をぶっ潰つぶした！」

　ウィルの素早い機転にケヴィンがガッツポーズ。黄金の疾しつ風ぷうが縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけまわる！

「セエイヤァァァッ！」

「ギュラ？　ギュラ？　お菓か子しが食べたぐばぁっ！」

　一人目の拳こぶしがゾンビの腹をぶち抜ぬいた。

「チョイヤァァァッ！」

「フギャァァァ──ッ!?」

　二人目の蹴けりが、ゾンビを真っ二つに叩き割る。

「ソイソイソイソイァッ！」

「ギャ、ギャ、ギャバぁァァッ!?」

　ゾンビの片足を摑つかみ、こん棒のように振り回す三人目。

　その姿、まさしく無む双そう。忍者に敵かなうゾンビなど荒こう野やに無し！

　だが、敵の数は膨ぼう大だいだ。ソフィアとケヴィンの元へ数体のゾンビが突撃していく。

「く……、アタシのところにくるのか!?　いいぜ、こいよ！　ぶっ飛ばしてやる！」

「何言ってんですか、下がって！　ここはあたしが──」

「ポルギュァ、牛を育てて牛を育てて牛を育てて暮らせたらいいにゃ──ギャギャ!?」

　だが、あと一歩まで迫せまったゾンビたちの頭が突とつ如じよ、爆散。

　肩かたすかし気味にソフィアは頭を下げる。

「……ど、どうも」

「「「「どういたしまして」」」」

　二人をがっちりガードしにきた四人のウィルが同時に頷うなずく。

　すると、ふいにケヴィンが笑いだした。

「あははは！　マジかよ、お前ら強過ぎだろ！　よく分かんねえが最高だ！　最高にキレッキレだぜ！　こんなブラボーな奴やつら、見たことねえ！」

「お褒ほめに預かり光栄だ。でも本当にブラボーなのは、ここからさ。ケヴィンの望み通り──あいつらを木こつ端ぱ微み塵じんにぶっ飛ばしてやる！」

「アタシの思いを汲くんでくれるのか……？　変態彼氏ーズ、お前らって奴は……っ」

　ケヴィンが瞳ひとみを潤うるませる。だがその時にはすでにウィルたちは風の如ごとく走り出している。

　その背に向かってケヴィンが叫んだ。

「ああ、頼たのむ！　任せる！　お願いするぜ！　やってくれ、キレッキレにやっちまってくれ！　どうか一つお願いします──っ！」

「「「心得ましたーっ！」」」

　しっかりと頷きながら、七人のウィルは目にも留まらぬ速さで印を結ぶ。

「七人×かける九く字じの法！　臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・裂れつ・在ざい・前ぜんッ！」

　光の尾おを引いて疾しつ走そうするその姿に、息をのむケヴィン。

「なんて輝かがやきだ……っ。あいつらの両手がすごい勢いで輝いている！　かつてアタシが見た如何なるものより美しい輝きだ！　朝焼け？　ＮＯ！　宝石？　ＮＯ！　黄金？　ＹＥＳ！　なんかシュパシュパやってる両手がまるで黄金のように輝いてるぜーっ！」

「忍法、爆ばく縮しゆく轟ごう瀑ばく布ふの術──ッ！」

　ドゴォッ！　と渦うず巻まく爆ばく風ふうが吹ふき荒あれた。窓は割れ、壁かべには亀き裂れつ。ロッキー山脈の吹きおろしの如き恐るべき嵐あらし。密閉状態の通路がさらにその勢いを高め、すべてのフライングデッドが木の葉のように吹き飛ばされる。

「すげえ、すげえぞ！　圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力だぜ！　そしてこの胸の高鳴り！　アタシのなかの女の部分が強く激しく刺し激げきされる！　こんな気持ちになったのは初めてだぜぇっ！」

「なんてデタラメな力、これは紛まぎれもなく忍法……忍者が振るう黄金の力です！」

　ゾンビが一いつ掃そうされた通路をケヴィンとソフィアは駆けていく。正面扉とびらを抜けると、夜空一面に飛び散ったゾンビ共が見えた。そして、忍者姿の七人のウィル。

「最後は拳こぶしッ！　無残に消し飛べ、ゾンビ共！　これこそケヴィンが願い、俺の十年が培つちかってきた、『テメエら、ぜってぇぶっ殺してやんよッ！』って気持ちだぁぁぁ──ッ！」

　腰こし溜だめの拳が熱く強く迸る！　拳けん撃げきと共に、裂れつ帛ぱくの気合が木霊こだました。

「「「ＳＡＹセイ‐ＹＥＡＨイヤアアツ！」」」

　──ドンッ!!

　全天に波は紋もんを穿うがつ、圧倒的な──光！　熱！　光！

「な……っ、なんてパワーと破壊力！　まるで空そのものが焼かれるようです……っ！」

　その衝しよう撃げきにゾンビ共はハムの如くひしゃげ、砦とりでにいた数百体が一斉にパンッ！　と爆散。

「フライングデッド全滅！　アタシは感動！　はは、まるでシューティングスター！　夜空に咲さいた大輪の花だぜーっ！」

　きらきらと散っていく光の残ざん滓しと共に、ウィルは物見台の上へと着地した。

　分身体たちが蜃しん気き楼ろうのように消えていく。腕を一振りすると忍装束も虚こ空くうに消えた。そうして夜空に一人立つウィルの背を見て、ケヴィンが呟つぶやく。

「すげえ、あいつはすげえお人だよ……。アタシは今、すごく自覚している。自分のなかに芽生えた想い、まるで雌めす犬いぬのように従順になっていく自分の心を……っ」

　その呟きを知りもせず、開かい拓たく者姿に戻もどったウィルは言った。パンッと柏かしわ手でを打ち、

「──忍者はぁあ、勝ぁつっ！」




　　　　◆　◇　◆




　やがて、朝がきた。

　有り合わせの材料で作った墓を陽の光が照らしている。木材の破片を重ねた十じゆう字じ架か。穴はウィルのスコップとツルハシを使って掘ほった。

　眠ねむっているのはケヴィンの弟、リコリスだ。物見台のそばで摘つんだ花をケヴィンがそっと捧ささげている。ソフィアはテンガロンハットを胸に置き、その背中を見つめていた。

「あの……」

「謝ったりするんじゃねえぞ？」

　先回りするようにケヴィンが言った。次に口を開いたのはウィルだ。

「でも、俺がもう少し早くついてれば……」

「ばっか、いいんだよ」

　ふいにケヴィンはすっと立ち上がった。朝陽のなかで真っ直ぐにその背を伸のばす。

「こうして、アタシが生きてるじゃねえか」

　振ふり向むいた彼女の瞳は涙なみだで濡ぬれていた。でも、その唇くちびるは確かに弧こを描えがいていた。

「仲間たちは命いのち懸がけでリコリスを助けてくれた。リコリスは命懸けでアタシを助けてくれた。アタシの命はアイツらみんなの命でここにあるんだ。アタシが生きてくことで、あいつらの命は繫つながっていく。だから大だい丈じよう夫ぶ。それで大丈夫なんだ」

　だろ？　とケヴィンが微ほほ笑えむ。それは同性のソフィアから見ても、魅み力りよく的な笑顔だった。

　これで話はおしまい、とばかりにケヴィンが肩を竦すくめる。

　だから二人とももう何も言わなかった。ここから先は彼女の人生だ。誰だれかが口を挟はさめることではない。

　それじゃあ、とソフィアは明るく言った。空気を変えるように。

「朝ご飯でも食べますか。馬車に色々あったからパンケーキぐらいならあたしが……」

「あ、ごめん。俺はそろそろいかなくちゃ」

　そう言って、ウィルがいきなり踵きびすを返した。

「え？　ちょ、ちょっと！　待って下さいよっ。なんですかそんな突とつ然ぜん……っ」

「目的があるんだ。だからさ、名な残ごり惜おしいけど戦いが終わったならいかないと。もともと一人旅のつもりだしね」

「……ん？　あのよ？　お前らって彼氏彼女じゃねえの？」

「違ちがいますよ！　いつまで誤解してるんですかっ」

「そ、そうか。ふーん、そっか……」

「なんです？　妙みような顔して考え込んで……って、ちょっとウィル、待ちなさい！　いくらなんでも急過ぎでしょう？　一体なんですか、あなたのその目的って」

　足を止め、彼が振り返かえる。




「──新大陸のすべてのゾンビと忍にん者じやを滅ほろぼすこと。それが俺の目的だ」




　そのウィルの瞳を見て、ソフィアは息をのんだ。歴戦のガンマンである彼女が思わず身を硬かたくするほど……彼の瞳には暗い闇やみがあった。

「ゾンビと……、忍者を？」

　ゾンビを滅ぼすのなら分かる。だが、なぜそこに忍者も含ふくまれるのだろう？

　彼自身、忍者であるはずなのに。

　もちろんそれを言うなら『開拓者でありながら忍者』という時点で完全におかしい。

　黄金郷ジパングの民は黄色い肌はだにのっぺりとした顔をしている。開拓者とは人種からして違うのだ。

　だが今はそれはいい。細かいことは置いといて、ソフィアには一つ算段があった。

　ウィリアム・ペリウス。忍者である彼が騎き兵へい隊に加われば、開拓者の戦力は劇的に向上する。

　忍者一人の実力は騎兵隊の一個師団をも凌りよう駕がすると言われている。事実、ウィルは秘装銃士である自分よりも遥はるかに高い戦せん闘とう力を有していた。

「ねえ、ウィル。騎兵隊にきませんか？　あたしが所属する騎兵隊『蹄てい鉄てつの開かい拓たく団だん』はあなたを歓かん迎げいします！」

　しかし、ウィルは首を振った。まるでそれが当然とでも言うように。

　忍者だと分かってから、ウィルはこちらに対して壁を作っているように思える。

「ソフィア、俺は……忍者なんだ。それがどういうことか、たぶん君の方が分かってると思う」

「そ、それは……」

　黄金郷ジパングの民は、新大陸の歴史のなかに突如として現れた。

　彼らがどこからきたのか、一体なんの目的で動いているのか、実はほとんど分かっていない。その生態はある意味フライングデッド以上の謎なぞなのだ。

　一つだけ確かなことがあるとすれは、それは彼らが黄金を求めていること。ゴールドラッシュの過か渡と期きには幾いく度どか争そう奪だつ戦せんになったこともある。

　開拓者の黄金の銃弾イクス・ブレツドは、文字通り黄金から出来ている。フライングデッドと戦うガンマンたちにとって、黄金は生命線だ。

　それを奪うばい合った過去がある以上、開拓者と黄金郷ジパング──ガンマンと忍者は敵対関係にあると言っていい。ウィルが言っているのはそういうことだ。

「それに、たぶん黄金の銃弾イクス・ブレツドって忍者に対しても有効だよね？　触さわるとダメージ受けるだろうから、俺は騎兵隊にはいられないと思う」

「あ……っ」

　その通りだった。黄金の銃弾イクス・ブレツドはフライングデッドを灰にするのと同じく、忍者に対しても効力を発揮する。下手にウィルが黄金の銃弾イクス・ブレツドを触ったら、ケガでは済まないはずだ。

　だがここでウィルをいかせるわけにはいかない。そう、たとえどんな手段を使っても。

「お願いです、いかないで下さい！　ウィルがいってしまったら、あたし……っ」

　一いつ瞬しゆんで瞳に涙を浮うかべ、ウィルの身体からだにしなだれかかる。

「あたし、ウィルのこと好きになっちゃったんです！　だからそばにいて下さいっ」

「へっ!?」

「にゃ、にゃにーっ!?　何言ってやがる、秘ひ装そう銃じゆう士し!?」

　なぜかケヴィンの方が慌あわてているが、ウィルも少なからず動どう揺ようしている。

　ハニートラップである。酒場のマダムに仕込まれつつ、一度も使うことはなかったが、今こそ発揮する時だ。さあ、一気に畳たたみ掛かけますよ、と思ったところで──、

「超ちようごめんっ！」

　ばっさりお断りされた。顔を引きつらせ、「な、なんで……？」とだけ、どうにか言う。

　ウィルはひどく気まずそうに、しかし確実に距きよ離りを取る。

「俺は……忍者なんだ。もう開拓者としては生きられない。だから、ダメだ」

　まったくワケの分からない理由だった。もちろん彼なりに何か事情はあるのだろうが、砕くだかれた乙おと女めの自尊心を納得させるには程遠い。

　落ち着け、と自らを鼓こ舞ぶしつつ、ソフィアはアプローチを切きり替かえる。

「あー……ウィル、あなたはゾンビを斃たおすんですよね？　だったら奴やつらの情報はほしくありませんか？」

「奴らの情報？」

「知っていますか？　フライングデッドの頂点に君臨する『六ろく公こう爵しやく』という存在を」

「フライングデッドの頂点だって……？」

「そう、古いにしえより存在する最強最古の六体のフライングデッド──『六公爵』。『蹄鉄の開拓団』の本隊と合流すれば、奴らの現在地だって分かるはずです。本来ならば最高機密ですが、あなたになら開示しても構いません。それともウィルは、この広い新大陸を当てもなく放ほう浪ろうするつもりですか？」

　ウィルは考え込むように押おし黙だまる。ゾンビに魅力負けしたようでなんとも言えない気分だが、この手は有効だったようだ。

「……一つだけ教えてほしい。その六公爵とやらに白い手のゾンビはいるかな？　俺が真っ先にぶっ殺したいゾンビなんだ」

「白い手？　……ええ、いますよ。今は、いるとだけ答えましょう」

「……分かった。なら少しの間ソフィアに同行するよ。戦闘があればもちろん協力する。でも期限は君が騎兵隊に合流して、その『六公爵』とやらの情報を教えてもらうまでだ。それでいいかな？」

「いいでしょう。とりあえずは、それで良しとします」

　すると、複雑な顔で黙っていたケヴィンが口を開いた。

「いいのかよ、秘装銃士。期限付きってのでテメエは満足なのか？」

「ええ、構いませんよ」

　不敵に笑うと、ソフィアは握にぎり拳こぶしでトンとウィルの胸を叩たたいた。

　ガンマンとしての使命、そして女子としての面子、すべてを懸かけて宣言する。

「期限付き上等。覚かく悟ごして下さい？　それまでに、ウィルをあたしの虜とりこにしてやりますからっ」

　ソフィアは自信たっぷりに微笑んだ。

















　ロッキー山脈の麓ふもと、とあるたき火跡あと。そこに一人の少女がいた。

　結わえた黒くろ髪かみに忍しのび装しよう束ぞく。何本もの黄金の刃ムラサメガタナを背負っている。

　少女は名を桜おう火かといった。年の頃ころは十二歳。六ろつ鬼き山さんの隠かくれ里ざとを拠きよ点てんにしていた忍者の一人である。

「火が消えてからまだそれほど時間が経っていない。先刻までここにおられたのですね」

　桜火の視線は地面へ。そこには馬車の車輪跡がくっきりとついている。

「方角は……北。よし！」

　決意を込めて呟つぶやくと、風のような速度で走り出す。

「桜火が今すぐ迎むかえに参ります！　待っていて下さいね──ウィル兄様！」
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　この新大陸では現在、三つの陣じん営えいが泥どろ沼ぬまの戦いを繰くり広ひろげている。

　すなわち開かい拓たく者、フライングデッド、そして黄金郷ジパングだ。

　共通するのはそれぞれが黄金を欲ほつしていること。

　開拓者は黄金から黄金の銃弾イクス・ブレツドを錬れん成せいし、黄金郷ジパングも黄金から黄金の刃ムラサメガタナを鍛きたえ上げる。

　そしてフライングデッドもまた黄金から黄金の粉ゾンビパウダーとやらを精製するらしい。ソフィアに聞いたところ、奴らが空を飛ぶのはこの黄金の粉ゾンビパウダーの力なのだそうだ。

　三つの陣営が黄金を奪い合う戦い。それがこの新大陸におけるゴールドラッシュの真の姿である。

「で、あたしたちが向かってるのは、そういう黄金の争奪戦が行われるはずだった街です」

　御ぎよ者しや席のソフィアの説明を聞いて、ウィルは荷台から顔を出す。

「はずだった、っていうと？」

「金鉱山があるんですが、結局めぼしい金脈が見つからなかったんですよ。昔はかなり大規模な調査が行われてたんですけど、今は打ち切られて、国軍も撤てつ退たいしてます。金脈が見つからず、国から見捨てられてしまった街……それがここブラックヒルズタウンです」

　ソフィアがそう言ったところで、ちょうど馬車が丘おかを越こえ、街が見えた。

　かなり大きな金鉱山が奥にあり、それを扇おうぎ状じように囲って家屋が立ち並んでいる。物見台や兵舎らしきものが多くあり、かつての賑にぎわいが窺うかがえた。

　ソフィア曰いわく、少しの間このブラックヒルズタウンに留まり、彼女の部隊と連れん絡らくがつき次第、合流する手て筈はずらしい。

　街のアーチ前まできて馬車を預けると、ケヴィンが開口一番に胸を叩いた。

「宿を取るならアタシに任せといてくれよ。ここいらじゃ、ちょいと顔が利くんだ」

「構いませんけど、宿屋を脅おどして無理やり泊とまるとかはやめて下さいよ？」

「あのな、シンカー一味は義ぎ賊ぞくで通ってたんだよ。地元とはニコニコ仲良くお付き合いがモットーだ。獲え物ものにしてたのはガメツい金持ちとか悪徳商人だけだっての」

「ちょっと！　その言い方だとウチの部隊がワルモノみたいじゃないですかっ」

「つーわけで、ウィルの旦だん那な！　メシとか部屋の好みを教えてくれ。大たい抵ていのことならなんとかしてみせるぜ」

　ケヴィンにそう言われ、荷台から下りたウィルは頭をかく。

　トーズトゥール砦とりでを出てから今日で三日。ずっと気になっていたことをとうとう訊きいてみた。

「えっと……ケヴィン？　その旦那ってのは、なに？」

「旦那ってのはもちろんウィルの旦那のことだよ。アタシは旦那についていくって決めたからよ。だから尊敬と敬意を込めて呼び名は旦那だ。よろしくな！」

「いやいやいや！」

　なんかさらっと、とんでもないことを言われた。高速で首と手を振ふる。

「六公爵のことを聞いたら俺はまた一人旅に戻もどるつもりだぞ？　誰だれかと連れ立つつもりなんてないってば！」

　途と端たん、元強ごう盗とうの彼女は泣きそうな顔になった。

「そんなツレないこと言わねえでくれよ！　砦でアタシのために戦ってくれた時から、アタシの心は旦那のモンだ。もちろん強盗稼か業ぎようからも足を洗う。宿の手配でも飯の支度でも服の洗せん濯たくでもなんだってやるぜ？　旦那の命令ならアタシは二つ返事でイエッサーだ！」

「お、落ち着いてくれ。そんなに感謝してもらえるようなこと、俺はしてないってば」

「いや感謝とかそういうのじゃなくてさ！　つまりその……っ」

　なぜかソフィアの方をちらりと見て、ケヴィンは口ごもる。

　だがやがてぎゅっと拳を握ると──上目使いで見つめてきた。

「……『あたい、あんたに惚ほれてるの』！」

「おおう!?　どうした突とつ然ぜんっ!?」

　いきなりドストライクな発言をされて仰のけ反ぞった。ケヴィンは真っ赤な顔でそっぽを向く。

「だ、旦那が言えって言ったんだろ!?　ご主人様への挨あい拶さつは毎回これだって！　アタシだって恥はずかしいんだからな!?　でも旦那がやれって言うならやるよ！　みなまで言わせずアタシはやるよ!?」

「いやあれは口ゲンカの勢いって言うか、ただの売り言葉に買い言葉であってね！　だからその、つまりええと……っ？」

「つ、つまり、そういうことなんだよ！　アタシはたとえ西の果てまでだって、旦那についてく所存だぜ？　好きなように雌めす犬いぬ扱あつかいしてくれよっ」

「こ、困るって！　よく考えてくれ、俺は忍にん者じやなんだっ。ソフィアだけでも困ってるのに、ケヴィンまで巻き込むような真ま似ね出来ないって……っ」

「はー、へー、ふーん、困らせちゃって申し訳ないですね。ええ、どうもスミマセン」

「いいか、秘装銃士！　アタシはぜってえ敗けねえぞ!?　銃じゃお前に勝てやしねえが、真心こもった女子力ならアタシの方が凌りよう駕がしていると今ここに宣言してやるぜーっ！」

「ほ、ほほう……女子力であたしに勝つって言うんですか？　オカマ野や郎ろうのくせによく言いやがりますね！」

「テメエーッ！　オカマ野郎と言いやがったな!?　俄が然ぜん、徹てつ底てい的てきに許さねえぇぇぇッ！」

「ストーップっ、二人とも落ち着いて！」

　二人がホルスターに手を掛かけたので、ウィルは慌あわてて割って入る。

「ケヴィンがオカマ野郎なんかじゃないのはちゃんと分かってるから！　だから怒いかりを収めてくれっ。な？　な？　ほら、ソフィアも騎き兵へい隊のガンマンがこんなところで銃を抜ぬいていいのかな？　ね？　ね？」

「ぐっ……む、むう……だ、旦那がそう言うなら。従順な雌犬のアタシは従うけれども」

「沈ちん着ちやく冷静なあたしがそう簡単に銃を抜くはずないじゃないですか。フフ、まったく」

「よし、とりあえず宿はケヴィンに任せた！　ソフィアも騎兵隊に連絡しなきゃいけないんだろ？　俺も久しぶりに開拓者の街が見たいからさ、一時間後にまたここに集合ってことでどうだろ？　ね、そうしよう！」

「旦那がそう言うなら、アタシに異論のあろうはずもないぜ」

「まあ、確かに陽が落ちる前に連絡しないと、早馬の定期便がいっちゃいますからね」

　そんなこんなで三人は一いつ旦たん別行動となった。







　とりあえず行く当てもないので、ウィルはメインストリートをぶらぶらすることにした。

　酒場や馬具屋なんかが両側に立ち並び、帆ほを張った露ろ店てんもちょこちょこある。

　やっぱり大きな街はウチの村とは違ちがうんだなぁ、と思ったが、すぐに勘かん違ちがいだと気づいた。

　露店にはほとんど物が並んでいないし、行き交う人々はみんな目が落ちくぼんでいて、落ち着きがない。活気があるのは酒場の喧けん騒そうだけ。それも今にも乱らん闘とうに発展しそうな乱雑な声ばかりだ。みんな、いつか飛んでくるゾンビの恐きよう怖ふに怯おびえている。

「……ああ、そうだったな。この空気だ。ウチの村もこうだった……」

　子供の頃、こういう空気のなかでトムやジミーとイタズラ三ざん昧まいをやっていた。

　単純にイタズラ坊ぼう主ずだったというのもあるけど……あの時、俺たちはこんな村の雰ふん囲い気きを吹ふき飛とばしたかったんだ。

「お兄ちゃん、旅の人？　元気ないのね。はい、お花をどうぞ」

「え？　ああ、ありがとう。いいのかい？」

　ふと気づくと、小さな女の子が花をこちらへ差し出していた。この街のウェルカムフラワーか何かだろうか。紙にくるんだだけの野花だったが、荒すさんだ心にはジンと染みた。

　膝ひざを折って花を受け取り、お礼を言う。

「ありがと。少し元気が出た気がする」

「良かった。じゃあお代をちょうだい」

「え、お代？」

「そう、お代」

「ごめん、俺、自給自足のつもりで山を下りたから持ち合わせは……」

「はあ？　スカンピン？　ちぃ、つまんない奴やつに絡からんじまったな、ったく！」

　少女の声音が一転した。素そ朴ぼくな笑顔が荒みきった睨み顔になり、毒づく。

「じゃあ、金目のものならなんでもいいよ。その服とか寄よ越こせ」

「は!?　いやいや、着てる服はちょっと渡わたせないぞ？」

「あんたは花を受け取ったろ！　それで元気になったんだろ!?　だったら代価を寄越すのが筋ってモンだろ、ほら早く！」

「いやいや、そんなふうに他ひ人とにお金をせびるのはよくないぞ？　特別な事情でもない限り、お金はちゃんと働いて稼かせがなきゃ」

「なんだよ、特別な事情って！　『病気のお母さんのために今すぐ薬代が必要なんです！』、ほら、これでいいのかよ!?」

「えっ、本当に？」

「え、信じるのか？」

　少女が目を丸くするが、ウィルは気づかない。

「ん、んー、そういう事情なら仕方ないか……」

　頭をかいて悩なやんだ末、テンガロンハットとチョッキを脱ぬぐ。

「金目のものは本当にないけど、これでお母さんの薬代ぐらいにはならないかな？」

「は？　え？　くれるのか？」

　ハットとチョッキを渡された少女は、ウィルの顔と衣類を見合わせる。そして、手のなかの感かん触しよくにはっとした顔をする。

「これ、なんかすごく肌はだ触ざわりがいい！　一体、どんな布で出来てるんだ!?　メチャメチャ高く売れそう……っ」

「あー、特別製だからね」

　黄金郷ジパングの布地を開拓者風に縫ぬい合あわせたものだ。確かに荒こう野やでは珍めずらしいものかもしれない。

「その、なんだ……ありがと。汚きたない言葉を使って悪かったよ。あんた、良い人だな」

「礼には及およばないよ。お母さん、良くなるといいね」

　すると少女はじっとこちらの顔を覗のぞき込んできた。

「実はさ……弟も重い病気なんだ。そのシャツもあれば、弟の薬も買えるかも」

「え、シャツも!?　う、うーん……」

　いつの間にか、通行人たちの視線が集まっていた。だがウィルは気づかない。

　しょうがないな、とボタンに手を掛けた途端、わっと人が寄ってきた。

「儂わしの家は貧びん乏ぼうで今日の晩飯もないんだ！　あんたのズボンをくれ！」

「あたしんとこの兄貴は事故で半死半生なんだよ！　下着なんていらないだろ!?」

「こっちは飼ってる牛が臨月なんだ！　なんでもいいから寄越せよ！」

「え!?　え!?　ちょっと待ってくれ！　いくらなんでも全部はあげられないぞ!?」

　さすがにダメだと言おうとしたが、そこでふいに昔のことを思い出した。

　子供の頃ころ、故郷の村でのこと。学校のミール先生が言っていた。

　──いい？　坊ぼうやたち。困ってる人がいたら助けてあげなさい。イタズラっ子の貴方あなたたちは、いざという時みんなの助けにならなきゃダメよ？

「……分かった！　全部あげるから、みんな一列に並んでくれ！」

　そうして、気づけば素すっ裸ぱだかになっていた。

　道みち端ばたに落ちていたボロ布をまとい、さ迷った挙句、橋の下で膝を抱かかえた。

「どうしよう……」

　気づいたら、ライフルバッグまでなくなっていた。『これだけはあげられない』と言ったのに、ふと気づいたらどこにもなかった。服なんかはともかく、黄金の刃ムラサメガタナだけは失くしてはいけなかったのに。

「誰が持っていったか分からないし、今さら返してなんて言えないし、どうしよう……」

　ウィルはとことん途と方ほうに暮れる。




　　　　◆　◇　◆




「ウィルってば、どこほっつき歩いてるんでしょう、まったく……」

　ぼやきながら通りを歩く。一時間立ってもウィルが帰ってこないので、ソフィアはケヴィンと手分けして彼のことを捜さがしている。

「……あら？」

　何やら見覚えのあるライフルバッグが視界の端はしを通り過ぎた。

　ウィルではなく、この街の人間だ。

　他にも何人かいて、やはり見覚えのあるズボンやらブーツやらを各々が持っていた。

「いやほんと、『巫み女こ還がえし』の前にこんな収しゆう穫かくがあるとは思わなかったぜ。あんなチョロイ余よ所そ者ものなんて初めてだよな。ちょっと涙なみだ目でお願いしたら、身ぐるみ全部くれてやがんの。お人好し通り越こして、ただのタコスケ野郎だぜ！」

　ぎゃはははっ、と大笑いする街の人々。

「ははあ、なるほどですねー……ああ、頭が痛い」

　ガキンと撃げき鉄てつを上げ、ソフィアは言った。

「そこのあなたたち、ちょっとフリーズ！」

　それから少しして、橋の下にいるウィルを見つけた。

　彼は汚いボロ布をまとって、膝を抱えている。

　……捨てられた子犬みたいですね。

「ウィルーっ、ほら、しょぼくれてないで！　宿にいきますよ！」

　両手に持った服やらライフルバッグやらを見せながら、呼ぶ。

　こちらに気づくと、彼は途と端たんにぱっと顔を輝かがやかせた。

「ソフィアっ、きてくれたんだ……っ」

　飼い主を見つけたみたいな顔で駆かけてくる。その拍ひよう子しにボロ布が飛んでった。

「ちょっ!?」

　ウィルは気づいている。気づいているのに、気にしてない。

「ストップストップ、こっちにこないで！　前ぐらい隠かくして──っ！」

「ソフィア、ありがとう！　おかげで助かっ──ぐふぁッ!?」

　銃じゆう把はで力いっぱいぶん殴なぐった。




　　　　◆　◇　◆




　……ウィルの七歳からの日々は、ただただ修行の毎日だった。

　村が壊かい滅めつした後、ビチャモンテンによって連れてこられたのは、六鬼山の隠れ里ざと。

　黄金郷ジパングの本ほん拠きよ地ちは別にあるらしいのだが、結局ウィルが六鬼山以外の里を知ることはついぞなかった。

　最初に印いんと呪まじないで身体からだを弄いじられた後は、ひたすら作法の修行だった。

　それもまったく意味不明な修行だ。

　巨きよ大だいな滝たきの前でお椀わんを持ち、納豆という豆をひたすらこね続ける。

　最初の数年はとことんそれだけだった。

「一体、こんなことしてなんの意味があるんだよ。こんな修行でゾンビ共を斃たおせるようになるのかよ……っ」

　こうしてる間にも荒野ではゾンビ共が開かい拓たく者を襲おそっている。

　一刻も早く力を手にして荒野に戻もどり、奴らを斃さなければならない。

「……俺が荒野の救世主になるんだ……っ」

　この時、ウィルは忍にん者じやになった自分こそが荒野の救世主になるのだと考えていた。

　ゾンビ共を片かたっ端ぱしからぶっ斃し、村や町に平和を取り戻して、開拓者の仲間たちと共に末永く幸せに暮らしていく。そんな未来を夢想していた。ついでにその過程ですっごいモテちゃったり、ゆくゆくは大統領にもなっちゃったりして、とかも考えていた。

　その反面、毎晩のように村が壊滅した時のことを夢にみる。

　真っ白な手をした男の夢だ。

　あの日、ウィルはジミーやトムと一いつ緒しよに井い戸どへ水みず汲くみにいっていた。そしてちょうど酒場の前まできた時だった。物見台に誰だれかが立っているのを見つけたのだ。

　それが白い手の男だった。

　奴がその手が一ひと振ふりすると、空が陰かげり、無数のゾンビが現れた。

　あとは地じ獄ごくだ。ジミーはゾンビになって襲ってきて、トムやメアリー、教会のイーブ牧師や学校のミール先生……それに父さん、母さん。みんないなくなった。

　ビチャモンテンにその話をしたら、あの白い手の男もゾンビなのだと教えてくれた。

『白はく亜あの忌いみ手て』と呼ばれる強いゾンビなのだそうだ。

　半はん裸らの師し匠しようは『童わつぱでは全ぜん裸らで逆立ちしても勝てんだろうがな！』と大笑いしたが。

「だったらちゃんとした修行をつけろっての！　俺は強くなるために隠れ里にきたんだ！」

「毘び沙しや門もん天てん様の仰おつしやることに間ま違ちがいなんてない。嫌いやなら辞めやがれです、異人め」

　剣けん吞のんな声に振ふり返かえる。当時、お目付け役としてそばにいたのは、桜火という少女だった。

　女の子の忍者だ。年下で、修行を開始したのはウィルの方が早いのに、桜火はすでに数多あまたの忍にん法ぽうを身につけていた。こっちは納豆をこね続けるだけなのに。

「うっさい、桜火。俺の方が兄弟子なんだ。兄様って呼べよ」

「気持ち悪いこと言うな。異人が兄様なんて寒気が走るです」

「異人で当然だろ。俺は開拓者なんだ」

　そんなふうに過ごして、隠れ里にきてから四年目。

　この頃ころ、ウィルは意味不明な修行にいい加減、嫌いや気けが差していた。

　忍者たちがハラキリで力を得ていることに気づいたのも、この頃だ。だからウィルは御み堂どうから黄金の刃ムラサメガタナをくすねてきては、桜火の隙すきを見て腹を斬きった。

「ハラキリ御ご免めん！　──っ!?　ぎゃぁぁっ、腹がっ、腹が斬れたぁぁぁッ！」

「ああっ、またやったこのアホ異人！　忍者の極意も分かってないのに、死ぬ気ですか、もう！」

　正直、桜火がいなかったらとっくの昔に死んでたと思う。

　朝がきては納豆をこね、昼がきては納豆をこね、たまにビチャモンテンがつまみ食いにきて、合間合間に腹を斬る。

　そして五年目の晩秋、ついにやり過ぎてしまった。

　今まではちょっと斬れると痛くて刃を手放していた。けれど積み重なった焦あせりと疑念。それが限界にきて、ついに刃で腹を貫かん通つうしてしまったのだ。

　そして運悪く、この日は桜火もそばにいなかった。

　滝の前、離はなれ小こ島じまのような岩場の上で、ウィルは盛大に出血した。

「ちくしょう……、何やってんだよ俺は……。何年も馬ば鹿かみたいな修行をして、結局最期はこれかよ……」

　故郷の思い出が走馬灯のように駆け抜ぬけていく。

　父さんが見せてくれた保安官の星章。母さんが焼いてくれたミートパイの味。ジミーやトムと作った秘密基地の景色。メアリーが教えてくれた秘密のお花畑。礼拝をサボった時のイーブ牧師のお説教。ミール先生に尻しり叩たたきされた教きよう鞭べんの感触。

「ああ、村へ帰りたいな……」

　洩もれたのは、そんな言葉だった。死の間際になってやっと気づく。ずっと心の真ん中にあったのは、未来への期待よりも、郷きよう愁しゆうだった。

　けれど、それも消えていく。死ぬということは、何もかもなくなるということだ。

「──ああ、そうか。そういうことか」

　ふいに、すべてが分かった。ウィルは忍者の極意を理解した。

　でもそれは、あまりにも……。

「アホ異人！　また勝手に腹を斬ったですね！　え、しかもこれは……貫通してる!?　なんたる暴挙！　ばかばかっ、こんなのもう軟なん膏こうでも治せないです……っ！」

　すぐそばで桜火の声がした。血を吐はきながらウィルは顔を上げる。

「あのさ、桜火。訊ききたいんだけど……」

　その時だった。突とつ然ぜん、西の空に光が迸ほとばしった。

　まるで天と地を貫つらぬくような、とてつもない光の奔ほん流りゆう。地平線に光の柱がそそり立つ。

「鷲羽の極光クスクルザ・フレア……」

　それは、荒こう野やにおいて稀まれに観測される超ちよう巨きよ大だい発光現象だ。

　故郷にいた時も何度か見たことがある。子供の自分には鷲羽の極光クスクルザ・フレアの出現がどんな意味を持つのか分からなかった。でも鷲羽の極光クスクルザ・フレアが現れると村の大人たちは途端に浮うき足あし立だち、その日から決まって祭りや酒しゆ宴えんが開かれた。

　だからきっと今も、荒野の村や町では祝いの準備が始まっているだろう。

　そう思った瞬しゆん間かん──ウィルのなかですべてが決まった。

「そうだよ。それでいい、それでいいんだ……」

　貫通している刃やいばを一気に引ひき抜いた。激痛が走り、血が噴ふき出す。でも、もうそんなのどうでもいい。

「何やってんです!?　出血多量でお陀だ仏ぶつですよ!?」

「桜火。俺、分かったんだ。忍者の極意──ハラキリの意味が」

「なんですと!?」

　腹を斬るということは、死ぬということ。自分の未来が──消え去るということ。

　未来への期待こそが邪じや魔まだったんだ。

「ハラキリとは死ぬことと見つけたり。ゆえに今、心静かに──ハラキリ御免」

　雑念の消えた両手は、雅みやびな仕草で弧こを描えがく。そうそれは、納豆をこねる動きだ。

　納豆が糸を引くように、刃が赤い血の線を引く。お椀を回す箸はしの動きは、すなわち天体の円周軌き道どう。納豆をこねる動作には、黄金郷ジパングの死生観が示されていたのだ。

「う、美しい……っ。異人とは思えぬ繊せん細さいな仕草！　この佇たたずまいは、ハラキリの作法を理解した者の動きです……っ」

　切っ先が静かに腹へ刺ささった。そして刃は……溶とけていく。黄金の力が吸収され、黄金の刃ムラサメガタナが身体と一つになる。両手は輝きを放ち出した。カッと両目が見開かれる。

「ＳＡＹセイ‐ＹＥＡＨイヤアアツ！」

　光が迸ほとばしった！　ザッパァンッ！　真っ二つに滝が割れ、鯉こいと流木が降り注ぐ。

「な……っ!?　竜りゆう神じんすらも押し流すという養老の滝を斬り裂さいた!?　なんという凄すさまじき忍力チヤクラ……っ！」

　まるで生まれ変わった──否いな、死に変わったようなウィルの背中。以前とは別人のような凄すご味みを見せる背へ、桜火は呟つぶやく。

「これは、確かに兄弟子と認めざるを得ない。兄様とお呼びせざるを得ないです……っ」

　未来を捨て、力を得た。もう後あと戻もどりは出来ない。

「すでに我が身に明日はない。ならば、この命のすべては開拓者のために。ゾンビを討うち滅ほろぼす修しゆ羅らとなろう──俺は、忍者だ！」

　夢みた姿は夜よ露つゆと消えた。荒野の救世主になんてなれなかった。

　でも、構わなかった。何もかも捨て去って手にしたこの力が、開拓者の礎いしずえになれるなら。

　そう、この手が失くした幸せな日々を、誰かが代わりに生きてくれるなら──。
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　……昔の夢をみていた。

　今さらこんな夢をみるのは、開拓者の街にきたからだろうか。だとすれば……情けない話だ。忍者の強さは覚かく悟ごの強さ。そして忍者の弱さは覚悟の弱さだ。

　もっと己を律しないといけない。……失ったものは、二度と戻らないのだと。

「ん……」

　目が覚めていくにつれて、妙みような違い和わ感かんに気づいた。

　なぜか後頭部がやたらと気持ち良い。なんだこれ？

「あ、気がつきました？」

「……ソフィア？　そして膝ひざ枕まくら!?」

　ソフィアに膝枕されていた。真ま面じ目めな思考が全部吹ふっ飛とぶ。太もものムニムニッとした感かん触しよくがたまらない。

「ここが……涅ね槃はんか」

「……馬鹿なこと言ってると、また殴なぐりますよ？」

　ジト目でかざされるコルトＳＡＡ。痛みがぶり返してきそうだ。

　場所はさっきまでいた橋の下。川のせせらぎが心地良い。

「さすがに強く殴り過ぎたかなと思って、ちょっとサービスしてあげただけです。目が覚めたならどいて下さい。それともウィルは年下に甘えるのが好きなダメ男さんですか？」

「え、年下？　そういえば訊いてなかったけど、ソフィアっていくつ？」

「十六ですよ？」

　……本当に年下だった。ヤラしい気持ちが一気に消えた。殊しゆ勝しような顔で起き上がる。

「なんかごめん。俺の方がお兄さんなのに馬鹿なこと言って……」

　が、その途と端たん、ソフィアの目がキランと光った。

　額を鷲わし摑づかみにされ、そのまま「とりゃー」と再び膝ひざに戻もどされる。チカラ超ちよう強い。

「やっぱりもうちょい寝ねてみて下さい。これもウィルを虜とりこにする一いつ環かんです」

「いやいや勘かん弁べんしてくれ。俺はダメ男にはなりたくないっ」

　だがソフィアはまったく聞く耳ナシ。

　それどころか綺き麗れいな顔を近づけて、流し目で微ほほ笑えむ。




「──あら、年下に甘えるのはお嫌きらい？」




　……一いつ瞬しゆん、危うく堕おちかけた。魔ま性しようの如ごとき魅み力りよくであった。恐おそろしい。ソフィアは自分が美人なことを自覚している。

　逃にげるように目を逸そらすと、すぐそばに服とライフルバッグが置いてあった。今気づいたが、自分は素すっ裸ぱだかのままで、その上からボロ布を被かぶせられている。

「あれは……ソフィアが？」

「ん？　ああ、はい。全部取り返しておきました」

「ありがとう。でも、そのさ……あの服がないと、みんなすごく困るみたいなんだ。お母さんや弟が病気だったり、今日の晩ばん御ご飯はんにも困ってるって人もいて……」

「それ、本気で信じたんですか？」

「へ？」

「全部噓うそですよ。あたしが見つけた時、あなたの服を持ってた人たちは良いカモだったって笑ってました」

「……っ。じゃあ、病気とかご飯とか牛の臨月も……？」

「牛の臨月で服をあげちゃう意味が分かりませんが……みんな噓です」

「そっか……」

　ソフィアの膝の上で、ウィルはほっと息をはいた。

「良かった。じゃあ、みんな危機的状じよう況きようなわけじゃないんだな。だったら良かった」

「はい？」

　不可解そうにソフィアが眉まゆを寄せる。

「ウィルは騙だまされたんですよ？　悔くやしくないんですか？」

「そりゃ、あんなふうに他ひ人とにお金や物をせびるのはよくないことだよ。でも今考えると、きっとみんな何か事情があったんじゃないかって……」

「まあ、お金さえあれば開かい拓たく済みの土地を買えますからね。なんとかお金を貯めて安全な首都の方へいきたいってとこなんでしょうけど……」

「あ、そういうことか。……クソッ、だったらやっぱり俺が一日も早くゾンビ共を根絶やしにしないと……っ」

「や、いやいやいや、なんか話が逸れてません？　あなた、みんなに騙されたんですよ？　腹が立ったりしないんですか？」

「いいんだよ、俺は忍にん者じやなんだから」

　腹を斬きるような人間が、腹を立てる道理はない。こっちは未来を捨てた身だ。ライフルバッグだけは困ったが、あげられるものがあるなら、あげてしまって構わなかった。

　けれどソフィアはさらに不可解そうに眉を寄せる。

「忍者だから構わない、ですか。……ねえ、ウィルって昔は開拓者だったんですよね？　修行から戻ってきたとか言ってましたし」

「ソフィアと会った廃はい村そんが俺の村だよ。七歳まではあのワスタ村で暮らしてたんだ」

「ウィルってどんな子だったんですか？」

「どんなって……」

　橋裏の煉れん瓦がを眺ながめながら、思い起こす。

「……イタズラ坊ぼう主ずだったかな。遊び仲間がいてさ、ジミーとトムっていうんだけど。よく三人でつるんでた」

　一つ喋しやべると、途端に懐なつかしさが込み上げてきた。

「最初は学校の先生のスカートめくったりとか可愛いモンだったんだけど、だんだんエスカレートしていって……いつだったかな、教会のミサの最中にバッファローに乗って突つっ込こんでったりとか。もちろん大おお騒さわぎなんだけど、教会の牧師がこれまたやり手でさ。オルガンを盾たてにしてバッファローを吹っ飛ばしたんだよ。バッファローをだよ？　転げ落ちたジミーは前歯を折って、トムも舌の先っちょを嚙かみ切きっちゃってさ。で、俺はどうだったかって言うと、こう見事にロデオの要領で──……って、何を熱くなってんだ、俺」

　我に返ったのは、すぐそばのライフルバッグが目に入ったからだ。

「……ごめん、ちょっと調子に乗ってた」

「どうして？　もっと聞かせて下さいよ」

　首を振ふり、ライフルバッグを手た繰ぐり寄よせる。

「忍者はさ、定期的に腹を斬って黄金の刃ムラサメガタナを吸収しないと、生きられないんだ」

「え？」

　ソフィアが驚おどろいた声を上げる。どうやら初めて知る情報らしい。

「この身体からだはそういう業ごうを背負っている。俺は、開拓者が必要とする黄金を消費して生きてるんだ。そんな俺に楽しく思い出を語る資格なんてない。ごめん、さっきの話は忘れてくれ」

「ウィル……」

　もっと己を律しないといけない。少し昔語りをした程度で心が揺ゆれたりしないように。

　起き上がろうとしたところで、ソフィアの手のひらが目の前にきた。

「もっかい寝て下さい」

「おわっ、だからチカラ超強いな!?」

　三度、ソフィアの膝の上に寝かされる。

　綺麗な顔が屈かがんできて、ブロンドの髪かみが頰ほおに掛かかった。そして、予想外の言葉。

「ウィルは、開拓者ですよ」

「──っ」

　蒼あおい瞳ひとみが真っ直ぐに見つめてきた。

「たとえ黄金を消費する身体であろうと、ウィルは開拓者のために戦っているんでしょう？　真っ先にケヴィンの仲間を助けようって言い出したのは誰だれですか？　群れが砦とりでにきた時に最初に飛び出したのは？　最終的にケヴィンの想いを汲くんでゾンビを殴り斃したのは誰？　みんな、あなたでしょう？　ウィルは開拓者のためにゾンビと戦っている。その在り方が開拓者じゃなくてなんだって言うんです？」

「や、でもさ……」

　反論しかけた唇くちびるに、指が押し当てられた。

「もしもウィルが自分を忍者だと言っても、あたしはあなたを開拓者だと思ってます。この秘装銃士ソフィア・ブラッドフォードが保証しますよ。ウィリアム・ペリウスは間ま違ちがいなく、我々の仲間です」

　ウィルの前まえ髪がみをそっと梳すきながら、ソフィアが微笑む。




「──大だい丈じよう夫ぶ、あなたの心はちゃんと開拓者ですよ」




　息が詰つまりそうになった。慌あわててソフィアの手を避さけ、身体を起こす。

「……参ったな。年下に甘やかされるってのが、こんなに恐ろしいことだとは思わなかった」

「溺おぼれちゃいそう？」

「……全力でノーコメント」

　年下の女の子とは麻ま薬やくのようだ。下手に溺れてしまうと、取り返しのつかないことになりそうだ。

「そろそろいこう。ケヴィンも待ってるんだろ？」

「ちょ、そのまま立ち上がっちゃダメ！　あなた、まだ裸はだかなんですよ──って、きゃ!?」

　ざっぱーん！　後あと退ずさったソフィアが川へ落ちた。

「痛たたた。まったく、なんであたしがこんな目に……」

「だ、大丈夫か、ソフィア……おおっ！」

　スケスケだ。濡ぬれたシャツがぴったりと肌はだに張りついて、胸の膨ふくらみを強調している。

　ツンと尖とがった形まで見事に露あらわとなっている。くびれた腰こしまわりも大変キュートだ。

「こいつぁ眼福だぜ！　……あ、だけど年下……っ、でもまったく素晴らしい！　ああ、いやしかし……でもまったく……どうしよう、ソフィア!?」

「今すぐ目を閉じ、服を着ろーっ！」

　気合いの入った弾だん幕まく射しや撃げき。ウィルは悲鳴を上げてダンスを踊おどる。どうやら黄金の銃弾イクス・ブレツドは水に濡れても撃うてるらしい。
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　それからの数日は、特に何事もなく過ぎていった。

　服を騙し取とられそうになった一件をソフィアが話してしまい、ケヴィンがお礼参りに飛び出そうとするのを必死に止めたりしたが、騒そう動どうといえばそれくらいだ。

　そして四日目の昼、三人は買い出しに出た。

「ええとさ、そろそろ俺も慣れてきたし、一人で外出くらい出来ると思うんだけど？」

「いやいや、旦だん那ながいくところ、アタシも必ずご一いつ緒しよするって決めてんだ。……旦那は妙みように開拓者に甘いところあるから、また騙されそうで心配だし」

「えっと、ケヴィン？　聞こえてる。小声で言ったけど、俺ぜんぜん聞こえてる」

「当たらずとも遠からず。ウィルは開拓者に対してノーガード過ぎです」

「そしてさらっと皮肉をソフィアさん……っ。っと、なんか広場の方が騒さわがしいね？　今日、何かあるのかな？　お祭り？」

「ああ、うん。祭りっちゃあ祭りかな。胸むな糞くそワリィ話なんだけどさ……」

　珍めずらしくケヴィンが言葉を濁にごす。と、広場に出た。

　街中の人間が集まってるんじゃないかと思うほどの賑にぎわいだった。

　広場には舞ぶ台たいが設置されていて、中央には大きなトーテムポールが建っていた。

「演劇でもやるのかな？」

「演劇ならどれほどいいか……ここが祭りの中心なんだ。嫌いやな時にきちまったな」

　ちょうど開始時刻だったらしい。舞台の上に司祭の恰かつ好こうをした男が現れた。だが明らかに聖職者の雰ふん囲い気きではない。街の人間がそれっぽい仮装をしているだけだ。

　ソフィアがぴくりと片眉を上あげる。

「今から行われる祭り……いえ、儀ぎ式しきってもしかして……」

「ああ、正解だぜ、秘ひ装そう銃じゆう士し。これから始まるのは『巫み女こ還がえし』の儀式だよ」

　司祭は一本の鎖くさりを手にしていた。それを引っ張ると、繫つながれた者が舞台に上がる。その瞬しゆん間かん、人々が凄すさまじい歓かん声せいを上げた。まるで噴ふき上がるマグマのような熱ねつ狂きよう。

　そんななか驚きに目を見開いたのは、ウィルだ。

「あ、あれはなんだ!?　俺は一体何を見てるんだ!?」

　鎖に繫がれているのは、年とし端はもいかない少女だった。

　足の先まで伸のびる長い髪。透すき通とおるような美しい瞳に、幼いながらも整った顔立ち。年の頃ころは十歳ぐらいだろうか。神秘的な雰囲気をまとった少女だった。

　そんな少女が首輪と鎖をつけられて、それを見た民衆が喜びの歓声を上げている。

「あの子は……『大だい地ちの巫み女こ』なんですね」

「大地の巫女？　ソフィア、それは一体なんなんだ？」

「ウィルはインディアナについての知識はありますか？」

「インディアナって確か、ええと……先住民族の？」

　先住民族インディアナ。それは開拓者より以前に、この新大陸に住んでいた人々のことだ。だが彼らは開拓者との領土戦争に敗れ、すでに滅ほろび去っている。フライングデッド出現と同じ時期、開拓者の移住当初の話だ。

　……言われてみると、少女が着ているのは確かにインディアナの民族衣装だった。無論、少女自身は瞳も髪も開拓者のものである。

「大地の巫女とは、インディアナに語かたり継つがれていた伝説のシャーマンです。一説によると、フライングデッドをこの世に創り出したのが大地の巫女だと言われています。同様に、開拓者に黄金の銃弾イクス・ブレツドの技術を伝えたのもまた大地の巫女だったと」

「そ、そんな存在がいたのか……っ!?」

「いえ、あくまでそういう逸いつ話わが残ってるってだけの話です。ウィル、今が西せい暦れき何年だか分かりますか？」

「え？　えーと確か１８５３年だっけ？」

「そう。移住当初の話なんて、もう２００年以上も昔のことなんです。だからこそ伝説は捻ねじ曲がり、現代の荒こう野やでは誤った信しん仰こうの下地となってしまったんです」

「誤った信仰……？」

「『巫女還し信仰』。荒野の一部の人々はこう信じているんです。大地の巫女に模した少女を生いけ贄にえとして大地に還す、そうすることでフライングデッドを退しりぞける儀式になると」

「い、生贄だって!?」

「今から行われるのがその儀式、巫女還しです。あの少女はこれから七日七晩、あの舞台で磔はりつけにされます。大地に還り、フライングデッドを退ける力を生むために」

　舞台上、二本のトーテムポールの間には巨きよ大だいな十じゆう字じ架かがあり、今まさに少女は磔にされようとしていた。その周囲には燃え盛る松明たいまつがあり、恐おそるべき熱気で陽炎かげろうが生じている。

　大人でも一時間もあそこにいれば熱で倒たおれてしまうだろう。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　七日七晩なんて磔にしたらあの子が死んじゃうぞ!?」

　ケヴィンが「だ、旦那、もうちょい声を抑おさえてっ」と言うが、遅おそかった。

　まわりにいた人々が凄まじい形相でこちらへ振り向いた。

「おい、てめえ、余所者だな!?　外からきた奴やつがぐちゃぐちゃ文句言うんじゃねえぞ！」

「だってあの子が死んじゃうぞ!?　それはみんなも分かるだろ!?」

「あのガキはどっかの罪人の子か何かだよ！　どこに問題があるってんだ!?」

「大アリだよ！　だって同じ開かい拓たく者だろ!?」

「なんて無知な余所者！　大地の巫女を生贄に捧ささげれば、神秘の力でゾンビ共がこなくなるの！　やらなきゃ私たちがゾンビに襲おそわれるのよ!?　あなた、私たちにゾンビに喰くわれて死ねって言うの!?　同じ開拓者のくせに酷ひどいわ、この裏切り者！」

「……っ」

　最後の一言が胸に突つき刺ささった。

　言葉に詰まったところでケヴィンに手を引かれ、広場の外へ連れ出される。

「旦那、気持ちは分かるけどさ……あのままじゃ暴動になるとこだぜ？」

「でも、でもさ、こんなのないだろ……っ。同じ開拓者の仲間を犠ぎ牲せいにしようだなんて、あんまりだ。みんな正気を失ってるのか？　こんな馬ば鹿かなこと……っ」

　ウィルはがっくりとその場に膝ひざをつく。故郷の村にはこんな習慣はなかった。

　信じられない。信じたくなかった。開拓者がこんな残ざん酷こくなことをするなんて……。

「ケヴィン、教えてくれ。あの巫女還しってのをやれば、本当にゾンビはこなくなるのか？」

「いや、実際、効果があったって話は聞いたことがねえ。たぶん、ただの迷信だ……」

「そんな……」

　ケヴィンが辛つらそうに目を逸そらす。広場にはいっそ楽しげなほどの音楽が流れ始めていた。

「哀かなしいけどこれが現実なんだ。みんな、怖こわいんだよ。いつゾンビ共が襲ってくるかも分からない。そんな恐きよう怖ふがみんなをおかしくさせちまってんだ……」

「ゾンビへの恐怖が……？」

　そうか、とウィルは小さく頷うなずく。

「なら、やっぱり俺が悪いんだ。俺がもっと早くゾンビ共を根絶やしにしてれば、みんなが巫女還しなんてすることはなかった。あの子が磔にされる必要もなかった。俺がもっとしっかりしてれば……！」

「馬鹿言ってんじゃないです。現実を見なさい」

　トン、と革のブーツが目の前にきた。

「ソフィア……？」

「この街の人々が、少女を生贄に安あん寧ねいを得ようとしてることと、あなたの戦いは無関係でしょう？　自分を貶おとしめて心の平静を保とうとするのはやめなさい。現実逃とう避ひしたって目の前の問題は解決しません」

「でも、それじゃあ一体どうしろって言うんだ……っ!?」

「だから、一緒に解決しましょう？」

「え……？」

「ケヴィンの言う通り、巫女還しにはゾンビを退ける効果なんてありません。それを街の人たちにちゃんと教えてあげるんです。そして、その上でこの街を守ります。騎き兵へい隊が常じよう駐ちゆうすれば、フライングデッドの十体や二十体きても問題ありません。あの女の子を助け、この街の人たちの心も救いましょう。それが開拓者を守るということ。それが我が蹄てい鉄てつの開かい拓たく団だんの使命ですから」

「ソフィア……っ」

　彼女曰いわく、集落を見捨てる国軍に憤いきどおったガンマンたちが作ったのが騎兵隊──『蹄鉄の開拓団』なのだそうだ。だからソフィアは見捨てない。たとえ人々が間ま違ちがった道に進もうと、開拓者のことを諦あきらめない。

　ふいに目の前が明るくなった気がした。雲間から差した陽が彼女のブロンドを輝かがやかせたのだ。ふいに確信に似た思いが胸を過った。

　──ああ、そうか。きっと、君こそが……。

「さあ、いつまでも這はいつくばってないで。相そう互ご理解の話し合いはウィルの十お八は番こなんでしょう？」

　ソフィアが手のひらを差し出す。その手に摑つかまり、ウィルは立ち上がった。

「ああ、その通りだ！　俺としたことが忘れてたよ。他者の心を開かんと欲ほつすれば、まずは自ら曝さらけ出だすべし。自分が最善を尽つくす前に諦めたらダメなんだ」

　テンガロンハットの端はしをちょんと指で上げ、ソフィアは笑む。

「オーケィ。それじゃあまずは……」

　保安官事務所を通して正式に抗こう議ぎを──、という言葉の途と中ちゆうで、ウィルはグッと身を屈かがめた。鍛きたえ抜ぬかれた肉体が今まさに準備万ばん端たん！

「善は急げだな!?　了りよう解かいだ！　ソフィア、お先にいくぜ！　力の限りぶっ飛んでやる！」

「へっ？」

　常人離ばなれした跳ちよう躍やく力を以ってして、ウィルは弾だん丸がんの如ごとく自らを発射！　メインストリートを駆かけ抜け、街灯で三角飛びし、回転しながら群衆の頭の上へ躍おどり出でる。「なんだあれは!?」と人々が宙を差した。その視線を一手に引きつけて華か麗れいに着地。

　遥はるか後方でソフィアが「何やってんですかーっ!?」と叫さけび、ケヴィンが「マジかよ旦那ーっ」と仰ぎよう天てんしているが、聞こえていない。

　舞台上、司祭風の男が「な、なんだね、君は!?」と言うが無視。後程ちゃんと語り合うつもりだが、今はそれよりもやることがある。ウィルは少女の前に立った。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。よく頑がん張ばったね」

　磔にされ、ウィルの目線より高い場所にいる少女は、ゆっくりと目を開いた。

「──なんだお前は？　大地の巫女たるわたしに気軽に話しかけるな、鬱うつ陶とうしい」

　ちょっと驚おどろいた。およそ生贄にされているとは思えない、強い視線。口調もやたらと尊大だ。自分が本当に大地の巫女だと信じ切っているのかもしれない。

「俺はウィリアム・ペリウス。大地の巫女、君の名前を訊きいてもいいかな？」

「……フン。鬱陶しいが、名乗られたのならば、名乗り返さねばなるまい。大地の巫女、アイラだ」

「アイラ、君を助けにきたよ」

　ウィルは静かに右手を上げ、少女──アイラの鎖をスパンッと叩たたき切った。

　なっ!?　と驚きの声を上げながら落ちてきたアイラを、ふわりと抱だき留とめる。

「もう大丈夫だ。二度と怖い思いなんてさせない」

　抱き留めた拍ひよう子しに、鍛え上げたウィルの胸と、アイラの薄うすい胸が触ふれ合った。

　──トクン。一いつ瞬しゆん、鼓こ動どうが強くなった気がした。

「なんだ？　今の……？」

　妙みような違い和わ感かんに首を傾かしげる。同時、アイラががばっと顔を上げた。

「お前、まさか……っ！」

「？　どうした、アイラ？」

「ウィリアムと言ったな？　聞け、わたしは本物の大地の巫女だ」

「大丈夫、もう巫み女この役なんてしなくていいんだよ」

「ちーがーう！　そうじゃなくて、わたしは──」

「話は後で聞くよ。次はこっちの人たちと話し合わなきゃいけないんだ」

　ウィルは油断なく周囲に気を配り、「おい、聞けって！」と喚わめくアイラを下ろす。

　すると、舞ぶ台たい端はしからわらわらと屈くつ強きような男たちが上ってくる。誰だれも彼も殺気立っていた。

「てめえはこないだのカモい余よ所そ者ものじゃねえか！　なんのつもりか知らねえが、祭りの邪じや魔ましてただで済むと思うなよ……っ！　今度は身ぐるみ剝はがす程度じゃ済まねえぞ!?」

「あんたこそ、牛は無事に出産出来たのか？　やっぱりずっと気になってたんだよ」

「ばーか！　そんなん噓うそに決まってんだろうが！　このタコスケ野や郎ろうが！」

　そっか……、と呟つぶやきつつ、ウィルは男たちと対たい峙じする。パチンとボタンを外しながら、

「そっちこそ、ただで済むと思わないでくれ。今度の俺は一味違ちがう」

　舞台上にやってきた男たち、そして広場に集まったすべての人間たち──無数の殺気がウィル一人の身に注がれていた。

「やっちまえ！　袋ふくろ叩だたきだ、ぶち殺せぇッ！」

　開拓用の鍬くわや鋤すき、あるいは丸太のこん棒を持った男たちが一いつ斉せいに飛び掛かかってくる。

　同時、舞台下に辿たどり着ついたソフィアが声を張り上げた。

「やめなさい、ウィル！　お願いだから冷静になって──っ！」

「すまない、ソフィア。俺のハートはすでに臨界突とつ破ぱのフル回転！　こっから止まれる道理ナシ！」

　怯おびえもあった。不安もあった。だが今ならきっと伝わるはずだ。万一この声が届かなくても、ソフィアが必ず伝えてくれる。そう信じて、

「さあ、皆みな々みな様さま揃そろって──ご覧じませぃ！」

　ウィルは高らかに服を脱ぬぎ捨すてた！

　ソフィアが「ああああ……」と崩くずれ落ち、ケヴィンは「きゃ……っ」と頰ほおを赤らめる。

「汝なんじ、理ことわりを求めるならば衣を捨てよ！　これぞ涅ね槃はん芯しん説法の極意なり！　みんな聞いてくれ、偽いつわらざる俺の話を──ッ！」

　結果、全員捕つかまりました。




　　　　◆　◇　◆




　保安官事務所の一階奥には牢ろう屋やがある。

　冷たい壁かべと鉄格子に囲まれた牢屋に、ウィルたちは押し込まれていた。

「ほんっとぉぉぉに何やってんですか、あなたは！」

　ソフィアは粗そ末まつなベッドの上で仁王立ち。ウィルは床ゆかの上に正座である。

「本当、ごめん。まさかこんなことになるなんて……。裸はだかになって話し合えばきっと伝わると思ったんだ……」

「だ・か・ら、なんで脱ぐの!?　あなたは裸にならないとお話し出来ない病気なの!?　今回という今回は言わせてもらいますけど、文明人にあるまじき蛮ばん行こうですよ！」

「まあまあ、いいじゃねえか。おかげで変な空気になって暴動にもならなかったんだしよ。旦だん那なだって良かれと思ってやったことだしさ」

「良かれと思って脱いでいいなら保安官はいらないんですよ!?　分かります!?」

　はぁぁぁぁっ、と地の底から洩もれ出るようなため息いきをついてソフィアは突っ伏ぷす。

　あの後、物の見事に取り押さえられたウィルたちは、まとめてこの牢屋に押し込まれた。銃じゆうやライフルバッグも没ぼつ収しゆうされてしまっている。

「んなこと言うなら、テメエがここの保安官に話をつければ良かったじゃねえか。なんのための秘装銃士なんだって話だぜ？」

「誰かさんの一味が盗ぬすみの実績作ってくれたおかげで、黄金の銃弾イクス・ブレツドや星章見せても身分の証明にならなかったんですよ！」

「おお、そうか。そいつぁ……災難だったな！」

「良い顔で笑わないっ。ああ、もう踏ふんだり蹴けったりです！」

「でも実際どうする？　鉄格子曲げて脱だつ走そうしたらさすがにお尋たずね者ものになりそうだし……」

「もう手は打ってます。ここの保安官に泣き落としと脅きよう迫はくかけて『蹄てい鉄てつの開かい拓たく団』に早馬だけは出させてもらいました。しばらくすれば予定を繰くり上あげて部隊が身元証明にきてくれます。そしたら巫女還しのことも正式に指導を入れて解決しますよ。誰かが半はん裸らで大おお騒さわぎしたおかげで、今日の祭りは中止になったようですし、まあなんとかなるでしょう」

「あんだよ、じゃあぜんぜん問題ねえんじゃねえか」

「大アリですよ!?　部隊に帰ったら絶対みんなにイジられる！　ジェイコブは『お嬢じよう、半裸の変態騒さわぎ起こしたんだって!?　マジパネエぜ！』とか大笑いするだろうし、アレシアは『貴官には秘装銃士としての自覚が足りないようですな』って真顔でお説教してくるだろうし、イオネは『ソフィアちゃん、とうとうこっちの道に目覚めましたのね！　感激ですわ！』とか嬉き々きとして喜ぶに決まってます！　はぁぁぁぁ、部隊に帰りたくない。もう貝になって五大湖の奥深く沈しずみたい……」

　そのままソフィアはベッドの上で丸くなり、しくしく泣きだす。

　なんとか慰なぐさめねばと思ったが『放っといて下さいオーラ』が全開なので、そっとしておいた方が良いような気がしなくもない。

　悩なやんだ末、ウィルは正座のままケヴィンの方へ向き直る。

「あのさ、巫女還しはここ以外の地域でもあるのかな？」

「気になるのかい旦那？　そうだな……正直、珍めずらしくはねえよ。特に合衆国軍が撤てつ退たいしちまった地域なんかは、みんな絶望の淵ふちにいるからさ。巫女還し騒ぎが起こりやすいんだ」

「そっか、アイラ以外にも生いけ贄にえにされた子供たちがいるんだ……」

「でもよ、正直アタシは街の奴やつらばっかりを責められないと思ってる。ゾンビ共が間近に迫せまった時の恐きよう怖ふは……やっぱ正気じゃいられねえモンさ」

　そう言うケヴィン自身、フライングデッドが原因で仲間に裏切られている。だが彼女が一度でもあの髭ひげ面づらたちを悪く言うところを見たことがない。

「……強いね、ケヴィンは」

　立ち上がると、ウィルはケヴィンの頭をくしゃっと撫なでた。

　昔、故郷のイーブ牧師が『君らに幸あらんことを』と言ってこうしてくれたのだ。ウィルとしては親愛の情のつもりだったのだが、見る見るケヴィンの顔が赤くなる。

「旦那ってば！　や、やめてくれよ、一応アタシの方がお姉さんなんだぜ？」

「あ、そっか。ごめんごめん」

　失礼だったかなと思って、慌あわてて手を離はなす。ケヴィンは「まったく旦那ってば。本当まったく！」と唇くちびるを尖とがらせるが、妙に嬉うれしそうだ。

　と、ふいに牢屋の隅すみから四人目の声が響ひびいた。

「フン、吞のん気きなモンだな、開拓者共は。そんなだからゾンビ共に良いようにやられるのだ」

　呆あきれ顔がおでそう言ったのはアイラだ。民族衣装のこの少女も一いつ緒しよに牢屋へ入れられていた。

「お前、ウィリアムと言ったな？　さっきも教えてやったが、わたしは本物の大地の巫女だ。新大陸でたった一人の、伝説の大地の巫女そのものだ。分別のある者ならば、平へい伏ふく低頭して情報を引き出そうとするものだぞ？」

「ああ、そっか、そうだよね。ごめんごめん」

　立ち上がると、「やっと理解したか愚おろか者め」とふんぞり返っているアイラをひょいと持ち上げる。そして「な!?　何するんだ無礼者!?」と騒ぐアイラを膝ひざに乗せる。

「放っておいてごめんな？　淋さびしかったんだよね。ほら、良い子良い子」

「ちょ、ばかっ。頭を撫でるな！　いい加減、第三文明の炎ほのおで焼き殺すぞお前!?」

「くっ、あのちびガキ、まんまと旦那の膝の上を……っ」

「……子供に嫉しつ妬とするのはやめなさいって」

　ソフィアも落ち込みから復活したらしい。アイラを膝に乗せたままウィルは訊いてみる。

「ところでソフィア、大地の巫女っていうのはそもそもなんなんだい？」

「おいこら、だから本人が目の前にいるとっ、……あー、もういい。話してみろ、そこのガンマン。わたしの伝説を」

「……？　はあ、まあ、構いませんけど。広場でも少し説明しましたけど、大地の巫女というのはインディアナの巫女のことです。あくまで伝説ですけどね」

　ソフィア曰いわく、２００年以上前にフライングデッドを創り出したのが大地の巫女だと言われているらしい。

　最初のフライングデッド──つまり今日、最強最古の六体と呼ばれる六公こう爵しやく。その生みの親が大地の巫女なのだそうだ。

「じゃあ、大地の巫女が六公爵の親玉ってこと？」

「ところが、そうではないんです」

　生み出された六公爵は、大地の巫女の手足となって戦うはずだった。敵は当時インディアナと領土戦争を行っていた開拓者たちだ。だが、ここで予想外の事態が起こる。六公爵が大地の巫女に反旗を翻ひるがえしたのだ。

「六公爵たちはさらなる力を求め、大地の巫女を手中に収めようとしました。けれど寸前で巫女は逃にげ出し……」

「あ、それで開拓者に黄金の銃弾イクス・ブレツドの創り方を伝えたってこと？」

「その通りです。この辺は首都にある公文書にも記録があるので、何者かが黄金の銃弾イクス・ブレツドの錬れん成せい技術を伝えた、っていうのはたぶん真実だと思われます」

　すると「そういやよ」とケヴィンが話に入ってきた。

「なあ、秘装銃士。何気にアタシは気になってたんだが、黄金の銃弾イクス・ブレツドってお前ら秘装銃士が創るんだろ？　それってどうやんだ？」

「あ、それは俺も知りたいかも」

　するとソフィアは「んー、実際、見た方が早いかもですね」と言ってブーツの底を叩たたいた。二重底のなかから出てきたのは、薄うすい長方形の金きん塊かいである。

「おおお、テメエそんなお宝を隠かくし持もってやがったのか!?　くれ！」

「あげませんよ！　これは弾たま切れした時の備えなんです。で、今からこの黄金を使って、黄金の銃弾イクス・ブレツドを錬成してみせます。見てて下さい」

　ソフィアが目を閉じ、金塊を掲かかげる。彼女が集中すると、金塊がボォと光りだした。

「Set to the name of God神とピルグリム and Pilgrim,it asks toの名において始 the ground the 41祖四十一人の契 Fathers contract約を大地へ乞う」

　スパークが走り、金塊が分解されていく。光と共に欠片かけらが収束すると、そこに一発の銃弾が生まれていた。

「おお……」

　思わず二人で拍はく手しゆする。ソフィアは「ま、こんな感じです」と肩かたを竦すくめた。

「で、さっきの話に戻もどりますけど、黄金の銃弾イクス・ブレツドの技術を伝授した後、大地の巫女は公の舞ぶ台たいから姿を消します。その足取りは摑つかめず、けれど荒こう野やに語かたり継つがれる伝承曰く、巫女は黄金を目覚めさせてまわっている、と」

「黄金を目覚めさせる？」

「鷲羽の極光クスクルザ・フレアはウィルも見たことありますよね？」

「ああ、もちろん。故郷の村でもあれが出現する度に宴えん会かいになってたよ」

「黄金の銃弾イクス・ブレツド、黄金の刃ムラサメガタナ、黄金の粉ゾンビパウダー──これらはただの黄金からは創ることが出来ません。大地の力を宿した『目覚めた黄金』でなければならないんです。その目覚めた状態というのがどんなかと言うと……定義は色々あるんですが、平たく言うと黄金がひとりでに光を放っている状態ですね。金脈はある日突とつ然ぜん、目覚めて光を放つんです。その時に発する光が鷲羽の極光クスクルザ・フレアというわけです」

「あ……だからみんな宴会をやってたのか。鷲羽の極光クスクルザ・フレアが出現したってことは、新しい金脈が見つかったってことだから」

「でも金脈がどういう条件で目覚めるのかは分かってないんです。ずっと監かん視ししててもウンともスンとも言わなかったり、かと思えば突然目覚めたりすることもありますし……あまりにも条件が分からないので、いつしか『金脈は大地の巫女が目覚めさせてまわっているのだ』と言われるようになりました。ちなみに秘装銃士のあたしが鷲羽の極光クスクルザ・フレアのもとへいって、さっきみたいな錬成を行うと、黄金の銃弾イクス・ブレツドがワンサカ出来上がるって寸法です」

　なるほど、と頷うなずき、ウィルはソフィアの手のひらの黄金の銃弾イクス・ブレツドをしげしげと眺ながめる。

「ちなみに秘装銃士はみんなこの……錬成？　を出来るの？」

「秘装銃士自体、もう荒野に数人しかいないですけどね。黄金の銃弾イクス・ブレツドを撃うてるガンマンはそこそこいますけど、錬成出来るガンマン──つまり秘装銃士は希少なんです。っていうか、ウィルも似たようなことが出来るんじゃないですか？」

「俺？　いや、出来ないよ？」

「え……？　だってウィル、すべての忍にん者じやを滅ほろぼすって……」

「あ、それは……」

　しまった、と思って口を噤つぐんだ。

　ウィルは黄金の刃ムラサメガタナを鍛きたえることが出来ない。だがこの身体からだは黄金の刃ムラサメガタナを摂せつ取しゆしなければ生きられない。

　今はまだいい。荒野にいる忍者から黄金の刃ムラサメガタナを奪うばうことだって出来るだろう。

　だがいつか目的を達成したら。荒野からすべての忍者を滅ぼしたら。もう黄金の刃ムラサメガタナは手に入らない。その矛む盾じゆんをソフィアに気づかれてしまった。

　無言で視線を交わす二人。その間でケヴィンが『なんの話だ？』と言いたげに首を傾かしげている。すると、膝の上にいたアイラがふいに顔を上げた。

「はぁー、まったく。黙だまって聞いててやれば、呆れるほどに無知だなお前は。そんな間の抜ぬけ方で、よく忍者としてやってこれたものだ」

「え!?　アイラ、なんで俺が忍者だって……」

　驚おどろいて、膝の上を見る。少女は事も無げに言った。

「そんなこと会った瞬しゆん間かんに気づいていたわ。ウィリアム、お前はそもそも自分の身体について正確に把は握あくしておらん。その身体の秘密──特異点のような心臓についてな」

「心臓？　俺の心臓が一体なんだって……あっ、アイラっ」

　アイラが膝から飛び降りた。そしてソフィアの手から黄金の銃弾イクス・ブレツドを奪うと、壁かべ際ぎわに走り寄る。

「あ、ちょっと……アイラちゃん？　ダメですよ、それは子供が遊びに使っていいものじゃありません！」

「まさか秘ひ装そう銃じゆう士しまでいるとは思わなかったぞ。まあわたしにすれば別に珍しいものではないが。よく見ろ、ボケ」

　そう言ってアイラが手のひらをかざした途と端たん、「え!?」とソフィアが声を洩もらした。

　小さな手のなかで、黄金の銃弾イクス・ブレツドが青白い炎をまとっていたのだ。

「ソフィア、あの炎は一体!?　何か危険なものなのか!?」

「ちょ、ちょっと待って下さいっ。いえ危険なものというか、あれは大地の……っ」

「おい、火傷やけどしねえのか、ちびガキ!?　大だい丈じよう夫ぶかよ!?」

　アイラがぎゅっと黄金の銃弾イクス・ブレツドを握にぎる。するとその拳こぶしいっぱいに青白い炎が広がった。

「火傷なんぞするものか。これは、かつてわたし自身が開かい拓たく者共に教えてやった秘術だぞ？　２００年と少し前にな」

「２００年前!?、それにその幽火の炎……アイラちゃん、あなたまさか本当に……っ!?」

「だからずっと言っているだろ。おい、ウィリアム。ウィリアム・ペリウス。開拓者でありながら忍者と化した者よ。お前は何を胸に秘めて荒野にいる？　目的を言ってみろ」

　青白い炎に照らされた牢ろう屋やのなか、アイラの言葉はいつしか厳かな威い厳げんを持ち、まるで最後の審しん判ぱんのようだった。戸と惑まどいながらもウィルは答える。

「新大陸のすべてのゾンビと忍者を滅ぼすこと。それが俺の目的だ」

「フン、そんなこったろうと思ったさ……。やはりお前は何も分かっていない。だがいいだろう。ならば試してみるがいい。己がどこまでやれるかをな。わたしが機会をくれてやる。大地の巫女である、このわたしがな！」

　アイラが拳の炎を解き放った。青白い炎は一直線に舞まい上がったかと思うと、牢屋の天てん井じようをぶち破った。炎はそのまま天空を走り、ある一点に向かって降下する。

　鉄格子の嵌はまった窓から見えるその場所は、この街の最奥──ブラックヒルズ金鉱山。

　ソフィアが「まさか!?」と叫さけんで窓へ駆かけ寄よった。

　炎は何倍も何十倍も大きくなり、まるで流星のように山頂へと激げき突とつ。その瞬間、凄すさまじい震しん動どうが街を襲おそった。ウィルですら体勢を崩くずして、膝を着く。

「だ、旦だん那な！　山を見てくれ！　山頂からものすげえ光が迸ほとばしってるぜぇぇぇぇぇっ！」

　青白い光に焚たきつけられたように、山頂からゴォッ！　ととてつもない光が噴ふき上がった。光は消えることがなく、あたかも大地から天へと延のびる柱のように輝かがやき続ける。

　それは荒野で稀まれに観測される超ちよう巨きよ大だい発光現象。

「鷲羽の極光クスクルザ・フレア……!?」

　ウィルは愕がく然ぜんと呟つぶやく。忍者としての覚かく悟ごを決めたあの日、そのきっかけとなった光が再び目の前に現れていた。

「いやでも、この街の金鉱山にはめぼしい金脈はないって話だったんじゃ……」

「そんなことはない。ただ開拓者共には見つけられんほど地中深くにあったというだけのことだ。それもわたしの手に掛かかればこの通りさ」

「アイラちゃんがブラックヒルズの金脈を目覚めさせた……ということはやはりあなたは本当に本物の……大地の巫女!?　そんな、実在してたなんて！」

「フン、ようやく現実というものが分かったようだな。驚け驚け」

「ちょ、ちょっと待って下さいっ。巫女還しで磔はりつけにされるのは、大地の巫女を模しただけのただの少女です！　本物が実在してただけでも驚きなのに、それがなんで巫女還しなんかに……！」

　天井の瓦が礫れきに腰こし掛かけ、アイラは悠ゆう然ぜんとみなを見下ろす。

「ただの気まぐれさ。偽にせ者ものが生いけ贄にえにされる儀ぎ式しきで本物が磔になってみるなんて、皮肉が利いてるだろう？　街の奴やつらもわたしが本物だなんて誰だれ一人ひとり知りはせん。光栄に思えよ？」

　青白い光をまとって長い髪かみがほのかに揺ゆれている。その神秘的な美しさは確かに人にん間げん離ばなれしていた。ソフィアが探るように口を開く。

「あ、あなたが本物の大地の巫女だということは分かりました。でも、なぜ今になってこの街の金脈を……？」

「言っただろう？　そこの馬ば鹿かを見定めてやるためさ」

　アイラがそう言ったのと同時、ドンッ！　と再び激しい揺れが街を襲った。だが今までのものとは違ちがう。もっと攻こう撃げき的で、砲ほう撃げきのように殺気を帯びた揺れだった。

「うおおっ、な、なんだってんだ!?　どっかで戦せん闘とうでもおっ始まったのかよ!?」

　体勢を崩しながらケヴィンが叫ぶ。答えるのはアイラ。

「鷲羽の極光クスクルザ・フレアは、黄金が目覚めた証だ。であれば、当然それを求める者共がやってくる」

　はっとした顔でソフィアが言葉を引ひき継いだ。

「そうです、鷲羽の極光クスクルザ・フレアは戦いの狼煙のろし！　金脈が目覚めたことを知ったフライングデッドと黄金郷ジパングが黄金を奪いにやってきます……っ！」

「なにぃーっ!?　だったらこの揺れ、もうどっちかがきてるってことだろ!?　ガチの一大事じゃねえか！　に、逃にげるか!?　逃げた方がいいのか!?」

「逃げたければ逃げても構わんぞ？　だが秘装銃士は頑がん張ばった方がいいかもしれんなぁ。なぜならわたしが目覚めさせた金脈、あれは──通常の千倍だ」

「せ、千倍ですって!?」

「この新大陸では黄金の獲かく得とくこそが趨すう勢せいを決定する。たとえば秘装銃士であるお前が赴おもむき、目覚めた金脈すべてを黄金の銃弾イクス・ブレツドにしたならば、ゾンビに追おい詰つめられた現在の状じよう況きようを覆くつがえせるかもしれんぞ？　だが逆にゾンビ共にあの金脈を奪われれば、奴らは一いつ斉せいに進化するだろう。お前ら開拓者は一巻の終わりだ」

　そしてアイラは天井の大穴から夜空を見上げる。

「さあ、やってくるぞ。伝説の通りにな。もうすぐそこまで迫せまっている。わたしを追ってきた──六公こう爵しやくだ」

　その瞬間、ドゴオッ！　と街全体が振しん動どうした。

「ふむ、存外近くにいたようだ。この感じは……『白はく亜あの忌いみ手て』か」

　独り言のようなその呟きに、ウィルの表情が強張った。

「い、今なんて言ったんだ!?」

「ウィリアム」

　名を呟くと同時に、少女は淡あわい燐りん光こうを発した。まるで水面にいるように髪を揺らし、陽炎かげろうのように儚はかなげな眼差しで、

「さあ試してみろ。お前の力、歪ゆがんだ歴史に埋うもれた血統を」

　すると足元に青白い炎ほのおが出現し、少女は陽炎のように姿を消した。

　謎なぞの言葉だけを残し、大地の巫女はこの場を去った。

「き、消えた!?　もうなんでもありか!?　極めて常識人のアタシは混乱するしかないぜ!?」

「あのゾンビが近くにいるっていうのか!?　それに歴史に埋もれた血統？　一体なんのことなんだ!?」

「二人とも考え込んでる暇ひまはありません！　それよりも──」

　ソフィアが叫んでいる途と中ちゆうで、再び激しい揺れが牢屋を襲う。もう建物が保たない。

「今は脱だつ出しゆつしましょう！　アイラちゃんが開けたあの穴から逃げるんです！」

　安物のベッドを穴の下へ移動させ、三人は崩ほう壊かい寸前の牢屋を脱出した。

















　黄金郷ジパングの忍にん者じや、桜おう火かはトーズトゥール砦とりでを訪れていた。

　馬車の車輪跡を追ってきたものの、どうやらここはすでに終わってしまった場所らしい。砦には墓が一つあるだけで猫ねこの子一いつ匹ぴきいやしない。だが一応の収しゆう穫かくはあった。

「忍力チヤクラの痕こん跡せきを感じる……兄様、ここで物ものの怪け共と戦っていたのですね」

　と、西の空から膨ぼう大だいな数の気配を感じた。

「──っ！　物の怪共!?　それもかつてない夥おびただしい数……っ」

　物の怪の大群が北へ移動していた。素早く砦の陰かげに隠かくれた桜火は、まさかと眉まゆを寄せる。

「あの大群が向かう先に兄様が……っ」

　ならば、こちらも物の怪共に負けぬ速度でゆかなくてはいけない。

　桜火は素早く印を結んだ。




　　　　◆　◇　◆




　瓦礫に埋まっていた保安官を助け出し、銃じゆうとライフルバッグを取とり戻もどしたウィルたちは外に出た。

　そこで待っていたのは、散発的な爆ばく発はつと逃げ惑まどう人々。悲鳴、怒ど号ごう、叫び声。そして、

「あれは……っ」

　曇どん天てんの夜空、教会の尖せん塔とうに舞まい降おりる──一体のゾンビ。

　その腕うでには膜まくがなかった。つまり羽が生えていない。しかし空を飛んでいる。どうやってか？　──その背に生えた純白の翼によってだ。

「おいおい、あれはフライングデッドなのか!?　アタシが今この目で見てるのは、本当に臭くさくて醜みにくいゾンビ野や郎ろうなのか!?」

　計六枚の純白の翼。鳥のように美しいその翼を広げて、ゾンビは舞い降りる。着ているのは貴族のように華か美びな衣装。顔色は腐ふ食しよくの緑だが、顔立ちは恐おそろしく美しい。

　その姿を端たん的てきに形容するなら、そう──天使だ。人々に害なす化物でありながら、そのゾンビはまるで天の御み使つかいのような神々しさを持っていた。

　洗練された動作でその手に薔ば薇らを掲かかげ、ゾンビは誰だれにともなく言葉を紡つむぐ。

「君たち人間は花のようだと私は思う。可愛らしい蕾つぼみから、美しい花へと咲さき誇ほこり、やがては枯かれて散ってゆく……流転していく命の煌きらめき。その輝かがやきはとても尊いものだろう。そう、だからこそ──」

　ムシャリ、とゾンビは薔薇を頰ほお張ばった。さらにムシャリ。花弁は跡あと形かたもなく消え去った。ムシャリ、棘とげすら頰張る。ムシャリ、ムシャリ、ムシャリムシャリムシャリ──っ！

「だからっ、美う味まぁぁぁぁぁぁいっ！」

　口から真っ青な血を滴したたらせ、フライングデッドは両手を広げた。

「グッドイーブニング！　美お味いしい夜だね、開かい拓たく者諸君ッ！　心からこんばんは、私がきたぞ！　あえて言うならば、そう！　ヒーロー参上だぁぁぁぁ──ッ！」

　その瞬しゆん間かん、羽ばたきが衝しよう撃げき波はとなって炸さく裂れつした。家屋が吹ふき飛とび、凄すさまじい震しん動どうが街を襲おそう。

「な、なんだあのゾンビは!?　今までアタシが見てきたゾンビとはまるで違う！　上手く言えねえが『こいつはヤベェ』って匂においが段だん違ちがいだぜ……っ。旦だん那な、どうする!?」

　焦あせった声でケヴィンが問う。しかしウィルは答えない。

「あれは、あいつは、あの右みぎ腕うでは……っ！」

　その目はフライングデッドに釘くぎ付づけになっていた。

　奴やつの右腕。緑色の肌はだに対して、その右腕だけが真っ白だった。

　隣となりのソフィアも放心している。唇くちびるが尋じん常じようでなく震ふるえていた。

「まさか本当にあのレベルのフライングデッドがくるなんて……っ。ダメです、もうこの街は終わりです！　もう誰も助からない……っ」

「なっ!?　秘ひ装そう銃じゆう士し、テメエともあろうモンがなんてことを言いやがる!?　しっかりしやがれ！」

「ソフィア！　奴は何者だ!?　教えてくれ！　今すぐ懇こん切せつ丁てい寧ねいにッ！」

　その声で、教会のゾンビがこちらを見た。口元の血を拭ぬぐいもせず、言う。

「ほう、幼いたい気けなお花ちゃんたちだ。どれどれどれ、私のディナーに招待しようか？」

　その瞬間、ぞわっ！　とウィルの全身が総毛だった。とてつもない重圧とプレッシャー。ほとんど悲鳴のようにソフィアが叫さけぶ。

「背中に生えた六枚の翼！　間ま違ちがいありません、あれはフライングデッド最強最古の六体、六公爵！　そしてあの真っ白な右腕から察するに、その名は──」

　発せられる言葉がウィルの脳裏を駆かけ巡めぐる。

「『白はく亜あの忌いみ手て』ですっ！」

　宙を舞うライフルバッグ。両手に握にぎられたるは、黄金の刃ムラサメガタナ！

「うおおおおおっ！　秘技・空中錐きり揉もみ回転ハラキリ舞ぶ踊よう！　御ご免めんあそばせッ！」

「おおっ、縦回転の跳ちよう躍やくでゾンビへ突とつ進しんしながら旦那が華か麗れいに腹を斬きったーっ！　まるで洗練されたダンスのような一連の動き！　そしてかつてない咆ほう哮こうと攻こう撃げき的な目つき！　一体どうしたってんだ、旦那!?」

「こいつだ！　こいつが俺の故郷を壊かい滅めつさせた元げん凶きようのゾンビだぁぁぁぁッ！」

「な、なんだってーっ!?」

　黄金の残ざん滓しを発しながら、忍しのび装しよう束ぞく姿となるウィル。そのままゾンビへ突とつ撃げきしながら素早く九字を切る！

「忍にん法ぽう、紫し電でん烈れつ人じんの術ッ！」

　忍法によって雷かみなりの速度へ到とう達たつ。雷らい撃げきをまとい、スパークした拳こぶしを叩たたきつける！

「いつもよりＳＡＹセイ‐ＹＥＡＨイヤアアツッ！」

　ゾンビは、カッと両目を見開いた。

「忍者だとぅ!?　貴様ら忍者はお花ちゃんではない！　貴様らは新大陸を害する雑草！　なぜこんなところにいる!?　なぜ私に向かってきている!?　まったく分からんが、ゆえに私は自らの心に従おう！　──私は貴様ら忍者が大だい嫌きらいなのだぁぁぁッ！」

　ゾンビがその左ひだり腕うでを高々と振ふり上げた。

「炎ほのおの精せい霊れいアルデンの怒いかり！　今、灼しやく熱ねつの咆哮をーっ！」

　突とつ如じよ、ウィルの目の前に炎の壁かべが出現した。

「な……っ!?」

　雷が炎に喰くわれていく。忍法が謎なぞの力に押し負ける。そして炎の壁を割って現れる、六公こう爵しやく。鷹たかのような鋭するどい眼光。

「消し飛びたまえ、新大陸の雑草め──ッ！」

　ゴォッ！　とゾンビの右ストレートがウィルの頰ほおにめり込んだ。衝しよう撃げきで一気に吹き飛ぶ。平屋の上を何度もバウンドした挙句、ウィルは馬小屋の屋根に叩きつけられた。

「がは……っ」

「ば、馬ば鹿かなぁぁぁっ!?　あの旦那が撃うち負けただって!?　しかもなんだ今のは!?　あのゾンビ、炎を出しやがったのか!?　まるで忍法のようじゃねえか!?　そして何より恐ろしいことがある！　アタシはさっきから薄うす々うすおかしいと思ってたが、あのゾンビってば普通に喋ってるじゃねえか!?　生前の負の感情を垂れ流すとか、そんなチャチなもんじゃなく、きちっと自分の意志で喋ってるように見えるのはアタシの気のせいかぁぁっ!?」

「それは気のせいでもなんでもありません！　六公爵は『爵しやく位い持ち』ですから！」

「爵位持ち!?　それは一体なんなんだ!?」

「フライングデッドは『黄金の粉ゾンビパウダー』という霊れい薬やくによって飛行能力を得ます！　そしてそこからさらに時を経て成長し、より一層の黄金の粉ゾンビパウダーを摂せつ取しゆすることで爵位持ちと呼ばれる上位種に進化するんです！　そして爵位持ちとなった奴らは確固たる自我を持ちます！　さらには精霊術という謎の技を使うんです！　精霊術は忍法と同じく、あたしたち開拓者にはさっぱり分からない未知の技術です！」

　なんだとう!?　と叫びながら屋根に登ってきたケヴィンがウィルへ駆け寄よる。

「大だい丈じよう夫ぶかい、旦那!?」

「く……っ、精霊術？　ゾンビに自我？　まったく初耳だぞ……。クソッ、あの半はん裸らのクソ師し匠しよう、毎回教えが適当過ぎるんだよ……っ」

「立てますか、ウィル!?　正直、今『白亜の忌手』と渡わたり合える可能性があるのは、あなただけです！」

「当然立てるさ。あいつは俺が長年焦こがれに焦がれた、みんなの仇かたきだ！」

　ウィルが立ち上がるとほぼ同時、ぶわっと辺りに風が舞った。純白の翼を持ったゾンビが三人の前に舞い降りる。

「これは一体如い何かなることかな……？　私には、まるで開拓者と忍者が連つれ添そっているように見えるのだが？　それに忍者、君は開拓者の顔をしているように見えるが、それはお得意の変へん化げの術かね？　不ふ愉ゆ快かいだ。今すぐやめたまえ」

「生あい憎にくとゾンビと話す口は持ってない。黙だまって俺にぺしゃんこにされろ、腐くされ野郎！」

「それは奇き遇ぐうだ。こちらも雑草と会話をする趣しゆ味みはないのだよ。──影かげの精霊フランシスの渇かつ望ぼう。さあ、静かなる歓かん待たいを！」

　駆け出だそうとしたウィルの影から突如、無数の触しよく手しゆが伸のびて身体からだを拘こう束そくした。

「なっ!?　ぐぅぅ、これは……っ」

　まるで万力で締しめつけられたようにビクともしない。

「さて、開拓者諸君。私は君たちに訊ききたいことがある」

「な、なんですか……っ？」

　ソフィアは蒼そう白はくな顔で、かろうじて銃を構える。ふむ、と頷うなずくゾンビ。

「……と、その前に自己紹しよう介かいがまだだったな。私は挨あい拶さつを忘れない紳しん士しでね。さて、お初にお目めに掛かかる。私は六公爵が一人、大だいガレス。君たち開拓者がつけてくれた通り名では『白亜の忌手』。同どう胞ほうのフライングデッドたちからは大ガレス卿きようと呼ばれている。好きな方で呼んでくれたまえ」

「……ご丁てい寧ねいにどうも。そのゾンビのお貴族様があたしたちに何を訊きたいと？」

「大地の巫み女こはどこかね？　新たな金脈が目覚めたということは、この辺りにいるはずなのだが、見つからなくてね」

「……そうですか、六公爵が大地の巫女を追っているって伝説もやっぱり本当だったんですね。ここまできたらもう疑う余地もありませんでしたけど……。たとえばあたしたちが大地の巫女の居場所を知っているとして、教えると思います？　あなたたちにさらに強大になられちゃ困るんですよ」

「ふむ、残念だ。私もあまり仰ぎよう々ぎようしいことは好まないのだが……それなら仕方ないな」

　大ガレス卿がスッとその右手を掲げた。

　ウィルの背中に悪寒が走る。ダメだ、あの手を振り下ろさせてはいけない！

「やめろ、腐れ野郎──ッ！」

　忍力チヤクラを振り絞しぼって影の触手を断ち切った。だが、間に合わない。白の手は振り下ろされてしまった。その瞬間、夜空に木霊こだまし始める無数の負の声。ケヴィンが叫ぶ。

「な、なんだありゃあ……っ！　あああ、空だ、空を見てくれ……っ！」

　まるで闇やみのような曇天。その雲間から無数のフライングデッドが姿を現した。

　何百、何千、いやそれ以上の数がいる。そのすべてが負の感情を垂れ流し、ブラックヒルズタウンの上空を席巻した。

「あ、ああ……っ」

　故郷の村と同じだ。

　ウィルが絶望に身を震わせるなか、ゾンビ共は一いつ斉せいに人々を襲いだした。

　街の至るところで人々が喰い殺され、ゾンビとなって復活し、また新たな人間を襲いだす。そしてその習性に従い、最初に襲うのは身内である。父が娘むすめを襲い、妹が兄を襲い、嫁よめが夫を襲い、女友達が男を襲う。

　親しい者同士の凄せい惨さんな喰らい合いが始まっていた。これを地じ獄ごくと呼ばず、なんと呼ぼう。

「こんちくしょうッ！　臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・裂れつ・在ざい・前ぜん！　飛ひ燕えん分ぶん身しんの術ッ！」

「ウィル、何を……っ!?」

「分身を放って街の人たちを助ける！」

「たった六人しかいないのに無理ですっ。数が違ちがい過ぎる！」

「はは、私の同胞を傷つけられるのは困るな、忍にん者じや。彼らには大地の巫女を見つけるという仕事があるのだ。雷の精霊リッジデールの悲鳴ッ！　受けよ、裁きの雷撃を！」

「──っ!?」

　ゾンッ！　電でん撃げきが本体のウィルの身体を貫つらぬいた。ウィル、爆散！

「あ、ああああっ！　旦だん那なが消し炭にされちまったぁぁぁっ！」

「いえ、違います！　よく見てっ！」

「ん!?　あ、あれは……丸太!?　旦那がやられたと思いきや、電撃に焼かれたのはただの丸太だ！　これは一体如何なる奇き跡せき!?　誰だれにも予想しえなかった事態じゃねえかっ！」

「──忍法、変わり身の術。さあ良い声で鳴けよ、六公爵」

　ウィルは大ガレス卿の背後に出現。積年の怒りを込めて拳を握る。

「喰らえ！　今度こそ、ＳＡＹセイ──」

　ゾンビはフッと笑った。

「光の精霊クラクストンの微ほほ笑えみ」

　大ガレス卿の姿がかき消えた。行き場を失くした黄金の拳が、虚こ空くうに光を走らせる。

「消え、た……っ!?」

　かすかな輝かがやきと共に大ガレス卿の姿が再び現れる。だがそれは本体のウィルのそばではない。分身体の一人の前に、六公爵は出現した。驚きよう愕がくする分身体。

「馬鹿な!?　お前は今、本体の俺の前にいたはず……っ！」

「なんのことはない。ただ、光の速度で動いただけだよ」

　その白き手が分身ウィルの頭を摑つかんだ。

「熱風の精霊フレッチャーの憂ゆう鬱うつ！　そおおら、蒸し焼きだぁぁぁぁぁぁッ！」

「ぐあああああああっ！」

　全身の水分を一気に蒸発し尽つくされて、一人目の分身体が消しよう滅めつ。

「再び光の精霊！　続けて水の精霊チルトンの涙なみだ！　水責めだぞぉぉぉぉッ！」

「は、早い!?　この俺が反応出来ないだと!?　ごばっ、ぐぼぼぼぼぼぼぼ……ッ！」

　水の球体に閉じ込められて二人目も消滅。

　敵の到とう来らいを察した三人目と四人目が頷き合った。

「くるぞ、三人目の俺！」

「理解してるさ、四人目の俺！　分身体で一番仲が良い俺とお前で、合体忍法だ！」

　ウィルたちは迎げい撃げきのため、目にも留まらぬ速度で九字を切り──その途と中ちゆうで首が刎はね飛んだ。一いつ瞬しゆん遅おくれて、スパンッと斬撃の音だけが響ひびく。

「光速で動いているのだよ？　そんなノロマな亀かめさんで間に合うはずがないだろう？」

「──でもここまで密着すれば、速度なんて関係ないよな!?」

　五人目のウィルが大ガレス卿を羽は交がい絞じめにした。その腹には点火済みのダイナマイト。

「裏奥義！　忍にん法ぽう、即そく身しん大だい爆ばく破はの術。──俺に構わずいけえ、六人目の俺！　一人でも多くの開かい拓たく者を救うんだッ！」

「五人目、すまない……っ」

「へへ、良いってことよ」

　にやりと笑って、五人目が爆ばく発はつ。ドドンッ！　闇やみ夜よに爆炎が広がった。

　六人目のウィルと本体のウィルが同時に呟つぶやく。

「「やったか……っ!?」」

　煙けむりが風に流されていく。そこには──依然、泰たい然ぜんと広がる六枚の翼つばさ！

「おお、翼のコリがとれたぞ！　実に快適なマッサージだった」

「馬鹿な!?　ダイナマイトの大爆発だぞ!?　なんであれを喰らって平然としてられる!?」

「それは君らの攻こう撃げきに──愛がないからさ」

　大ガレス卿の姿が消える。途と端たん、膨ぼう張ちようする六人目の身体。

「な、なんだ!?　俺の身体が内側から、ぐ、ぐぐ、ぎゃあああああっ!?」

　体内から爆散！　六人目は花火の如ごとく夜空に散った。

　その残光を背にして、ふわりとゾンビは戻もどってきた。優ゆう雅がに薔ば薇らを愛で、微笑む。

「今のは炎の精霊と光の精霊の混合ワルツだ。雑草も死に際ぐらいは着き飾かざりたかろう？　冥めい途どの土産みやげだ。礼はいらんよ」

　……六人の分身体が瞬しゆん殺さつされた。ただただ圧あつ倒とう的てきだった。

「ば、バケモンだ……こいつぁ正しよう真しん正しよう銘めいのバケモンだ。情けねえ話だが、アタシは震ふるえが止まらねえ……っ。逃にげ出せるなら今すぐこの場から逃げ出したい。それほどの恐きよう怖ふが全身を支配しちまってる……っ」

「分かってはいましたけど、まさかここまで圧倒的だなんて……っ。秘ひ装そう銃じゆう士しのあたしですら、これほどの絶望を味わったことはありません……っ」

「さて、忍者。もう終わりかね？　まだ足あ搔がきたいなら好きにして構わんよ。ほら、君たち忍者には最終奥義があるだろう？　時空を超こえた召しよう喚かん術……なんと言ったか。そう、『口くち寄よせノの新しん薩さつ界かい』だ。あれを試してみたらどうかね？」

「ずいぶんと忍者について詳くわしいんだな、腐れ野や郎ろう……っ」

　そう、黄金郷ジパングの忍者たちには奥の手が存在する。それが最終奥義、口寄せノ新薩界だ。

　その極意は『自らの血統が持ち得た究極の力を、時空を超こえて口寄せする』というものだ。たとえば蛙かえる使いの血統を持つ忍者は、口寄せノ新薩界を使うことで『かつて開祖が使役した伝説級の巨きよ大だいな蛙』を口寄せしたりする。

　ただの口寄せは空間を超えるが、口寄せノ新薩界は時すら超えて究極の力を呼び寄せる。まさしく最終奥義に相応ふさわしい忍法だ。

　だがしかし、ウィルの血統は開拓者だ。

　忍者の先祖を持たないウィルには、最終奥義は会得出来ない。ビチャモンテンや桜火からはそう教えられた。

「だからって、諦あきらめてたまるかッ！」

　カッとウィルは両目を見開いた。忍力チヤクラはすでに尽きかけている。だがここで敗けるわけにはいかない。村のみんなの仇かたきをとり、この街の人々を救うため、ウィルは忍力チヤクラを振ふり絞る！

「忍法、爆ばく縮しゆく轟ごう炎えん超ちよう乱らん舞ぶの術──ッ！」

　それは現在ウィルが撃うてる最大火力の忍法だった。大たい砲ほうのような火柱が生まれ、大ガレス卿へと発射される。それは紅ぐ蓮れんの如き、熱！　熱！　灼しやく熱ねつ！

「──星の精せい霊れいブラッドフォードの失しつ墜つい。砕くだけ、万物を」

　キラッと夜空で何かが輝いた。そして猛もうスピードで突つっ込こんでくる。超ちよう低空飛行、ほとんど大地と水平に飛来したのは──流れ星だ！

　大ガレス卿の横を通とおり抜ぬけ、火柱と衝しよう突とつする流れ星。そのパワーはウィルの忍法を超えていた。ゴォッ！　と輝きを増す流れ星。闇を割いて進む流れ星。炎ほのおを物ともせずに突き進すすむ流れ星。勢いは止まらない！　横にいたケヴィンが絶ぜつ叫きよう。

「ダメだぁぁぁっ、止まらねえ！　流れ星、強い！」

　火柱が爆散した。流れ星がウィルへと直ちよく撃げき！

「ぐああああああ──っ！」

「だ、旦那ぁぁぁっ！」

　衝しよう撃げき波はが幾いく多たの屋根を吹ふき飛とばし、煉れん瓦がの舗ほ装そうを蹴け散ちらした。

　空へとかち上げられたウィルは放物線を描えがき、舞まい散ちる木の葉のように地面へ激げき突とつ。

「他愛もない。忍にん者じや如ごときがゾンビに歯向かうのが間ま違ちがいなのだ」

　十年の修行のすべてが破られた。ウィルの完全なる敗北だった。




　　　　◆　◇　◆




「う、噓うそだろ、そんな……っ、旦那が敗けちまうなんてありえねえ！」

「ケヴィン、どいて下さい！」

　決着がついた瞬しゆん間かん、ソフィアは唇くちびるを嚙かんで駆かけ出だした。

　絶望しているケヴィンの横を抜け、弾だん薬やく帯からありったけの黄金の銃弾イクス・ブレツドを摑み、大ガレス卿きようへと投げつける。

「目つぶしのつもりかね？　では炎の精霊アルデンのいか──、ぬ!?　これはっ！」

　続けて撃った射しや撃げきによって、黄金の銃弾イクス・ブレツドが連れん鎖さ的に爆発した。巻き起こった黄金の炎は精霊術を打ち消し、大ガレス卿の服の裾すそを焦こがした。黄金の銃弾イクス・ブレツドは精霊術も無効化するのだ。二度目はないだろうが、目くらまし程度にはなった。

「今のうちにウィルのところへいきますよ！」

「お、おう！　がってんだ！」

　二人は馬小屋の屋根から飛び降りる。山のように積まれた藁わらに着地し、ウィルのもとへ。




　　　　◆　◇　◆




　陥かん没ぼつした地面の上で、ウィルはなんとか立ち上がろうとしていた。だがガクガクと腕うでが痙けい攣れんし、まったく力が入らない。そこにケヴィンとソフィアが駆け寄よってきた。

「大だい丈じよう夫ぶかい、旦那!?　ちくしょう、あのゾンビ野郎め！」

「あたしがなんとか時間を稼かせぎます！　その間に二人は少しでも遠くへ……っ」

　ソフィアがコルトＳＡＡを構えて空を見上げる。ウィルは堪たまらず叫さけんだ。

「ダメだ、ソフィア……っ。俺がなんとかするから、ケヴィンと一いつ緒しよに逃げてくれ！　君じゃあいつの相手は無理だ……っ」

「そんなの分かってます！　それでも今あなたを失うわけにはいかないんです！」

　バサァと純白の羽が辺りに舞う。翼を広げ、大ガレス卿が舞い降おりる。

「作戦会議は済んだかね？　ではその忍にん者じやを断罪させてもらおう。開拓者諸君はゾンビにしてあげるが、忍者は断固抹まつ殺さつだ」

　その足元にはライフルバッグが落ちていた。吹っ飛ばされた時に落ちたらしい。大ガレス卿は「ふむ」と言って無造作にそれを踏ふみ潰つぶした。ベキンッ！　と刃やいばの折れた音がする。

「……っ!?　ウィルの黄金の刃ムラサメガタナが……っ！」

　シュウとかすかな光が漏もれ出し、ライフルバッグが萎しぼんだ。なかの黄金の刃ムラサメガタナが消滅したのだ。

「さて、これでもう力の供給は出来んな？　忍者よ」

　六枚の翼が羽ばたき、烈れつ風ぷうが荒あれ狂くるう。真っ白なその右手をゴキッと鳴らし、最強最古の一角が近づいてくる。呼吸が止まりそうなほどの重圧感。

「お、おおい、どうすんだ秘装銃士!?　く、くる！　きちまうぞ!?　アタシはもう失禁寸前だぞぉぉぉっ！」

　ケヴィンの悲鳴がストリートに木霊こだまし、大ガレス卿の翼がゴォッと強きよう烈れつな輝かがやきを見せる。出現するは、太陽と見間違わんばかりの巨大な火球。

「黄金郷ジパングの戦士よ。君たちさえ現れなければ、歴史がここまで迷走することはなかった。ゆえにこれは裁きの炎だ。生まれてきてごめんなさいな気持ちで死にたまえ！　炎の精霊アルデンの怒いかり！　爆散したまえぇぇぇぇーッ！」

「そこまでだ、『白はく亜あの忌いみ手て』」

　突とつ如じよ、大ガレス卿とウィルの間に青白い炎が生まれた。そこから一人の少女が現れる。

「アイラ!?　ダメだ、逃げろ！　君まで爆散させられちゃうぞぉぉぉっ!?」

　しかし火球はアイラには届かなかった。青白い炎が火球を貫つらぬき、爆発！

　轟ごう音おんがブラックヒルズタウンを席巻する。

　粉ふん塵じんが荒れ狂うなか、泰然と立つインディアナの巫み女こ。

　後方のソフィアが愕がく然ぜんと声を上げる。

「大ガレス卿の攻撃を相殺した……!?　大地の巫女は戦うことも出来るんですか……っ」

「フン、あんな子供だましの炎は攻撃のうちに入らん。奴やつが本気になったら、わたしではどうにもならんさ」

　アイラは腕を組んでちらりと後ろを見る。濛もう々もうと立ち込める煙けむりで姿は見えないが、その方向に大ガレス卿がいるはずだ。

「俺を助けてくれたのか、アイラ……？」

「助ける？　ハッ、どこまでもおめでたい奴だな、お前は！　罵ののしりにきてやったのだ！　なぜ忍者の最終奥義を使わん!?　このままむざむざ殺される気か!?」

「……使えないんだ。俺は開拓者の血統だから、口寄せノ新薩界は会得出来なかった」

「な、なんだと!?」

　アイラが目を見開くと同時、背後の粉塵が一いつ掃そうされた。ゾンビの羽ばたきによって。

「──お久しぶりで御ご座ざいます。我が愛しの大地の巫女よ」

　ゾンビは薔薇を手に微ほほ笑えんでいる。

「それとも今こん代だいの貴女あなたとは初めましてと言うべきですかな？」

　苦々しい表情でアイラは振り返かえる。

「どちらでも同じことだ。記き憶おくの継けい承しように先代も今代もない。たとえこの身が十歳の子供であろうとも、わたしは巫女の宿業を背負いし者だ」

「我ら六公こう爵しやく、貴女と再会する日を長年夢みておりましたぞ」

「フン、初代が『巡じゆん礼れい始し祖そ』と交わした約束の日はまだ先のはずだぞ？」

「文句は黄金郷ジパングに言って頂きたい。さあ、それより参りましょう。ここで会ったが２００年目、今日こそ我らと共にきて頂きます。あれほどの鷲羽の極光クスクルザ・フレアを開いたのは、やっとお覚かく悟ごが決まったということなのでしょう？」

　ゾンビは、見ている方がゾッとするほどの笑みを浮うかべた。口調こそ丁てい寧ねいだが、逆らうことを許さない強者の響ひびきがある。アイラは俯うつむいた。

「……覚悟など、ない。ただの気まぐれだ。最後にこの忍者もどきがどこまでやれるかを見て、ダメならそこまでにしようと思ったのだ」

　そう呟つぶやくと、アイラはくるりと振り返った。足を振り上げると、ウィルを踏みつける！

「がっ!?　ア、アイラ!?　どうしたんだ!?」

「黙だまればか！　まったくお前は期待外れもいいところだ！　役立たず！　無能！　クズ虫！　タコスケ野郎！　それでも歴史の特異点か!?　立派な心臓が泣いてるぞ!?」

「特異点？　大地の巫女、その忍者が特異点とはどういう意味ですか？」

「うるさい、大ガレス！　おいウィリアム、年下の娘むすめにこんなに踏まれて一言もナシか!?　もういい、興きよう醒ざめだ。わたしはいく！　大ガレス、どこへなりとも連れていけ！」

「まあ、良いでしょう。ではこちらへ」

　長い髪かみを振り乱みだして、アイラが背を向ける。そこへ声を上げたのはソフィアだ。

「ま、待って下さい！　いくってどこへ!?　フライングデッドと大地の巫女が連れ立つなんて、開かい拓たく者のあたしには看過出来ません！　あなたたちは一体どこへいって、何をしようって言うんですか!?」

「歴史の扉とびらを開きにいくのさ」

　肩かた越ごしに振り向むいたアイラの目は、ひどく冷めていた。

「捻じ曲がった運命を肯こう定ていし、誤った歴史を良しとするのだ。そのための鍵かぎがわたしだからな。そのために、六公爵たちは２００年に亘わたり大地の巫女を追っていたのだ。気にするな、貴様ら負け犬にはもう関係のない話だ。残されたわずかな時間、せいぜい遠とお吠ぼえを上げ、腰こしでも振ってろ」

「？　あなたが何を言っているのか、さっぱり分かりません……っ」

「そういうものだ。それが致ち命めい的てきなものであればあるほど、真実の言葉は虚むなしく響く」

　温度を失った瞳ひとみは、もう何も映してはいなかった。ウィルのことも、ソフィアのことも見ていない。ひょっとしたらアイラは、すでに自分自身のことすらどうでもよくなっているのかもしれない。……それは未来を諦めた目だった。だから、ウィルはその手を摑つかむ！

「待て。いくな、アイラ」

「は？　なんだと？」

「そこのゾンビは俺がぶっ斃たおす。だから、アイラはいかなくていい」

「何を言っている？　お前、状じよう況きようが分かっているのか？」

「何一つ分からない。でも、約束した。巫女還しの舞ぶ台たいの上で、俺はアイラを助けるって約束した！」

　満まん身しん創そう痍いの身体からだで立ち上がる。傷口から血が溢あふれた。それでも地面を踏み締しめる。

「そいつといったら、アイラは哀かなしいことになるんだろ!?　アイラは今、そういう目をしている！　だから、いかせない！　何があってもだ！」

「ば、馬ば鹿かかお前は！　最終奥義もないお前では大ガレスには勝てはせんっ。それにそもそも──」

「理り屈くつなんて知ったことかッ！」

　言葉の途と中ちゆうで、アイラを抱だき締めた。腕のなかで小さな体が「な……っ!?」と硬まる。

「俺にだって分かることくらいあるぞ。それは、アイラが助けを求めてるってことだ」

「ば、馬鹿を言うなっ。大地の巫女たるわたしが助けなど求めるものかっ」

「じゃあ、なんで磔はりつけになんてなった!?」

「……っ！」

「あんなの気まぐれでなるようなモンじゃないはずだ。俺も昔、瀕ひん死しになりながら何度も腹を斬きったから分かる。自分じゃどうにも出来ないことがあって、でも助けなんてどこにもなくて、自じ暴ぼう自じ棄きになってたんだろ？　いいか、アイラ？　俺はそういう人たちの礎いしずえになるために忍者になったんだ！　だから俺はアイラを助ける！」

「お、お前……」

「悪いのは全部あのゾンビ野や郎ろうなんだろ？　だったら俺がぶっ飛ばしてやる！　力の限りぶっ飛ばしてやるから、アイラは逃にげろ！」

　ケヴィンが震ふるえる膝ひざを押さえながら「……へへ、やっぱ旦だん那なはそういうお人だぜっ」と笑った。ソフィアも「やれやれですよ、まったく……」と黄金の銃弾イクス・ブレツドをリロード。

　そしてアイラは、

「～～あーっ、もう！」

　身じろぎしてウィルの腕から飛び出した。そして周囲に青白い炎ほのおを出現させる。

「もういいと思ったのに！　もう終わらせようと思ったのに！　お前のせいだぞ、ウィリアム！　このばかっ」

　炎が青の尾おを引いて、ウィルとアイラを包み込む。

　ピクッと反応した大ガレス卿が翼つばさを広げ、物もの凄すごい速度で飛び出した。

「いかせませんぞ、大地の巫女！」

　風と雷かみなり、そして炎が渦うずを巻いて大ガレス卿から放たれる。それらが直ちよく撃げきする寸前、

「アイラ、何をする気なんだ!?」

「──お前を逃がしてやるんだよ！」

　青白い炎が燃え上がり、ウィルとアイラの姿はかき消えた──。
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　……どれくらいの時間が経ったか分からない。天てん井じようから落ちてきた水すい滴てきがぴちゃんと鼻の頭に当たり、ウィルは「う……」と呻うめいて目を覚ました。

　周囲を見み渡わたすと、ゴツゴツした剝むき出だしの岩が目についた。縦長に広い空間だ。奥行きはどこまであるか分からないが、ちょっとした牧場くらいはありそうだ。

「……洞どう窟くつ？　いや……鉱山のなかか……？」

「やっと目を覚ましたか、愚おろか者ものめ。このわたしを待たせるとは不届き過ぎるぞ」

　振ふり向くと、すぐそばに踏ん反ぞり返ったアイラがいた。

「ここは一体……俺はどれくらい気絶してたんだ？　いや、それよりソフィアとケヴィンは……っ!?」

「安心しろ。お前のツレは生きてるはずだ。『白亜の忌手』──大ガレスは秘ひ装そう銃じゆう士しには手を出さん。だが忍者には容よう赦しやがない。だからお前だけ連れてきた。あのまま意地だけで戦っていたら一分と保たずに殺されていたぞ」

「えっと……ひょっとして、助けてもらっちゃったってこと？」

「情けなさに震えろ。このばーかっ」

　罵ば声せいと同時に頭を踏ふまれる。言い訳のしようもないので「……すみません」と謝った。

「まったく、なんでこんな奴を助けてしまったんだ、わたしは。一生の失態だ」

「ええと……よっ、さすが大地の巫女！　優しい！　器がでかい！」

　とりあえずヨイショしてみた。功を奏したかは不明だが、アイラは足をどけると、フンとそっぽを向く。

「いいか？　この新大陸の現実は、お前が思っているような単純なものではない。わたしを縛しばっているのは何もフライングデッドだけではないのだ。お前は物を知らなさ過ぎる。たとえば、毘び沙しや門もん天てんがなぜお前を拾ったか、ということも理解しておらんだろう？」

「ビ、ビチャモンテンのことも知ってるのか？」

「わたしは大地の巫女だぞ？　歴史の見守り手だ。三大陣じん営えいの事情には精通している」

　お、おお……となんとなく正座になるウィル。アイラは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

「いいか、ウィリアム。ゾンビを滅ほろぼし、忍にん者じやを滅めつせば……お前も消えるのだぞ？」

　それはたぶん黄金の刃ムラサメガタナのことを言っているのだろう。だからウィルは笑って頷うなずいた。

「いいんだ。覚悟はしてる」

「他人のためにお前は死ぬのか？」

「常つね日ひ頃ごろから腹を斬るような奴やつに対して、その質問は愚ぐ問もんだよ」

　じっと少女が顔を覗のぞき込んでくる。ウィルは黙ってその視線を受け止めた。

　やがて吐と息いきをこぼして目を逸そらしたのは、アイラの方だった。

「少しだけ教えてやる。大地の巫み女こたるわたしは、開拓者、フライングデッド、黄金郷の三者の趨すう勢せいをずっと見守ってきた。そのなかで『開拓者でありながら忍者になった』お前はとてつもないイレギュラーなのだ。この２００年間続いた均きん衡こうを壊こわすかもしれんほどのな。そのお前ならあるいは……この歪ゆがんだ歴史の仕組みを打破出来るかもしれん。だからお前が巫女還しの舞台に飛び込んできた時『とうとう現れた』と思ったよ。わたしを『助ける』と言われて、少し……期待もした。だが足りん！　お前は圧あつ倒とう的てきに力が足りん！」

「め、面目ない……っ」

「本来、わたしの立場は中立だ。そういう契けい約やくのもとにわたしはいる。だが、イレギュラーであるお前は言わばルールの外側だとも言える」

「えーと……そ、そうなのか」

「分からんのに頷くな。今はわたしが何を言っているか分からんだろう。それでいい。わたしが言いたいことはただ一つ。お前が望むなら、わたしが少しだけ背中を押してやる」

「背中を押すって……？」

「お前が会得出来なかっただろう、忍者の最終奥義の使い方を教えてやる」

「最終奥義!?　口寄せノ新薩界を俺も使えるっていうのか!?」

「ただしそれを会得したならば、お前の寿じゆ命みようは確実に縮まるだろう。比ひ喩ゆではなく、物理的にだ」

「構わない！　最終奥義を会得出来れば『白はく亜あの忌いみ手て』とだって戦えるはずだ！」

　即そく断だんした途と端たん、顔面に少女の足がきた。蹴けっ飛とばされて鼻血が飛んだ。

「ばっかもの！　なんなんだ、お前は!?　なんにも分かってないっ。本当にこれっぽっちも分かってない！」

「え？　え？　なんで怒おこってるのさ、アイラ？」

「お前、わたしを助けるって言っただろ!?　わたしは、わたしはなぁ……っ！」

　一いつ瞬しゆん涙なみだ目になって、アイラはすぐに背を向けた。小さな肩かたを震わせて呟く。

「……あんなふうに優しい言葉をかけてもらったのは、初めてだったのだ……」

「アイラ……」

　ウィルはふっと眉まゆ尻じりを下げた。何か途と方ほうもない役目を背負っているように見えるが、やっぱりこの娘の心は年相応の少女のものなのだ。ウィルはそう理解した。

「……あのさ、戦いが終わってもし俺がまだ生きてたらさ、一いつ緒しよに遊ぼう。アイラはきっと色んな遊びを知ってるだろ？　俺、なんだって付き合うからさ」

「……本当か？」

「ああ、本当」

「約束だぞ……？」

「うん、約束する」

　じゃあ教えてやる、と言い、アイラは人差し指に青白い炎を灯らせた。

「今から、お前の血統の記き憶おくを呼び覚ます」

「俺の……ペリウスの血統の記憶？」

「たとえ黄金郷ジパングの血統でなくとも、力ある血統を持った忍者であれば最終奥義は会得出来るのだ。そして誇ほこるがいい。お前の血統は類たぐい稀まれなる力を持っている。ともすれば、黄金郷ジパングそのものを破は壊かいし得るほどのな」

　炎の灯った指先が眉み間けんに近づいてくる。もう少しで触ふれる、というところで「あ、そ、そうだ」とアイラは炎を消した。「どうした？」と訊きくと少女は視線をさ迷わせる。

「その、なんだ……これをやるとおそらくお前は意識を失う。だから、その前に……」

　恥はずかしそうに頰ほおを赤らめて、アイラは両手を差し出した。

「……もっかい、ぎゅーってしろ」

















　最初に浮うかんできた色は、青。空と海の青だ。

　濛もう々もうと煙けむりを吐はきながら、大きな船が海を渡わたっていく。目指すは遠い異国の地。

　固く閉ざされた門戸を開くため、船の一団は旅を続けていた。

　提てい督とく、と誰だれかが呼んだ。振ふり向むいたのは、ウィル。

　夢のなかで、ウィルは艦かん隊たいを率いる立場の者だった。

　それは歪んだ歴史に埋うもれてしまった記憶。ペリウスの血統が持つはずだった力の記憶。

　本来、辿たどるべきだった歴史が頭のなかに流れ込んでくる。

「……ああ、そうか。俺たちの新大陸はとっくに……」

　呟つぶやきと共に、目を覚ました。起き上がって辺りを見回す。

　ブラックヒルズタウンの宿屋だった。しかもこの数日ウィルが使っていた部屋である。

「……あれ？　おかしいな。俺はアイラに助けられて、血統の記憶を呼び覚ましてもらって……あ、意識を失ってたのか。アイラもそうなるって言ってたし……」

　しかしなぜ宿屋に戻もどってるのだろう？

　色々と混乱しつつ部屋を出る。とりあえずソフィアの部屋へきてノブを回し、

「誰かいないか──……っておおっと、ソフィアさん!?」

「な!?　ウィル──っ!?」

　着き替がえ中であった。前の開いたシャツから柔やわらかな双そう丘きゆうが覗いている。ガッツポーズ。

「良きかな！」

「もう出てけ、この世から──ッ！」

　本気狙ねらいの銃じゆう弾だんが飛んできて、ウィルは悲鳴を上げて逃にげ出した。







「旦だん那な～っ、やっと目を覚ましてくれたんだな！　アタシは心配で心配で気が気がじゃなかったんだぜぇ……っ」

「ケ、ケヴィン！　心配かけてごめんっ。でもそんなにくっつかれると困る！　当たってる、色々当たってるから！」

「……なんであたしの時とリアクション違ちがうんですかね。なんか腑ふに落おちないんですけど？」

　宿屋の一階の酒場。客はおろかバーテンダーもいないホールで、ウィルたちはテーブル席に座っている。カウンターからそれぞれ飲み物を拝借し、一息入れる。

　話を聞いてみると、大ガレス卿きようとの戦いからまだ一日も経っていないらしい。フライングデッド共はすでに去っていて、生き残った街の人々は近くの集落に避ひ難なんしたそうだ。

「で、やるべきことをあらかたやって宿に戻ってみると、路上でウィルがぐーすか寝ねてたわけです。それはまあ吞のん気きな寝ね顔がおでね」

　なるほど、たぶんアイラが移動させてくれたのだろう。

「アタシがベッドで添そい寝してあげようと思ったのに、秘ひ装そう銃じゆう士しが止めるんだぜ。ひでえよな？」

「いやまあ、それは止めてもらって良かったかも……」

「だからなんでケヴィンはあたしと扱あつかい違うんですかね？」

　ジト目のソフィアにはノーコメントを通し、ウィルは眉まゆを寄せた。

「でも、どうしてあのゾンビ野や郎ろうは退いたんだ？　目当てのアイラが逃げたとしても、そのままこの街を潰つぶすぐらいはやりそうに見えたけど？」

「旦那、それはさ……っ。えっと、その……」

　ケヴィンが勢い込んでテーブルに手をつく。だが途と中ちゆうで言いい淀よどみ、その視線はソフィアへ。当のソフィアは軽く肩かたを竦すくめて言った。

「取引をしたんです。大ガレス卿とね」

「なんだって!?」

　ガタッとウィルは椅い子すから立ち上がる。ソフィアは冷静な顔で「落ち着いて下さい」と制し、説明を始めた。
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　アイラがウィルを連れて消えた時、ソフィアは驚おどろきつつも安あん堵どした。

　ウィルの生存こそが開かい拓たく者の希望となるからだ。

　そして、ソフィアは決断を迫せまられた。

　今この場で単身、大ガレス卿に戦いを挑いどむという決断だ。今も街の奥には鷲羽の極光クスクルザ・フレアが輝かがやいている。あの光の下には史上かつてないほどの黄金があるのだ。

　もしもそのすべてが黄金の粉ゾンビパウダーになってしまったら、どれほどのフライングデッドが進化してしまうか分からない。極きよく端たんな話、今はソフィアでも斃たおせる普ふ通つうのフライングデッドが、軒のき並なみ大ガレス卿に準じるような爵しやく位い持ちになってしまうかもしれない。

　アイラという目的を逃のがした大ガレス卿は、間ま違ちがいなく鷲羽の極光クスクルザ・フレアに向かうだろう。

　だからなんとしてもここで止めなくてはいけない。たとえ万に一つも勝ち目がなくても、今戦わねば開拓者の未来が潰えてしまう。

「では、大ガレス卿。次はあたしのお相手をしてもらえますか？　一応、ダンスは得意な方ですよ？」

　アイラが消えた空間を見つめていた大ガレス卿は「そうだな。確かにこうなってしまえば、あとは金脈の争そう奪だつ戦せんだ」と言ってこちらを向いた。

「さっきの不意打ちは見事だった。私は君を秘装銃士と見たが、どうかな？」

「ご明察。あたしは『蹄てい鉄てつの開かい拓たく団だん』が秘装銃士、ソフィア・ブラッドフォードです」

　こちらが名乗った途と端たん、なぜか大ガレス卿は満面の笑みを浮かべた。

「ほう！　君がかの名高き『花星精の輪舞スラスト・ワルツ』か！　噂うわさは私の耳にも届いているぞ！」

「それは光栄、と言っときましょーか！」

　舞まうようなステップを踏ふみ、黄金の銃弾イクス・ブレツドを連射しようとした──その瞬しゆん間かん。

　すっと大ガレス卿が左手をこちらに向けた。待て、と言うように。

「ソフィア君、ならば君に猶ゆう予よを与あたえよう」

「なんですって？」

　ソフィアは銃を向けたまま眉を寄せる。大ガレス卿が精せい霊れい術を使う気配はない。

「この街は昔、金脈調査をしていたな？　ならば山頂近くに鉱山砦とりでがあるだろう。我々はすぐには鷲羽の極光クスクルザ・フレアへ向かわず、そこで少しの間待機しよう。だからこの場で私に立ち向かうのはやめたまえ。死に急ぐことはない」

「……何を言ってるんですか、あなたは？　あの金脈を獲とった方がとてつもないアドバンテージを得るのは明白。だというのに、そんなことをしてあなたたちになんのメリットがあるって言うんですか？」

　もうすぐ夜明けだ。夜行性ゆえに朝陽を嫌きらっているのだろうか？　いや、相手は六公こう爵しやくの『白はく亜あの忌いみ手て』。たとえ昼間であっても致ち命めい的てきに力が落ちるとは思えない。

「無論、条件は提示させてもらう。それを吞のむというのなら、私は数多あまたの同どう胞ほうを率いて、今すぐ鉱山砦に撤てつ退たいしよう。これ以上の犠ぎ牲せいも出ず、今すぐ金脈が獲えられてしまうこともない。君らにとって破格の話だと思わないかね？」

　明らかに罠わなだ。だが、戦せん闘とう力で敵わないのは分かっている。選せん択たくの余地はなかった。

「……条件とは、なんですか？」

　そう尋たずねた瞬間、ゾンビは口くちの端はしが裂けるほどの笑みを見せた。

「次の日にち没ぼつまでに我々のいる鉱山砦にきたまえ。──君一人でだ」
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「そんなのダメだ！　ソフィア、それは罠だ、いや罠ですらない！　ただ嬲なぶり殺されにいくようなものだぞ!?」

「確かに、あたしってば今までバッタバッタとフライングデッドを斃してきましたから、あちらさんとしてはご立腹この上ないでしょうね」

「だったら……っ！」

「でも、あたしがいかなきゃ開拓者は滅ほろびます」

　有無を言わせない口調で言い、ソフィアはミルクの入ったグラスを一口。

「開拓者とフライングデッドには埋めようのない差があります。その一つが機動力です。奴やつらは空を飛ぶ。たとえあたしが大ガレス卿を出だし抜ぬいて鷲羽の極光クスクルザ・フレアへ向かおうとしても、すぐさま頭の上を飛とび越こえて先を越されてしまうでしょう。そうさせてはダメなんです」

「それなら俺も一いつ緒しよにいく！　俺なら囮おとりぐらいにはなれるはずだ！」

「無理ですよ。ウィルが持ってた黄金の刃ムラサメガタナは大ガレス卿に砕くだかれちゃったでしょう？」

「そ、それは……っ」

　そうだ。アイラのおかげで最終奥義のヒントは得たが、今この手には黄金の刃ムラサメガタナがない。

「す、少し時間をくれ！　なんとかして新しい黄金の刃ムラサメガタナを手に入れてみせるから！」

「残念ですけど、もう時間がないんです」

　小さく首を振って、ソフィアが席を立つ。窓の向こうはすでに陽が傾かたむきだしている。日没までに山を登るには……もう出発しなければならない。

　すると、ケヴィンが辛つらそうな顔で立ち上がった。そして右手を掲かかげる。

「……秘装銃士、テメエは荒こう野やで一番ガッツのある女だ。出会えたことを誇ほこりに思う」

「ありがとう。ケヴィン、どうかあなたは幸せになって下さい」

　パンッ！　ソフィアはその手にハイタッチ。

　酒場のスウィングドアを押して、そのまま外へ。ウィルは慌あわてて後を追う。

「待てってば、ソフィア……っ。黙だまってやられにいくなんて、そんなの君らしくない！　開拓者のためを思うなら、なおさら君は──……えっ!?」

　ソフィアを追って外に出た瞬間、ウィルは目を見開いた。

　にやりと笑い、ブロンドの髪かみをなびかせて振り向く、秘装銃士。

「誰が黙ってやられるつもりなんて言いました？　──ねえ、みんな！」

　オオーッ！　と鬨ときの声が響ひびき渡った。

　宿屋の前にガンマンたちが集結していた。ストリートを埋め尽つくすほどの規模、その数ざっと三百。

「これは……、まさかソフィアの仲間の人たち!?」

　そうです、と誇らしげな表情でソフィアが両手を広げた。

「荒野最大最強の騎き兵へい隊『蹄鉄の開拓団』！　あたしがこの世で最も信しん頼らいする仲間たちです！」

　馬上のガンマンたちが空くう砲ほうを鳴らしてそれに応える。外に出てきたケヴィンが横に立ち、教えてくれた。

「旦那が寝てる間に到とう着ちやくしたんだよ。鉱山砦で秘装銃士がゾンビ共を引きつけといて、その間に部隊が鷲羽の極光クスクルザ・フレアを占せん拠きよするって作戦らしいぜ」

「え？　でも秘装銃士のソフィアじゃないと黄金の銃弾イクス・ブレツドは錬れん成せい出来ないんだろ？　それじゃあ占拠しても意味がないんじゃ……」

「ええ、だから部隊が行うのは、金脈の爆破です」

「爆破っ!?　金脈を木こつ端ぱ微み塵じんにするのか!?　……いや待て、でもそうか」

　ゾンビ共に金脈を獲られたら、その時点で開拓者の敗北が決定する。普通のゾンビ共が軒並み爵位持ちに進化したら、忍ニン者ジヤの自分でも止められないだろう。だったら金脈を獲られる前に爆破してしまった方がいい。それで最悪の結末だけは避さけられる。

「……でも、それでもソフィアが絶体絶命なことに変わりはない」

「だから、あなたはここに残るんです」

　トン、と軽やかなステップで目の前にくると、ソフィアはテンガロンハットを脱ぬいだ。

「ウィルは開拓者の希望です。いつかあなたがみんなを救ってくれる。そう信じられるから、あたしは立ち向かえるんです」

　ふっと顔を寄せると、テンガロンハットで隠かくすようにして桜色の唇くちびるが耳元へ。

「ごめんね、好きって言ったのはウソ。でもあなたに会えてよかった」

　そして、頰ほおへとかすかに触ふれるようなキス。「──っ!?」と硬こう直ちよくするウィルを残して、ソフィアはぱっと離はなれる。

「ケヴィン、ごめんなさい♪」

　すぐ横のケヴィンにだけは見えてたようで、彼女は歯は軋ぎしりする。けれど、

「～～っ！　なめんなっ、こういう場面でとやかく言うほど野暮な女じゃねえよアタシは！　ちきしょうめ！」

　そうしてソフィアは去っていく。「ソフィアっ」と呼ぶウィルにはもう応えず、ガンマンたちのもとへ駆かけていく。

　白馬に跨またがり、最後に一度だけ振ふり向むくと、こぼれるような笑顔で彼女は言った。

「さようなら、未来を頼たのみます」
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『蹄鉄の開拓団』は九つの師団で編成される。ソフィアは直ちよつ轄かつの部隊を持たないが、秘ひ装そう銃じゆう士しである彼女は代わりにすべての師団に対する指揮権を持っている。実質、団長に次ぐナンバー２だ。

　このブラックヒルズタウンに集ったのは、九つのうち三つの師団。

　三百人のガンマンたちを率いて、ソフィアは大通りを進んでいく。

　作戦はこうだ。ソフィアは日没ぎりぎりに鉱山砦を訪れ、大ガレス卿きようを引きつける。その間に部隊は金鉱山の裏からまわり、鷲羽の極光クスクルザ・フレアへ到とう達たつ、金脈を爆破する。

　宿屋から離れてしばらくすると、三人の師団長が馬を寄せてきた。

「なあ、お嬢じよう！　俺のラブセンサーにビビッときたんだけどよ、さっきの坊ぼう主ずとなんかラブロマンス的な感じだったんか？　へへ、お嬢もとうとう色を知る年頃ごろかよ！」

　馬上にも拘わらずこちらの背中をバンッ！　と叩たたいてきたのは南方第三師団・師団長のジェイコブ・パーカー。投なげ縄なわ使いのカウボーイだ。

「痛っ！　ジェイコブ、気軽に人の背中叩くのやめなさい、って言ってるじゃないですか！　ブラウスをビーンズまみれにしてくれた恨うらみ、忘れてませんよ!?」

「あー、あれな！　俺も忘れてねえよ。お嬢ってばガン切れして滅め茶ちや苦く茶ちやに発はつ砲ぽうしてくんだもんよ。あの時ゃマジで死ぬかと思ったぜ！」

「だったらやめなさいっつーんです！　学習して下さいっ」

　その横で、アイパッチをした軍服の女性が「やれやれであります」とため息をつく。

　北方第五師団・師団長のアレシア・グレンだ。ライフルの名手で、合衆国軍から騎兵隊に移い籍せきしてきた変わり種である。

「決戦前だというのに緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもありませんな。ソフィア殿どの、指揮官は常に堂々と構えているものでありますぞ？　ちゃんと朝食は摂とったのでありますか？」

「ええ、おかげさまで。アレシアがいないからビーンズ食べなくて済んでます。いい機会だからもう一度言っときますよ？　あたしの！　朝は！　パンケーキだ！」

　すると笑い声を洩もらしたのは、ドレスのような華か美びな服をきた妖よう艶えんな女性だ。

　北方第六師団・師団長のイオネ・ガルシアである。一応、銃は持っているものの、彼女の獲え物ものは二本のサーベルだ。色々あって改心したが、元・切きり裂さき魔まの賞金首というこれまた異色な経歴の持ち主である。

「うふふふ♪　それよりそれより、わたくしすっごく気になってるんですけど♪　ソフィアちゃん、この街でとうとう開花したんですって？　巫み女こ還がえしの舞ぶ台たいに全ぜん裸らで飛び込んだって聞きましたよ？　もう感激！　ソフィアちゃん、ついにわたくしのステージまで昇のぼり詰つめてくれたんですのね～！」

「昇り詰めてません！　そもそもそれ哀かなしい誤解だから大声で言わないで！　あとイオネ、恍こう惚こつとした目が怖こわいから！」

　ああもう、とソフィアはがっくり肩かたを落おとす。ウィルたちといた時は歴戦のガンマン然としていられたのに、部隊に帰ってきたらこの有様だ。

　特にこの三人は自分を妹扱あつかいしてくる。どうしてこうなのかと言うと、子供の頃ころ、新入りとして『蹄てい鉄てつの開かい拓たく団』に入団した自分の教育係を務めたのが、この三人だったからだ。

　ガンマンとして育ててもらい、何度も一緒に戦い、共に死線を越えてきた。

　ジェイコブ、アレシア、イオネ。彼らは自分にとってもはや家族に等しい。

「そんなことより、金鉱山への道順は把は握あく出来てます？　せっかくあたしが囮おとりになるのに、道に迷って失敗しちゃいました、なんて嫌ですよ？」

　問いに答えるのは、カウボーイのジェイコブだ。

「任せろよ、お嬢。ルートは全部把握してある。今からいきゃあ日没前には鷲羽の極光クスクルザ・フレアの真下へ着くだろうぜ！」

　隣となりの軍人女、アレシアも馬上で頷うなずく。

「ダイナマイトもたっぷりと積み込みました。お望みならば、山ごと木端微塵にして差し上げましょう」

　抜ぬき身みのサーベルをぶらぶらさせて、ドレスのイオネもたおやかに笑む。

「当然、ゾンビさんたちも多少は守りを固めてるでしょうけど、片かたっ端ぱしから斬きり刻んで差し上げますわ。うふふふっ、興奮してきちゃう♪」

　そりゃ頼もしい限りです、とソフィアは苦笑。

「大ガレス卿のことはあたしに任せて下さい。一秒でも長く引き留めておきますから、その間にみんなは金脈の爆破を頼みます」

　それから、とソフィアは続けた。出来るだけ平へい坦たんな口調になるように、

「もしもあたしがフライングデッドにされちゃった時は、きっちり灰にして下さいね」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが下りた。

　それに気づかぬ振りで馬を進めていると、また背中を叩かれた。盛大にバーンッと。

「なあに暗いこと言ってんだよ、お嬢！　そんなんちっとも似合わないぜ！」

「いーたーいっ！　だからジェイコブっ、わざとやってません!?」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　ちぃと勿もつ体たいねえけど、金脈なんてとっとと爆破して、すぐにお嬢を助けにいくからよ！　心配することなんてなんもねえよ！」

「え……」

「で、ありますな。速やかに作戦を遂すい行こう出来れば、そもそもソフィア殿が鉱山砦とりでに出向く必要もない。六公こう爵しやくとの逢あい引びきなど元教育係の我々がご破算にして差し上げます。ですから、ドンと構えていて下さい」

「昔からソフィアちゃんの面めん倒どう見るのはわたくしたちのお仕事でしたからね～。こーんなちっちゃかった頃、オネショしちゃったソフィアちゃんが泣きついてきた時のことを思い出しますよぉ。あの時の可愛さと言ったら、もう♪　もう♪　もう♪」

「イオネぇぇぇっ！　それは一生誰だれにも言わないって約束だったじゃないですか!?　なにさらっとバラしてやがんですか、あなたは!?」

「お、だったら俺だってあるぜ。お嬢が十歳の時だったかな？　初めて金脈見つけた時さ、お嬢ってばテンション上がり過ぎて縦穴に落っこちてやんの！　いやぁ、マジ危き機き一いつ髪ぱつ。あん時ほど自分が投げ縄使いで良かったと思ったことはなかったぜ！」

「あん時だってジェイコブが背中どついたんでしょうが！　あたしは！　ちゃんと！　足元見てたの！」

「熊くま肉を獲とるんだと言って、山に駆け込んでいったこともありましたな。子供の頃から無む鉄てつ砲ぽうと言うかなんというか。国軍から移籍した自分の初任務が、クマ狩がりに出た幼女の救出とは思いもよりませんでした」

「だからって子供の前でクマの頭吹ふっ飛とばします!?　血の海で延々お説教されたあの光景、今でも夢に出てくるんですよ!?」

　なんにせよ、とジェイコブが笑みを見せた。

「お嬢はなんも心配することなんてねえんだよ。何があったって俺たちがついてる。たとえこの命が尽つきようと、俺らはお嬢の味方だぜ？」

「そういうことでありますな」

「みんな、ソフィアちゃんが大好きですよ♪」

　むぅ……、と言葉に詰まり、ソフィアはそっぽを向く。

「ふんだ、そんなの分かってますよ」

　まったくバツが悪い。どんな戦場を乗のり越こえても、どれだけ死体の山を踏ふみ越えても、この仲間たちは変わらない。いつまで経っても保護者面で、いつまで経っても頼もしい味方でいてくれる。

　もしも無事に帰ってこれたなら、ウィルのことを紹しよう介かいしてみようか。問題は色々あるけれど、彼らなら忍者のウィルも受け入れてくれるかもしれない。

「はいはい、じゃあとっとといきますよ！　サクッと片付けて、サクッと帰って、みんなでパンケーキパーティーです！」

　死地へ赴おもむくという重圧は、いつの間にか薄うすらいでいた。大丈夫、あたしにはこの三人がいる。大ガレス卿を出だし抜ぬいて、開拓者の未来を繫つなぐのだ。彼らとならそれが出来る。

　ソフィアは──そう、信じていた。
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『蹄鉄の開拓団』が去った後、宿屋の前でウィルはぐっ……と拳こぶしを握にぎり締しめた。

「旦だん那な、どうするんだい？　これから……」

「決まってるさ。黄金の刃ムラサメガタナを手に入れて、ソフィアのもとへ駆けつける」

　間かん髪はつを容いれずに答えると、隣のケヴィンは「だよな！」と頷いた。

「じゃあ、ちょっと待っててくれよ。今、旦那の分も馬を調達してくるからさ」

　そう言って駆け出そうとするケヴィンの手をウィルは摑んだ。

　真っ直ぐに彼女の目を見つめ、言う。

「いやここでさよならだよ、ケヴィン。ここから先はたぶん本当に命いのち懸がけになる。そんな戦いにケヴィンを連れてはいけない」

　いやいやと当然のようにケヴィンは首を振ふった。

「そうはいかないぜ。アタシは旦那についていくって、そう決めてるんだ」

「俺はもともと六公爵の情報を聞いたら一人旅に戻もどるつもりだったんだ。状じよう況きようは変わっちゃったけど、『白はく亜あの忌いみ手て』が金鉱山にいるのは分かってる。だから……」

　言葉の途と中ちゆうでふいにケヴィンが一歩踏み出した。不意打ち気味に彼女の唇くちびるが頰ほおへ近づき、はっとする。だが触ふれる寸前で恥はずかしさに負けたのか、真っ赤な顔で「うぅ……」とケヴィンは急停止。しかし勇気を振り絞しぼるような囁ささやき声で、

「……好き、なんだ……旦那のこと。アタシのは秘装銃士のウソとは違ちがうんだよ……？」

「……だから困ってるんだ。ソフィアのウソは俺も途中から気づいてた。でもケヴィンはそうじゃない。だから……」

　ウィルは厳しい表情で一歩下がり、距きよ離りを取る。

「俺は忍にん者じやなんだ……開拓者の君とは生きられない」

　途と端たん、両手をぐっと握り締めてケヴィンは叫さけんだ。

「だったらアタシは今から金鉱山にいく！　一人でゾンビ共に特とつ攻こうしてやるよ！」

「ば、馬ば鹿かなこと言っちゃダメだ！」

　思わぬことを言われて動どう揺ようした。すると間髪を容れずビシッと指を突つきつけられる。隙すきを見つけたとばかりに、にやりと頰を緩ゆるめるケヴィン。

「それが嫌いやなら旦那はアタシを連れてくしかねえぜ？」

　年上の貫かん録ろくを見せつけるように、ケヴィンは確信を込めた口調で言う。

「旦那には足手まといが必要なんだ。自分がいなけりゃ一瞬で死んじまうような、そんな弱っちい奴やつがそばでウロチョロしてなきゃダメなんだ。だってよ、旦那ってば『今から死ぬ覚かく悟ごでございます』って顔してるぜ。そうはさせねえよ。旦那が死んだら二秒でアタシも死んじまう、そんな状況にしてやるぜ。なんの役にも立たねえ最弱なアタシは、そうやって旦那のことを守るんだ」

　……とっさに二の句が継つげなかった。見み透すかされてしまっていた。

　最終奥義を使えば、命の保証はない。アイラは寿じゆ命みようが削けずられると言っていたが、たぶんそんなものでは済まないだろう。……けれど、それをケヴィンに説明なんて出来ない。

「……分かった。あとでもう一度話し合おう。その前に黄金の刃ムラサメガタナを手に入れるよ」

「え？　旦那……？」

　ウィルは通りの中央へ移動した。風に煽あおられて回転草タンブル・ウイードが転がっていく。地面にはガンマンたちがつけていった無数の蹄ひづめ跡あとがあるだけで、誰もいない。

　だが、目覚めた時からずっと気配を感じていた。

「──桜おう火か。いるんだろ？　出てきてくれ」

　そう声を掛かけた途端、ウィルの影かげからぬぅっと人ひと影かげが伸のび上がってきた。

　忍にん法ぽう、影かげ渡わたりの術だ。ケヴィンが腰こしを抜かして叫ぶ。

「お、おうわぁぁっ!?　に、忍者!?　旦那の影から小こ娘むすめの忍者が現れやがったーっ！」

　結わえた黒くろ髪かみに、背中へ背負った何本もの黄金の刃ムラサメガタナ。ぱっちりとした目が可愛らしい、少女の忍者。六ろつ鬼き山さんで共に修行した、桜火だ。

「やっと追いつきましたです、ウィル兄様。さあ毘び沙しや門もん天てん様のもとへ帰りましょう！」

　少し屈かがめば互たがいの鼻もくっつきそうな距離だ。ケヴィンが「に、兄様だと？　いやそれはともかく近すぎねえかオイ！」と言うがウィルも返事は出来ない。

　油断すれば、桜火は一瞬で腱けんを断ち切りにくるだろう。

「……桜火。ビチャモンテンとはもう袂たもとを分かったんだ。俺が六鬼山を出たのは黄金郷の企みを知ったからだ。どんな理由があっても、俺はあれを見過ごすことは出来ないんだよ」

　桜火が唇を嚙かむ。ウィルは続ける。

「俺が口寄せノ新薩界を会得出来ないのは開拓者の血統だから、っていうのも偽いつわりだった。そうだよね？」

「──っ!?　兄様、まさかご自分の心臓のことを……っ!?」

「ああ、知ったよ。俺も企みの一部だったんだな」

　でもっ、と桜火がシャツを摑つかんでくる。

「開かい拓たく者共に命懸けで戦ってやるほどの価値なんてないです！　奴らは平気で仲間を裏切ります。平気で子供を生いけ贄にえにします。いくら兄様が昔に開拓者だったからって、そこまで奴らに義理立てする必要がどこにありますか!?」

「……確かに、俺もこの街で見たよ。彼らが時に間ま違ちがったことをするところを。……でもさ、ソフィアがいれば大丈夫なんだ」

「ソフィア？　一体誰ですかそれは？」

　答える瞬しゆん間かん、ウィルはどこか誇ほこらしいような、くすぐったいような気持ちになった。

「──荒こう野やの救世主さ」

　はにかむように言って、続ける。

「たとえ開拓者が道を間違えたとしても、ソフィアがいれば正してくれる。彼女は俺のことを希望だなんて言ったけど、開拓者にとって本当に必要なのはソフィアの方だ。……だから、助けにいかなきゃいけないんだ。たとえこの命に代えてでも。だから桜火、その黄金の刃ムラサメガタナを渡わたしてくれ。ダメだと言うなら力ずくでいく」

「……兄様は身勝手なのです。そういうところ昔から本当変わりません」

　まるで空中を滑すべるように桜火が背後に飛ぶ。一回転すると背中の黄金の刃ムラサメガタナが離はなれ、着地と同時にすべての刃がザザザンッ！　と地面に突き刺ささった。

「力ずくがご所望なら願ってもありませんです。でも兄様が組手でわたしに勝ったことがありますか？　掛かってくるといいです！」

　桜火の小さな身から立たち昇のぼる確かな闘気。「だ、旦那っ。大だい丈じよう夫ぶかい？」と言うケヴィンに頷うなずいて、ウィルは袖そでをまくる。

「俺は開拓者の礎いしずえになるって決めてる。いくぞ、桜火。ここだけは譲ゆずれないんだ！」

　地面を踏み締め、ウィルは渾こん身しんの力で飛び出した。




　　　　◆　◇　◆




　ちょうど日にち没ぼつ間際にソフィアは目的地へ到とう着ちやくした。

　ブラックヒルズ金鉱山、山頂近くの鉱山砦。巨きよ大だいな岩石のようにそびえる砦は、もともと採さい掘くつ用のトンネルを守るためのものだった。

　武骨な鉄の屋根アイアン・ルーフの下には今、無数のフライングデッドがひしめいているはずだ。皮肉と言えばこれ以上の皮肉はないだろう。ソフィアは静かに嘆たん息そくする。

「さすがに一人になると、ちょっときますね……」

　見上げた先、山頂には依然として光の柱が屹きつ立りつしていた。おそらく部隊のみんなはそろそろ戦い始めているはずだ。

「失礼だが、秘ひ装そう銃じゆう士しソフィア・ブラッドフォード殿どのとお見受けする。相そう違いないか？」

　砦とりでの大門前までくると、一体のフライングデッドが待っていた。

　長く艶つやのある髪かみに切れ長の目。男性の貴族服を着ているが、女のフライングデッドだ。

　まるで彫ちよう刻こくのように美しく、人間ならば男装の麗れい人じんという言葉がしっくりくるだろう。

「わたしの名はイーリスサフロン。我が主あるじ、大ガレス卿きようの配下に連なる一人だ」

　その背には、悪あく魔まのような漆しつ黒こくの翼つばさが生えていた。爵しやく位い持ちだ。

　爵位持ちは下から順に男だん爵しやく・子し爵しやく・伯はく爵しやくの階級に分かれており、それぞれが黒の二枚翼・四枚翼・六枚翼を生やしている。頂点にいる六公こう爵しやくは別格で白の六枚翼だ。

　一番下の男爵クラスでさえ戦力差は絶望的で、騎き兵へい隊の一個師団を用いて勝負になるかどうかというレベルである。

　イーリスサフロンの翼は四枚。男爵よりも上の子爵クラスだ。その気になれば、ソフィアなど一いつ瞬しゆんで消し炭にされるだろう。

　引きつりそうになる頰を必死に堪こらえ、なんとか不敵な笑みを作る。

「こんな物ぶつ騒そうな場所へ無防備にくる女の子は、荒野でも一人だけだと思いますよ？　そう、あたしがソフィア・ブラッドフォードです。イーリス子爵、ってお呼びすればいいですか、お貴族様？」

「わたしの呼び名など好きにして頂いて構わない。どうぞこちらへ。我が主がお待ちだ。歓かん迎げいの準備もすでに出来ている」

「歓迎ね。いやはやどんな素敵なパーティーでしょうね……」

　イーリス子爵が手招きし、大門が重々しく開いていく。テンガロンハットの端はしを引き、ソフィアは砦へ足を踏ふみ入れた。明かりはない。

　背後で大門がゆっくりと閉じていく。外からの光が遮さえぎられ、視界が闇やみに閉ざされていく。

　上等だ。たとえ真まっ暗くら闇やみに放り込まれても、こっちには黄金の銃弾イクス・ブレツドの輝かがやきがある。覚悟を決めて銃を引ひき抜いた。先手必勝。

「カウント３でパーティー開始。３……２……１──」

　ゼロ。その瞬間、大門は完全に閉じきり、ソフィアは引き金を引いた。同時、周囲にぱっと明かりがついた。

「ようこそ、ソフィア君！　私たちは君を歓迎するぞぉぉぉっ！」

　ラッパのファンファーレが鳴なり響ひびき、フラワーシャワーが降り注いだ。

　真っ白なテーブルクロスには豪ごう華かな料理。武骨な壁かべにも色とりどりの飾かざりがつけられている。

　何千というフライングデッドが頭に三角帽ぼう子しを被かぶり、こちらへ向かって拍はく手しゆをしていた。

　一番目立つところには垂れ幕が下がっていて、『歓迎！　ソフィア・ブラッドフォード様！』と書かれている。目の前に広がっていたのは、字面通りのパーティー会場。

　──端たん的てきに言えば、ワケが分からなかった。

「なに、これ……」

「なにってもちろん、君の歓迎パーティーさ！　決まっておるだろう!?」

　大ガレス卿がニコニコしながら寄ってきた。さっき撃うった黄金の銃弾イクス・ブレツドはその手のフライパンが防いだようだ。

「歓迎パーティー……？　ふ、ふざけないで！　あたしをおちょくってるんですか!?」

「むむ、何を怒おこってるんだ、ソフィア君？　いきなり発はつ砲ぽうまでしてくるし、イーリス君、ちゃんと彼女に説明は……」

「しておりません。大ガレス様がわたしにお命じになったのは、ソフィア殿のご案内だけですので」

「おおう!?　いつものことだが君は本当に紋もん切きり型がたの生き真ま面じ目めさんだな!?　ちょっと待ちたまえ、じゃあこの歓迎もソフィア君的にはさっぱりではないか!?　ダダすべりもいいところだぞ!?」

「まさに現在、ブラッドフォード殿はそのようなお顔をしているかと」

「いやぁ、イーリス君ってば本当にお役所仕事だなぁ！」

　大ガレス卿がいっそ滑こつ稽けいなくらいに頭を抱かかえる。

　まったく状じよう況きようは分からないが、つけ入るには最高の隙すきだ。

「大ガレス卿、死にさらしなさい！」

　ファニング撃ちで黄金の銃弾イクス・ブレツドを速射。敵ははっとした顔をすると、必死の表情でフライパンを振ふり回す。

「おおおっ!?　ちょっと待って！　待ってくれたまえ、ソフィア君！　ストップストップ！　おお、危ない!?　今ちょっと掠かすめたぞ!?」

　六発撃って弾たま切れがくる。だが『花星精の輪舞スラスト・ワルツ』のステップは刹せつ那なのリロードを可能にする。六発目の撃ち終わりと同時に、黄金の銃弾イクス・ブレツドを指で弾はじき、リロードしようとした瞬間、

「とおりゃあッ！　淑しゆく女じよにこんな真ま似ねをして大いにすまない！　だが聞いてほしい！」

「ひゃあ……っ！」

　目の前に出現した大ガレス卿に抱え上げられた。刹那の動きも、光速には及およばなかった。

「私は君と対話がしたいのだ！」

「た、対話……ですって？」

「そうだ。対話だ。対等な者同士が心と心を重ねる、お話し合いだ！」

　下手に動けばやられる。身を硬かたくするソフィアを、しかし大ガレス卿は丁てい寧ねいに下ろした。

「だから、まずは信じてほしい。私は君を決して傷つけない。もちろんそれはこの場にいる同どう胞ほうたちも同様だ。その意志を示すための歓迎パーティーなのだよ。私たちは君と対話がしたいんだ」

「フライングデッドが話を……？　一体、何を企んでるんですか!?　いえ、あたしとあなたの力量差で企みなんて必要ない。やっぱりあたしをおちょくってるんでしょう!?」

「信じられないのも無理はない。だから私は何度でも言葉を重ねるよ。君の信しん頼らいを得られるまで、そう何度でもだ」

「くどい！　ならば大ガレス卿、あなたの右みぎ腕うでを差し出しなさい！　死の精せい霊れいを使役すると言われたその『白はく亜あの忌いみ手て』！　それを差し出すと言うなら、あたしも耳を傾かたむけるぐらいは考えましょう！」

「いいだろう。黄金の銃弾イクス・ブレツドで撃ちたまえ」

「な……っ!?」

　ざわっと周囲のフライングデッドたちまでがざわついた。

「いけません、大ガレス様！　あなたの右腕は亡き盟友との絆きずなのはず！　２００年もの間、守り続けたその証を自ら捨てるおつもりですか!?」

「イーリス君、ありがとう。だが真に尊ぶべきは過去よりも未来だ。この右腕がその礎となるのなら、盟友たちも『しょうがないな』と笑ってくれるさ。そういう奴やつらだった」

　亡き盟友？　絆？　その証？　会話の意味はまったく分からない。

　だが大ガレス卿の目は本気だった。六公爵『白亜の忌手』はその右腕によって死の精霊を操り、即そく死し系の技を繰くり出だすという。それを奪うばえるなら、これほどの戦果はない。

　いつか立ち向かうウィルの助けになるはずだ。

　……でも、本気？　あたしと話すためだけに、本当にその右腕を差し出すと？

「……か、覚かく悟ごなさい」

「しているよ。君が生まれる前からね」

　引き金を引いた。黄金の銃弾イクス・ブレツドが直ちよく撃げきし、大ガレス卿の右腕が燃え上がる。

「ああ、大ガレス様！　あなたという方は……っ！」

　イーリス子爵が瞬しゆん時じに精霊術を行使し、大ガレス卿の肩かたから下を切断した。右腕が宙を舞まい、黄金の炎ほのおは身体からだにまでは及ばない。

　一方、ガンマンたちにとって長年恐きよう怖ふの代名詞であった右腕は、灰になって消しよう滅めつした。

　しかしソフィアの胸に去来したのは、感かん慨がいではなく、巨大な戸と惑まどいだった。

「ほ、本当に右腕を差し出すなんて……っ」

「これで話を聞いてもらえるだろうか」

　ビクッと思わず後退った。威い圧あつされたからではない。その言葉にあまりに真しん摯しな響きを感じたからだ。

「ど、どうしてあなたはそこまでするんですか？　そこまでして、どうして対話なんてしようと……」

「どうして、か。答えよう。それこそが対話の始まりだ。聞いてくれ、ソフィア君」

　そして大ガレス卿は言った。まるで長年の友に語りかけるような穏おだやかな口調で、




「そもそも我々フライングデッドには──開かい拓たく者と争う意志はないのだ」




「は……？」

　あまりと言えばあまりな言葉に、思わず呆ほうけた声が出た。

「な、何言ってるんですか……？　冗じよう談だんにしたって馬ば鹿か々々し過ぎでしょう……？」

「すぐに信じられないのも無理はない。私たちはあまりに長い時間、言葉を交わさずにここまできてしまった」

「だいたい、ブラックヒルズタウンで戦ったばかりでしょう!?　空から爆ばく撃げきみたいな精霊術を撃ってきたじゃないですか！」

「ブラッドフォード殿、あの時はそばに忍にん者じやの気配があった。ゆえに我が主は対立している風を装わねばならなかったのだ。しかし細心の注意で手加減はした。街の人間に精霊術での犠ぎ牲せい者しやはいないはずだ」

「そ、それは……」

　確かにその通りだった。避ひ難なんさせた街の人々に重傷者は一人もいなかった。

「でも今までどれだけの開拓者があなたたちに襲おそわれてきたと思ってるんですか!?　みんな、あなたたちに嚙かまれて同じフライングデッドにされてしまったんですよ!?」

「その通り。私たちは誠心誠意、君たちを嚙んできた。そうして迎むかえ入れてきたのだ。大切な同胞として」

「化物にされて一体何を喜べと!?」

「そこだ。そこに誤解がある！」

　ザッと大ガレス卿きようが一歩を踏み出した。反射的にソフィアは後退さる。

「君たちはこう思っているのだろう。フライングデッドになった者は、生前の記き憶おくも人格も失い、理性のない化物になってしまうのだと。それは誤解なのだ。いいかい、我らの同胞となった者は誰一人として生前の心を失ってなどいない」

「なん、ですって……？」

「そもそも爵しやく位い持ちの私やイーリス君は普ふ通つうに君と言葉を交わしているだろう？　爵位持ちになって突とつ然ぜん自我が芽生えるのではない。最初から心は消えずに残っているのさ」

　ソフィアは「だったら！」と手近にいたフライングデッドへ銃じゆうを向けた

　それは成り立ての、子供のフライングデッドだった。小さな口が負の感情を垂れ流す。

「ポルギュアァァァ……なんで僕だけ病気なのなんで僕だけ病気なの、なんでお姉ちゃんばっかり元気なの！」

「これはどういうことですか!?　生前の負の感情を喋しやべるしかないこの化物の、一体どこに心が残ってるって言うんです!?」

　子供のフライングデッドは、まるで壊こわれた玩がん具ぐのように恨うらみ言ごとを吐はき続けている。しかし、大ガレス卿はそっと目を細めた。それも、ひどく優しげに。

「その子は、昨日までブラックヒルズタウンにいた子だな。ソフィア君、表面的な言葉に捉とらわれず、その子のしようとしてることを見てあげてくれ」

　子供のフライングデッドの手には……花があった。紙にくるまれた野花だ。子供は負の感情を吐き続けたまま、緩かん慢まんな動作で花をこちらへ差し出した。

「それは彼からのウェルカムフラワーだよ」

「な……っ!?　あたしを歓かん迎げいしようとしている……っ!?」

　ソフィアはさらに後退さる。すると、子供はしょぼんと肩を落とした。

　一いつ瞬しゆん、良心の呵か責しやくを感じそうになって、ゾッとする。常識が崩くずされかけたのを感じた。

「ソフィア君、成り立ての同胞が負の感情を吐き出すのは、心の修行なのだ。生前の悪い感情を口にすることで、私たちは自分の心と向き合っているのだよ。そうやって、成長しようとしているのだ。昨日より今日、少しでも素敵な自分になれるように。そしてその修行を終え、黄金の粉ゾンビパウダーを得た者たちが、きちんと喋れる爵位持ちとなるのだ」

「な、何が心の修行ですか！　成り立てのフライングデッドはまず身内を襲おうとする！　それは血も涙なみだもない化物の所業です！　それこそ一片の心もない怪かい物ぶつだっていう証しよう拠こでしょう!?　違ちがいますか!?」

「人間からフライングデッドへと生まれ変わった時、まず我々が感じるものが何か分かるかい？　それはね、安あん堵どだ。人間だった頃ころは気づけなくとも、我々のまわりには常に精霊たちがいて、私たちのことを祝福してくれている。──人は独りではない。それをまず私たちは感じるのだ。孤こ独どくな夜も、淋さびしさに涙する日も、私たちは愛されていた。そんな喜びを得た時、君はまず誰だれに伝えたいと思うかな？」

「ま、まさか……っ」

　周囲に小さなつむじ風、緩ゆるやかな水流、灯火のような炎を出して、紳しん士しは微ほほ笑えむ。

「この幸せを大切な人にも感じてほしい。成り立てのフライングデッドは、そんな気持ちで親しい人たちのもとへ駆かけつけるんだ」

「フライングデッドが善意から人々を襲ってるって言うんですか……っ!?」

　六枚の純白の翼つばさをはためかせ、大ガレス卿が舞い上がる。

　ソフィアの前へまるで天使のように下り立つと、紳士は澄すんだ瞳ひとみで言葉を紡つむいだ。

「ゾンビになることは、怖こわいことではない。自分という存在を失うことではないし、得体の知れない化物になることでもない。君は君のまま、今の確固たる君という存在のまま、精霊の祝福を受け、次の段階にシフトするということなんだ」

「フ、フライングデッドが人間の進化系だとでも言うんですか……っ」

「そうだ。そして君も知っての通り、我々は不死身だ。私を初めとする六公こう爵しやくの夢を聞いてくれるかい？　それはね、みんなが幸せに生きられる理想郷──永遠の千年王国を築くことなんだ」

「みんなが幸せに生きられる、永遠の千年王国……」

「ソフィア君、君には自らの意志で同胞となってほしい。秘装銃士である君に理解してもらえたなら、より多くの開拓者にも理解してもらえるはずなのだ。それが今日、君を招かせてもらった理由だよ」

　残った左手を胸に当て、大ガレス卿は言った。

「どうか私を信じてほしい。『ゾンビこわくない！』、これをキャッチフレーズに共に永遠の千年王国を築こう！」

　恐おそろしいことに、その言葉には誠意があった。けれど信じるわけにはいかない。断固として認めてはならない。でなければ、すべて覆くつがえされてしまう。

　開拓者のため、仲間たちと積み重ねてきた戦いの意味が、完かん膚ぷなきまでに崩れ去ってしまうのだ。ソフィアは大ガレス卿の顔へ銃を突つきつけた。

　大だい丈じよう夫ぶ、戦える。まだ戦える！

「だからっ！　そんなの信じられるわけないって言ってるでしょう!?　あなたの対話には何一つ根こん拠きよがない！　百の言葉、千の甘かん言げん、万の戯ざれ言ごとを囁ささやかれたって、秘装銃士たるこのあたしが騙だまされる道理はないんですよッ！」

　拒きよ絶ぜつの言葉を吐き、ソフィアは黄金の銃弾イクス・ブレツドを乱射する。しかしすかさずフライパンを拾ったイーリス子し爵しやくが防ぼう御ぎよに入った。

「ブラッドフォード殿どの！　対話を求める相手に銃じゆう撃げきとはいくらなんでも不作法ではないか!?　心ない行いをしているのは、一体どちらだ!?」

「な……っ!?　う、うるさいです！　ゾンビが偉えらそうなこと言わないで！」

「いいんだ、イーリス君。彼女の戸惑いはもっともだ」

　大ガレス卿は哀かなしげな目で、静かに微笑んだ。それは嫌いやになるほど人間的な表情だった。

「安心していい、ソフィア君。たとえ四し肢しをもがれようとも、私は君に礼を尽つくすことを忘れない。何度だって君へ語りかけよう。しかし、情けないことに私一人の言葉では君の心を開くのは難しいようだ。だから私は彼らの力を借りようと思う。たとえ一人では困難な道も、信しん頼らい出来る仲間となら開くことが出来ると信じるからだ。そう、彼らの言葉なら、きっと君の心にも届くだろう。なぜなら彼らは君の大切な仲間なのだから」

「ちょ、ちょっと待って……っ」

　悪寒が背中を駆け抜ぬけた。

　何？　大ガレス卿は一体誰のことを言っているの？　彼ら？　思い当たるのは一つしかない。その彼らとはまさか……っ。

　口を開いたのはイーリス子爵。

「相手をさせて頂いたのは、わたしだ。金鉱山の裏からまさかあんな大部隊がやってくるとは予想外だったが、相手が悪かったと言わざるを得ない。子爵クラスのわたしにはあの倍は必要だったろう。大ガレス様は彼らとも対話を望まれたが……わたしの独断で先に同どう胞ほうとなってもらった。彼らはすでに全員こちら側だ」

「う、そ……そんなの噓うそですよ！」

「会えば分かる。宜よろしいですか、大ガレス様？」

　大ガレス卿が「うむ」と頷うなずき、イーリス子爵が合図するように手を上げた。

　ソフィアは「……っ」と声にならない悲鳴を上げる。

　みんながそうなってしまう可能性はずっと覚悟していた。自分がそうなって灰にされる覚悟だってあった。でも、こんな状じよう況きようを想定したことなんてない。

　ダメだ。今みんなに会ってしまったら、あたしのすべてが壊れてしまう！

「やめてッ！　それだけはダメぇ……ッ！」

　悲鳴をかき消すように、大ガレス卿が嬉き々きとした声を張り上げる。

「待たせてすまなかった！　さあ、きてくれたまえ！　開拓者からフライングデッドへと生まれ変わった、新たなる同胞たちよ！」

　奥の扉とびらがバンッ！　と開き、新手のフライングデッドたちが飛び込んできた。

　その数、およそ三百。金脈の爆ばく破はに向かったガンマンたちだ。

　そのなかから三人のフライングデッドが舞まい降おりてくる。

　それはソフィアのよく知る彼ら──ジェイコブ。アレシア。イオネ。三人の師団長たちだった。バサァッと三人が黒の翼を広げる。まるで生まれ変わった姿を誇こ示じするように。

「ううう、あああ……ッ！」

　ソフィアは銃じゆう口こうを向けた。目じりに涙が浮うかび、引き金に掛かけた指は震ふるえ、

「撃うてぇ、あたし！　あたしは誰だ！　秘装銃士ソフィア・ブラッドフォードだ！　だから、だからぁ……っ！」

　彼らは笑った。子供の頃から見てきた、いつもの笑みで。

「なんて顔してんだよ、お嬢じよう！　大丈夫だよ、ほら見てくれ！　ゾンビになったけど全然なんも変わらねえ。俺たちはちゃんと俺たちのままだ。今まで通り、お嬢とずっと一いつ緒しよにいられるぜ！」

「いやはや一時はどうなることかと思いましたが、ソフィア殿、我々の意志は健在です。正直、戦いに敗れた時は自分も化物になるものだと思っていました。しかし、大ガレス卿の仰おつしやることは真実です。我々は我々です。何も心配することはありません」

「っていうか、すごいのですわァ、このエクスタシー！　リビドーが漲みなぎってきて、世界との一体感がドシドシ身体からだの芯しんに響ひびいてきますのォ。こんな自分、わたくし知らない！　さっきからもうイキっぱなしですの！　ソフィアちゃん、ゾンビになるって本当に肉体にイイことですよぉ♪」

　師団長たちは大ガレス卿のそばへとぴたりと寄より添そう。片かた腕うでのゾンビは嬉うれしそうに笑む。

「ソフィア君、見てやってくれ。彼らの背に生えたこの雄お々おしい二枚翼を。彼らは男だん爵しやくクラスとなった。黄金の粉ゾンビパウダーもなく、嚙かまれてすぐに爵位持ちになるとはすごいことだ。そしてもう分かってくれたと思う。ジェイコブ君たちはフライングデッドになった今も、君を大好きな彼らのままだよ」

「おうよ！」

「で、ありますな」

「大好きですよ、ソフィアちゃん♪」

「う、あ、ああ……っ」

　嗚お咽えつをもらし、ソフィアは膝ひざから崩れ落ちた。

　みんな、そのままだ。肌はだは緑で、瞳どう孔こうは赤、背中には翼まで生えちゃってるのに……。

　幼い頃から一緒にいたソフィアは、本能的に理解してしまった。

　彼らの心は何一つ変わっていない。操られているわけでもなければ、装っているわけでもない。フライングデッドになった仲間たちは、人間だった頃の心のままだ。

　つまり、ゾンビは言葉の通じない化物ではなかった。彼らは人の心を残しているのだ。

「……それじゃあ、あたしたちの戦いってなんだったの？　大ガレス卿きようの言っていることが本当なら、みんなでフライングデッドになっちゃえばそれでハッピーエンドじゃない……っ。あたしたちの戦いは全部無意味だったの!?　いや、待って、そもそも……」

　はっとした。それに気づいた瞬しゆん間かん、血の気が失せた。

「フライングデッドが人の心を失くしてないなら、あたしは今までなんの罪もない人間を撃ってきたのと同じなんじゃ……っ！」

　パニックになりかける。だがそれを寸前で押し留めたのは──大ガレス卿だ。

「そこまでだ、ソフィア君！　自分を責めてはいけない。聞くんだ、我が同胞のなかに君を責める者など一人もいないぞ！」

「そんなわけないでしょ!?　あなたたちからすれば、あたしは大量殺人者じゃないですか!?」

「おかしなことを言う！　もう一度よく見たまえ。これが大量殺人者を迎むかえる装いかね!?」

　指し示されたのは、賑にぎやかに彩いろどられたパーティー会場。ソフィアは言葉に詰つまる。

「すまない、ソフィア君。君のその慟どう哭こくはすべて私の至らなさが元げん凶きようだ。六公爵のなかには、対話などせず、力ずくで仲良くなってしまえばいいと考える者もいる。私がもっと努力をし、フライングデッド全体に対話の意志を浸しん透とうさせていれば、君がこれほど苦しむこともなかった。だが信じてほしい。我々はいつだってみんなの幸せを考えている。だから君が歩み寄ってくれることを喜びこそすれ、責める者など誰だれ一人ひとりいない！」

　大ガレス卿が膝を折って視線を合わせてくる。そして、紳士は言った。

「ソフィア君。どんな過去があろうとも、ゾンビは変わらず君にフォーリンラブだ」

「大ガレス卿……」

　不覚にも涙なみだが溢あふれそうになった。

「おいおい待ってくれよ、大ガレスの旦だん那な！　一人だけお嬢の前で格好つけられちゃ、俺たちの立たつ瀬せがないってモンだぜ！」

「おお、ジェイコブ君。これは失敬した」

「そうであります。ソフィア殿のことは、昔から自分たちがお世話を担ってまいりました。ゆえに同胞を手に掛けたその罪も、自分たちは共に背負っていく覚かく悟ごであります」

「おお、アレシア君まで……っ。君たちはなんと爽さわやかな心の持ち主なのだ」

「さあ、ソフィアちゃん。こっちにお料理用意しましたから、一緒に食べましょう？　ゾンビさんになると食べなくていいらしいんですけど、やっぱり美お味いしいものは食べたいですもの。のんびりお食事して、お話しして、それで一緒にこれからのことを考えましょう。大丈夫、ソフィアちゃんは独りじゃないですから。……うふ、うふふ、それで、それでね？　晴れてゾンビさんになったら、お互たがいの肉体を斬きり刻み合ったりしましょうね！　ずっと我が慢まんしていたのに、わたくし、とうとうソフィアちゃんを斬り刻めるの！　あははは！　想像しただけでイッちゃいそう！　あはははははははははははッ！」

「……イ、イオネ君。君はもう少し落ち着いた方がいいのではないかな？」

　イオネに手を引かれ、テーブルの方へ誘さそわれる。アレシアがさり気なく隣となりに寄り添い、ジェイコブに「いつまでも泣いてんなって！」と背中を叩たたかれた。

　大ガレス卿が「うむ、良きかな」と鷹おう揚ように頷き、イーリス子爵が給仕の指示を出し始める。

　そうやって自然と流れだした空気は……温かかった。ここにいるのは、優しい気持ちを持った人たちばかりだ。胸がじんわりと温もりに包まれる。

　ソフィアは心で理解した。ゾンビたちが持っていた最強の武器、それは──愛だった。

　──ああ、もうダメだ。きっと、あたしはこのまま……。

　その時だった。突とつ如じよ、影かげのなかから声がしたのは。

「汚きたないその手をソフィアから離はなせ！　この腐くされゾンビ共がァッ！」

　足元の影からぬうっと誰だれかが飛び出してきた。「忍にん法ぽう、影かげ渡わたりの術ッ！」と叫さけびながら現れたのは──。

「ウィル!?」

　忍しのび装しよう束ぞく姿のウィルだった。輝かがやく手刀が横一線に薙なぎ払はらわれ、大ガレス卿たちは「ぬう!?」と羽ばたいて距きよ離りを取る。

　ウィルはソフィアを守るようにザァッと床ゆかに着地。

「話は全部聞かせてもらった！　ソフィア、あとは任せてくれ！」

「は、話は聞かせてもらったって……でも、ウィル……っ」

　ゴキッと拳こぶしを鳴らし、彼はゾンビたちへ叫んだ。驚おどろくほど、ほんのわずかの躊躇ためらいもなく、

「テメエら、ぜってぇぶっ殺してやんよ──ッ！」




　　　　◆　◇　◆




　鉱山砦とりでを見下ろせる一いつ本ぽん杉すぎの上、そこに桜火は立っていた。

「はぁ……なんだかんだで、わたしも甘々なのです」

　結局、日にち没ぼつまで殴なぐり合あい、それでも諦あきらめないウィルに根負けしたのは桜火の方だった。

　ちらりと金鉱山の方へ目を向ければ、そこには光の御柱──開かい拓たく者共の言う鷲羽の極光クスクルザ・フレアが輝いている。

　今、桜火がそこにいけば、漁夫の利を得ることが出来る。だが彼女はそれを選せん択たくしなかった。

「忍にん者じやの情けで今日だけは見み逃のがしてあげます。だからウィル兄様、どうか御ご武運を……」

　今回、ブラックヒルズ金脈の争そう奪だつ戦せんに黄金郷ジパングは関かん与よしない。

　ゆえにすべての命運は、ウィルと大ガレス卿の戦いに収束していく──。

















　ぎゅーっと抱だき締しめて離れた後、アイラは照れを誤ご魔ま化かすようにコホンと咳せき払ばらいをした。

「一つ重要なことを言っておくぞ。いいか？　──お前の心臓は黄金で出来ている」

「心臓が……黄金？　どういうこと？」

「文字通りの意味だ。忍者共はハラキリで黄金を取り込み、忍法を使う。開拓者のお前が同じ資質を得るには、体内に黄金用の経路を創る必要があった。それを成すのが黄金の心臓だ。おそらく毘び沙しや門もん天てんが外げ法ほうを用いてその処置をしたはずだ。身に覚えはないか？」

　確かに子供の頃ころ、修行を始める前に印いんと呪のろいを掛かけられた。

　おそらくは、あれが心臓を黄金に変える外法だったのだろう。

「心臓を黄金化したことで、お前は忍法を使えるようになった。だがこれには大きな欠点がある。お前は忍法を使う度、少しずつだが心臓の黄金も消費しているのだ」

　さすがに言葉を失った。ちらりとこちらの表情を見て、アイラは続ける。

「これで分かったな？　『忍者を滅ほろぼした後、黄金の刃ムラサメガタナが無くなったら……』なんて心配は的外れなのだ。お前は忍法を使う度、刻一刻と死に近づいているのだからな」

「そうか……それは、知らなかったな……」

　……だが考えてみれば、初めて会った七歳の時、ビチャモンテンは言っていた。

『黄金郷ジパング最強の忍者である我の教えを受ければ、貴様は究極無比の忍者となれる。だがその代だい償しようとして──』。その言葉の先は、このことだったのだろう。

「しかしその身体からだにはとてつもない利点もある。要は途と方ほうもない力の塊かたまりを体内に有しているということだからな。それは他の忍者共にはないものだ」

　アイラは炎ほのおの灯っていない方の指で、ウィルの胸をトンと突ついた。

「黄金の刃ムラサメガタナを腹ではなく、胸へ突き刺させ。それで心臓は極限まで活性化するはずだ。お前はかつてないほどの忍力チヤクラを手にし、わたしが血統の記き憶おくを呼び覚ますことで最終奥義への扉とびらを開くだろう。だが忘れるな。それはつまり──」




　　　　◆　◇　◆




　ウィルは油断なく周囲のゾンビを睨にらみながら、背後のソフィアへ声を掛ける。

「大だい丈じよう夫ぶだったかい、ソフィア？　もう心配はいらないぞ！」

「ウィ、ウィル……あの、あたしはその……っ」

「こんなくっさいゾンビ共、今すぐ俺が木こつ端ぱ微み塵じんにぶっ飛ばしてやるからな！」

「ま、待って下さい！　話を聞いてたんですよね!?　だったら、この人たちは……っ」

　すると、大ガレス卿きようが翼つばさを広げた。ゴオッと凄すさまじい圧力が辺りを支配する。

「あの時の忍者か……っ！　招かれてもいないパーティーに乱入とは、黄金郷ジパングは本当に礼れい儀ぎがなっていない。私たちの対話を邪じや魔まして、タダで済むと思っているのかね？」

「それはこっちの台詞せりふだ。貴様らがこの新大陸で繰くり返かえしてきた蛮ばん行こうの数々、今こそ俺の拳で贖あがなわせてやるってなモンだ」

「私に手も足も出なかったヘタレ忍者が、よくぞそこまで大口を叩けたものだ。君の相手など、ここにいる子し爵しやくクラスのイーリス君、もしくは男だん爵しやくクラスのジェイコブ君たちでも充じゆう分ぶんなくらいだぞ？」

「そうだな、確かに俺は貴様にコテンパンにされた。だが今回は違ちがう！」

　ウィルの手には黄金の刃ムラサメガタナ。すでに忍装束となっている身で、その刃を高く掲かかげる。

　覚悟を決めるように柄つかをグッと握にぎり、

「覚えとけ、ゾンビ野や郎ろう！　ウィリアム・ペリウス──それが貴様をコテンパンにする男の名だ！」

「ウィリアムだと？　……おい待ちたまえ、それは開拓者の名だ。君は変へん化げの術で悪あく趣しゆ味みな変装をしている黄金郷ジパングの民ではないのかね？　一体、何を言って……」

「さあ、荒こう野やの救世主に捧ささげよう、今この命を──斬きり捨て御ご免めんッ！」

　そして、ウィルは黄金の刃ムラサメガタナを自らの左胸へ突き刺した。

　途と端たん、ゴォッ！　と迸ほとばしる光。黄金の心臓が極限まで活性化。とてつもない忍力チヤクラがウィルの全身を駆かけ巡めぐる！

「うおおおおッ！　漲みなぎるぞパゥワァァァァッ！」

　両目がビカァァァと輝き、今までは両手だけだった黄金の光が全身に広がっていく。

　稲いな光びかりのように生じたスパークがテーブルの料理や壁かべの横断幕を焼き焦こがす。

　ゾンビ共が羽を広げて退たい避ひするなか、大ガレス卿だけが愕がく然ぜんとその姿に見入っていた。

「心臓に黄金の刃ムラサメガタナを突き刺してパワーアップだと……まさか、まさか君は！」

　緑の唇くちびるを戦慄わななかせて紳しん士しは叫んだ。

「まさか君は──改かい造ぞう忍ニン者ジヤか!?」

「改造忍者!?　ウィル、それは一体なんなんですか!?」

　嵐あらしのように吹ふき荒あれる光のなかでウィルは答える。

「改造忍者──それは、開拓者に改造手術を施し、人工的に生み出された忍者のことだ！」

「か、開拓者に改造手術ですってっ!?」

「黄金郷ジパングの企たくらみの産物さ。俺もアイラに聞くまで気づいてなかったけれど、おそらく俺はその人体実験のたった一人の成功例なんだ。体内に埋うめ込まれた黄金の心臓は黄金の刃ムラサメガタナを刺すことで起動し、歴戦の忍者すら凌りよう駕がするほどの忍力チヤクラを発揮する！」

　その瞬しゆん間かん、叫さけんだのは大ガレス卿だった。

「な、なんたることだ……っ、やめたまえ、ウィリアム君！　それ以上はいけない！　君は自分の心臓を消し飛ばす気か!?　命を粗そ末まつにしてはいけないぞぉぉぉっ！」

　飛び込んでくる大ガレス卿。だがその手が届くより早く、ウィルの足元に巨きよ大だいな曼まん荼だ羅らが出現した。

「迸る忍力チヤクラ！　そして呼び覚まされた血統の記憶！　この二つが揃そろった今ならば口寄せできるぞ、ペリウスの血統が持ち得た力の究極ッ！」

　スパンッと九字を切り、光の嵐のなかでウィルは叫ぶ。




「最終奥義、ペリウス式口寄せノ新薩界！　忍にん法ぽう、黒くろ船ふね来航の術──ッ！」




　その瞬間、ゴオオオオッ！　と曼荼羅から真っ黒な巨きよ体たいが飛び出した。あまりにも大質量のその巨体は天てん井じようを突き破やぶり、壁を破は壊かいし、鉱山砦とりでを木端微塵に爆散させる。

　そして金鉱山の大地にドドンッ！　と着水──否いな、着地した！

　ウィルの忍法で砦の外に飛ばされたソフィアが叫ぶ。

「ふ、船!?　巨大な船が荒野に出現した──っ!?」

「そう、船だ。これが俺のペリウス──いや、ペリーの血統が持ち得たはずの力」

　ウィルは旗き艦かんの船首で仁王立ちになり、自らが口寄せした船たちを睥へい睨げいする。

　黒光りする外装に、空へとそびえる勇ゆう壮そうなマスト。煙えん突とつから濛もう々もうと吐はき出すは、蒸気の煙けむり。いくつもの砲ほう門もんを備えたその姿はまさしく船だ。それが全部で四隻せき、金鉱山の中腹で蒸気の唸うなりを上げている。

　アイラによって血統の記憶を呼び覚まされたウィルには、すでに正しき歴史の知識が備わっている。そう、この新大陸は歴史を歪ゆがめられてしまっているのだ。

　１８５３年の現在、歴史が正しく進んだのなら、ウィルのペリウス家には高名な船乗りが誕生しているはずだった。

　その名もペリー提てい督とく。口寄せノ新薩界によって呼び出されたのは、彼が指揮していたはずの船たちだった。そう、つまりは四隻の蒸気船──黒船艦かん隊たいであるッ！

「「「ポルギュァァァァァァッ！　なんてことをするですかーっ」」」

　破壊された鉱山砦から数千体のゾンビ共が飛び立った。まるで緑のカーテンのように夜空へ広がっていくゾンビの群れ。それが黒船艦隊へと突き進すすんでくる。

　対して、ウィルは旗艦サスケハナ号の船首から高らかに右手を振ふり上げた。

「全砲門、開けぇッ！　目標、『白はく亜あの忌いみ手て』及およびフライングデッド軍団ッ！」

　それに応えるのは、船員としてそれぞれの黒船に乗船している分身体たち。

「「「オーキードーキッ！」」」

「撃うてぇぇぇ──ッ！」

　四隻の黒船、計73門の大たい砲ほうがゴォゥッ！　と一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　黄金の砲ほう撃げきは大地を穿うがち、森を薙なぎ、空の上の大軍団を左から右へボボボンッ！　と爆散させていく！

「な、なんて圧あつ倒とう的てきな大火力……っ！　でもやめて、ウィル！　その人たちは……っ」

　ソフィアが愕然と見つめる先、黒い翼のフライングデッドが三人、黒船艦隊へと向かっていく。螺ら旋せんを描えがくように飛び、見事に砲撃の雨をかいくぐっていくのは、

「ジェイコブたち……っ！　そんなっ、ダ、ダメぇ……っ！」

　男爵クラスとなった彼らは、恐おそるべき速度でウィルへと突っ込こんでいった。

「イーリスの姉あね御ごが忍にん者じやは悪い奴やつだって言ってたからな！」

「ゾンビになった自分たちの最初の大金星にさせて頂くであります！」

「人間の時は忍者になんて敵かないもしませんでしたけど、ゾンビさんになった今はどうですかねえ！　さあ、良い声で鳴いて下さいねぇ！　あはははははははっ！」

　分身体が「は、早い！　大砲の照準、間に合いません！」と報告。

　本体のウィルは静かに息を吐く。

「なるほど、懐ふところに入られたら艦隊は成す術すべもないな……。それに三体ともただならぬ力を感じる。連れん携けいを取られたら危うかったかもしれない。ただしさっきまでの俺ならばだ！」

　カッと両目が見開かれる。

「おおおおおおおおッ！　さらに漲るぞパゥワァァァァッ！」

　黄金の心臓が一層唸りを上げ、ウィルの髪かみが金色に逆立った。全身に凄まじいスパークが走り、虚こ空くうからふわりと提督のマントが現れる。忍装束の上からそのマントを装着し、

「喰くらえぃ、黄金に咲さき乱みだれる大輪の花！　ＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイＳＡＹセイ‐ＹＥＡＨイヤアアツ！」

　一いち撃げき必殺だった拳こぶしが連撃で放たれた。その速度、実に秒間数億発。

　光速に届かんばかりの拳の嵐に、男爵クラスの一人が「なにぃ!?」と叫ぶ。

「拳が速すぎて見えねえ!?　まるで黄金の花に吞のまれていくようだ！　がぁぁぁぁッ！」

　数億発の光が空に幾き何か学がく的な模様を描き出す。三体のゾンビは一いつ瞬しゆんにしてぶっ飛んだ。

　イーリスと呼ばれていた四枚翼のゾンビが目を見開く。

「馬ば鹿かな！　男爵クラスの彼らを瞬しゆん殺さつしたというのか!?」

　ウィルはゴキッと拳を鳴らして、空を睨む。

「懐に入れば勝てると思ったか！　残念だったな！　たとえ大砲の弾だん幕まくを抜ぬけてきたとしても、この状態になった俺は黒船艦隊と同じくらい強い！　黄金の光を全身に宿し、提てい督とくのマントを羽織ったフルバースト状態、これぞウィリアム・ペリウスの最強形態──提督モードだッ！」

　艦隊によるアウトレンジの征せい服ふく、そして提督モードによるインファイトの充じゆう実じつ。一分の隙すきもない鉄てつ壁ぺきな布ふ陣じんがここに完成していた。

　宙に浮うかぶ大ガレス卿へと、提督ウィルは満を持して指を突きつける。

「さあ、ご覧じませい！　忍びて奏でる鎮魂歌レクイエムッ！」




　　　　◆　◇　◆




「いやぁぁぁっ、みんなぁぁぁっ！」

　撃げき墜ついされた三人のもとへ、ソフィアは悲鳴を上げて駆け出した。

　辿たどり着ついたのは、一番近くに墜つい落らくしたイオネのところだ。

「ソフィ……ア、ちゃん……。あはは、やられちゃい、ましたわ……ごめんなさい……」

「イオネ！　しっかり、しっかりして下さい！」

　ウィルの拳によって、イオネの身は黄金の炎ほのおに焼かれ始めていた。華か美びなドレスのあちこちがジュウジュウと煙を上げている。

　ソフィアは半ばパニックになりかける。だがその瞳ひとみがある一点でぴたりと止まった。地面に落ちたイオネのサーベルだ。

「さっきイーリス子爵がしたように、燃えてるところを斬きり落とせば……っ」

　震ふるえる手でサーベルを摑つかむ。その時、ふいに背後から声が掛かかった。

「斬り落として、どうする気だ？　まさかゾンビを助けるつもりじゃねえだろうな？」

　はっとして振り返る。そこにいたのは、ケヴィンだった。

「ケ、ケヴィン!?　一体いつの間にここに……っ!?」

「妹忍者に連れてきてもらったのさ。旦だん那なは結局ご一いつ緒しよしてくれなかったから妹忍者に『旦那を死なせたくないなら、アタシを連れてくのが一番だぜ』って言ってな」

「い、妹忍者？　誰だれですかそれは……？　いえ、とりあえず今はいいです！　それよりケヴィン、聞いて下さい！　信じられないでしょうけど、フライングデッドは理性を失くした化物じゃなかったんです！　彼らは──」

「知ってんよ。奴らの精神は生前のまんまなんだろ？　アタシも影かげを移動中にそっちの声は聞こえてた。その上でアタシは言うぜ。──殺せ。そいつはゾンビだ」

「な……っ!?」

　何を言われたか分からなかった。ケヴィンの顔色を窺うかがうように恐る恐る首を振る。

「な、何言ってるんですか……ここにいるのは、イオネなんですよ？」

　ケヴィンに胸ぐらを摑まれた。物もの凄すごい形相で彼女は捲まくし立たててくる。

「だからなんだ!?　テメエは秘ひ装そう銃じゆう士しだ！　ゾンビをぶっ殺すのがお仕事だろうが！　さあ、テメエの自じ慢まんの黄金の銃弾イクス・ブレツドでこの腐くされゾンビの脳のう漿しようをぶち撒まけろッ！」

「そ、そんなの出来るわけないっ。出来るわけがないでしょう!?」

　ソフィアは必死に言いい募つのる。

「だって心が生前のままだって言うなら、それって人間と変わらないってことじゃないですか!?　そんなの知っちゃったら、思っちゃったりするでしょう!?　ひょっとしてこのままみんなでフライングデッドになっちゃえば、それでハッピーエンドかもって……っ！　ケヴィンだってちょっとはそう思ったりするでしょう……!?」

「いいや、思わねえよ。少なくともアタシはぜんぜん思わない」

「なんで!?　どうして……っ!?」

　だってよ、と言って、ケヴィンは笑った。それは、ひどく透とう明めいな笑みだった。




「アタシは弟を撃ち殺ころしてんだ。ゾンビにさせないために、最愛の弟をこの手で撃ち殺してんだよ」




「──っ！」

　まるで鈍どん器きで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきがソフィアを貫つらぬいた。

　そうだ、あたしはその瞬間を確かに見ていた。そしてその悲劇は、秘装銃士であるあたしの力不足のせいなのだ……っ。

　沈ちん黙もくが二人の間を支配する。そこに聞こえてきたのは、空からの大ガレス卿きようの泣き声。




　　　　◆　◇　◆




「うおおおおおおん！　うおおおおおおん！」

　提督ウィルの眼前、大ガレス卿が滝たきのような涙なみだを流している。

「私は分かった！　すべてを理解した！　ウィリアム君、君はワスタ村の出身だな!?」

「──っ！　……それがなんだって言うんだ？」

　ワスタ村。それは確かにこのゾンビに襲おそわれた故郷の名だ。だがなぜ今その名を口にするのか。問い質す間もなく、大ガレス卿が──突とつ然ぜんがばっと頭を下げた。

「すまなかったァァァァァァァァァ──ッ！」

「なんのつもりだ、『白亜の忌手』!?」

「私は、私は事前に察知していたのだ！　忍者共が改造忍者の実験のため、君のワスタ村を狙ねらっていることを！　だからあの日、先手を取って君たちを救いに飛んだのだ！　子供たちが忍者共にさらわれる前に、我らの同どう胞ほうとして迎むかえるために！」

「なんだと……っ」

「私は今この瞬しゆん間かんまでそれが成功したと思っていた！　だがそうではなかった……っ！」

　ぶわっと大ガレス卿の両目から青色の体液が溢あふれた。血の涙だ。

「あの時、君は毘び沙しや門もん天てんに捕つかまってしまっていたのだな!?　すまない、ウィリアム君！　私は君を救えなかったッ！　なんたる愚ぐ者しや、なんたる阿あ呆ほう……っ！　何がヒーロー参上だ!?　私が本物のヒーローならば、君を奴の魔まの手てから救い出せたはずなのに……っ」

「そうか……」

　ビチャモンテンとの出会いは偶ぐう然ぜんではなかったのか。

「……最初に黄金郷ジパングが俺の村を狙ってて、それがさらにゾンビ共を呼び寄せた。そういうことだったんだな……。それなら、やっぱりビチャモンテンと袂たもとを分かって正解だった」

「今からでも遅おそくはない！　ウィリアム君、君もソフィア君と共にゾンビになろう！　私たちは君のことを心からっ、そう心の底から歓かん迎げいするぞッ！」

　ギリッと提督ウィルは奥歯を嚙かみ締しめる。

「ふざけるなッ！　艦隊の一いつ斉せい砲ほう火かを喰らって消え失せろォッ！」

　艦隊の砲ほう門もんが照準を合わせる。しかしそれには目もくれず、大ガレス卿は叫さけんだ。

「村のみんなも喜んで君のことを迎えてくれるぞ！」

「──なん、だと……!?」

　稲いな妻ずまのように言葉が身体からだを駆かけ抜けた。

　それに呼応するように、大ガレス卿の背後から数体のゾンビが飛び出した。

「私は知っているぞ、ウィリアム君！　堅かたく閉ざされた心を開くのは、いつだって大切な人たちの優しさなのだ！　さあ頼たのんだぞ、我が愛しき同胞たちよ！」

　そうしてウィルの前に現れたのは五体のゾンビ。しかしそれは爵しやく位い持ちですらない、ただのフライングデッドだ。

　だが、その五体が現れた瞬間、提てい督とくウィルの目はかつてないほどに見開かれた。震える唇くちびるが「う、あ、ああ……」と引きつった声を洩もらす。

「……ジミー、トム、メアリー、イーブ牧師、ミール先生……ッ」

「「「ポルギュァァァァァァ……」」」

　一体は前歯の欠けた少年のゾンビ。一体は舌の先っちょが千切れた同じく少年ゾンビ。一体は花はな冠かんむりをつけたおしゃまな少女のゾンビ。一体は丸々太った牧師のゾンビ。一体は教きよう鞭べんを持ったすらっとした女性のゾンビ。──故郷のワスタ村にいた人々だ。

「彼らは十年前、私が救い出した同胞たちだ！　君が失ったと思っていたであろう、大切な人たちだよ！」




　　　　◆　◇　◆




　ソフィアは空から目が離はなせなくなっていた。

　黒船艦かん隊たいの頭上、そこに浮ふ遊ゆうする五体のフライングデッド。

　ウィルは今、自分と同じ状じよう況きように陥おちいっているのだ。

「どうするんですか、ウィル……っ」

「……君はどうするのが正解だと思う？　ソフィア」

　背後から掛けられた声に、はっとして振ふり向むく。そこに、ウィルの分身体がいた。

　同じく振り向いたケヴィンがひどく気まずそうな顔をする。

「旦那、ごめん……きちゃった」

「ケヴィン……いや、むしろきてくれて良かったかもしれない。ケヴィンがいてくれるなら、俺は胸を張って決断出来る」

　ぽつりとこぼすようなその言葉に、嫌いやな予感が走る。

「ちょ、ちょっと待って下さい、ウィル！　あなた、何をするつもりなんですか……っ」

　ウィルは答えない。ちらりとイオネに目を向けると、地面に座り込んだソフィアの前で膝ひざを折る。そして言った。

「……ソフィア、君だって迷う時もあるだろう。誘ゆう惑わくに負けそうになる時だってあるかもしれない。でも俺は信じてる……君こそが荒こう野やの救世主なんだって。だから、その迷いは俺の決意で消し飛ばしてみせるよ」

　そう言うと、分身体の姿は霞かすんでいく。

「ちょ、ちょっと待って！　落ち着いて下さい！　あなたは……取り返しのつかないことをしようとしてるんじゃないですか!?　ウィル、お願いだから待って……っ！」

　ソフィアはとっさに手を伸のばす。しかし蜃しん気き楼ろうのように分身体を突つき抜ぬけてしまう。

　霞み掛かった姿でウィルはケヴィンへ顔を向けた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ケヴィンを一人になんてさせない」

「旦那……っ」

　まるでその一言で何かが通じ合ったように、ケヴィンは瞳を潤うるませた。

　そのまま分身体の姿は風に溶とけるように消え失せる。そして──。




　　　　◆　◇　◆




　分身体の忍力チヤクラが返ってきたのを感じ、提督ウィルは真っ直ぐに前を見る。

　目の前には五体のフライングデッド。

　もう十年も経っているのに、それぞれに面おも影かげが残っていて、否いやが応にも懐なつかしい思い出が蘇よみがえってくる──。

　子供の頃ころ、無茶なイタズラを言い出すのは、いつだってウィルだった。

「日曜の礼拝に牛で突っ込こんでったら面白い気がする！　ロデオだよ、ロデオ！」

　そこにビビリのジミーが待ったをかける。

「やめようよぉ、今度こそイーブ牧師に丸かじりにされるよ。こないだなんて目がマジだったもん！　あれは追おい詰つめられた獣けものの目だよ！」

　でも最終的にトムが乗っかって決行になるのだ。

「どうせなら一番でっかいやつで暴れようぜ！　メアリーんとこのバッファローが産後で超ちよう気性が荒あらいってさ！」

　村一番の可愛い子ちゃんのメアリーはため息をつきつつ、結局いつも止めない。

「あんたたちはまた馬ば鹿かなこと考えて……どうなっても知らないからね？　ま、男の子は無茶やるくらいじゃなきゃつまんないけどさ」

　で、迷めい惑わくを被こうむるのがイーブ牧師だ。

「お前らはああああっ！　今日という今日は神の名の下にぶっ殺してやる！　肉片を祭さい壇だんに捧ささげられる覚かく悟ごはいいなぁ!?」

　そして、最後は学校のミール先生に捕まるのだ。

「さあ、お尻しりを出しなさい。え、これ？　鞭むちよ、鞭。決まってるじゃない。オシオキなんだから肌はだを裂さくわよ？」

「逃にげるぞ、ジミー、トム！　あの女教師、目がマジだ！」

　そんな時間が永遠に続くと思ってた。いつかゾンビが空から飛んでくるのは分かってたけど、みんな毎日を精せい一いつ杯ぱい生きていた。何もかも大切な思い出だ。

　──あの幸福な日々があったからこそ、自分は未来を捨てる覚悟が出来た。あんな日々を開かい拓たく者に生きてほしいと願えたから、今の自分がここにいるのだ。

「……ひさしぶり、みんな……」

「「「ポルギュァァァァァ……」」」

　赤い瞳ひとみにうっすら涙を浮うかべて、みんながこっちに飛んでくる。

　村の跡あと地ちにお線せん香こうをあげたけど、やっぱりあそこにみんなの魂たましいなんてなかったのだ。

　それまでずっと鉄の意志を秘めていたウィルの表情が……初めてクシャッと崩くずれた。

「ちくしょう、会いたかったよ、みんな……っ！　ああ、ずっと会いたかったさ！」

　堰せきを切ったようなその一言に、大ガレス卿がウルルッと瞳を潤ませた。

「なんという心温まる再会！　ウィリアム君、彼らはまだ負の感情しか喋しやべれないが、私が通訳しよう！　よく聞くんだ、彼らはずっと君のことを心配して──」

「だからこそ消し炭になれぇ、ゾンビ共ォォォォォォッ！」

　提督ウィルが手を振り下ろし、旗き艦かんサスケハナ号の砲門がゴオッ！　と火を噴ふいた。

「「「ピギャ!?　ウィ……ル……ッ!?」」」

　驚おどろき声のようなものを上げ、五体のゾンビは消し飛んだ──。

「なっ……っ!?　何をしてるんだ、ウィリアム君──ッ!?」

　大ガレス卿きようの悲痛な叫びが金鉱山に木霊こだまする。




　　　　◆　◇　◆




「何をしてるんですか、ウィルは──ッ!?」

　地表のソフィアも大ガレス卿と同様の悲鳴を上げた。ウィルの決意のようなものは感じていた。それでもまったく理解は出来なかった。

　そんなソフィアの横で、ケヴィンが目頭を押さえる。

「はは、ちきしょう……やっぱり旦だん那なはそういうお人だぜ……」

「ぜんぜんワケが分かりません……っ！　どうしてウィルはあんなことをしたの!?」

「決まってんだろ、アタシと同じになるためさ」

「ケヴィンと、同じ？……」

　彼女の言わんとしていることが分からない。いや違ちがう、理解するのを心が拒きよ否ひしている。

「なあ、秘ひ装そう銃じゆう士し、お前はゾンビ共のことを認めるか？」

「それは……断言出来ません。でも大ガレス卿は誠意を持って話をしようと……」

「はっ！　誠意ね！　ゾンビ共に誠意があったら、開拓者の長年の恐きよう怖ふは帳消しか？　子供を生いけ贄にえにしなきゃいられないほど怯おびえてた、街の奴やつらの苦しみはチャラなのかよ？　ええ、どうなんだ!?」

「それは……っ、でもそんなこと言ったら憎にくしみの連れん鎖さが終わりません……っ」

　だからッ、とケヴィンが再び胸ぐらを摑つかんできた。

「こっちはもう人生が終わってんだよッ！　いいか!?　ゾンビを認めるってことは、この手でやらかした人生最大のミスを認めるってことなんだよ！　つまりよぉ！」

　それは、胸が張はり裂けそうなほどの悲痛な叫び。

「あの時アタシが撃うち殺ころしたりしなきゃ、リコリスは今も元気にしてたってことだろうがよぉぉぉぉッ！」

「──っ！」

「そんなモン認められるかよ!?　全否定するしかねえだろうが！　理解もしねえ認めもしねえ！　アタシらはなんもかんも放り投げて、ゾンビが悪いって言うしかねえんだよ！」

「ケヴィン……っ」

　ああ、そうだ。ゾンビが人の心を残している──その事実に自分は救いを見てしまった。けれどケヴィンのように、絶望に突き落おとされる人もいるのだ。

　フライングデッドが原因となって起こった悲劇なんていくらでもある。

　強ごう盗とうたちはケヴィンを裏切った。

　街の人間たちはウィルに追いはぎ紛まがいのことをした。

　荒野では今も少女たちが巫み女こ還がえしの生贄にされている。

『でもすべてはゾンビのせいだ』──そういう免めん罪ざい符ふをみんな心のどこかに持っている。

　けれど、ゾンビが正体不明の化物でないとしたら……きっと誰だれもが平静でいられなくなる。ケヴィンのように全否定するしかない人々はきっと荒野に大勢いて、それは自分のように救いを見てしまう人々よりも多いかもしれない。

　……もしもこの二者が対立すれば、開拓者の社会そのものが崩ほう壊かいするかもしれない。

「いいか!?　ゾンビがいなけりゃアタシらは道を踏ふみ外はずしたりしなかった！　それが今さら『ゾンビは良い人たちです』って言われて、『はい、そうですか』って言えるか？　答えはＮＯだよ！　ゾンビは悪だ。そうじゃなきゃいけねえ！　旦那が身内のゾンビを消し飛ばしたことをテメエは『なんでですか？』と言ったな!?　何度でも教えてやるよ！　それは、アタシみてえな奴らと同じになるためだ！　テメエみてえにまだ後あと戻もどり出来る奴とは違う、アタシみてえなもう取り返しのつかねえ奴らと同じになるために、旦那は大たい砲ほうぶっ放したんだ！　あの人は自分の大事なモン全部かなぐり捨てて、アタシらと同じになって、アタシらのために戦う覚悟をしてくれたんだよ！」

　ケヴィンの叫さけびに涙なみだ声ごえが混じる。心の底から悔くやしそうな表情で彼女は言う。

「……馬鹿だよ、旦那は。アタシのことなんざ見捨てて良かったんだ。『やっぱりゾンビになって村のみんなと幸せになるよ』って言っても良かったんだ。でもそうはしなかった。自分の未来をかなぐり捨てて、一番惨みじめなアタシのために戦うことを選んでくれた。……なあ、秘装銃士。お前は旦那が間ま違ちがってるって思うか？　こんなクソみてえな女のために、ここまでしてくれた旦那の行いを……間違ってるってそう言うのか……っ？」

「分かりません……」

　ケヴィンと同じような涙声で、ソフィアは首を振る。

「アタシにも、もう何が正しいんだか分かりません……っ」

　その時、二人の頭上に青白い炎ほのおが瞬またたいた。炎は円状に巡めぐり、空間にぽっかりと穴が開く。

　そこから顔を出したのは──大地の巫女、アイラだ。

「なるほどな、最終的にこうなったか。よく聞け、お前ら。中立の大地の巫女として教えてやる」

「ちびガキ……？」

　すたっと地面に下り立つと、アイラは腕うでを組んで言った。

「──この新大陸には真に正しい奴なんて一人もいない」

「なんですって……」

　長い髪かみを風になびかせ、２００年の記き憶おくを継けい承しようする巫女はさらに言う。

「完全無欠に正しい奴や完かん膚ぷなきまでに悪い奴、そんなものがいたらそもそも争いなんて起きんのだ。誰もが正しく、誰もが間違っている。大ガレスはみなを誠実に愛しているが、ゾンビ化以外の幸福をみていない。ウィリアムは徹てつ底ていして弱き者を助けようとするが、半ば心が開拓者を救うマシーンと化している。黄金郷ジパングの奴らも同様だ。誰もが正義で、誰もが悪だ。目に見える正しさなど、その程度なのだ。……だから、大地の巫女がいる。最期に審しん判ぱんを下すための装置としてな」

　だが……とそこでアイラは目を伏ふせた。

「清せい濁だく併あわせ持もってこそ世界だ。そこに審判を下すなんぞ、おこがましい。……そう、わたしは思うのだ」




　　　　◆　◇　◆




　提てい督とくウィルと大ガレス卿は対たい峙じし続けていた。

　それぞれ忍にん法ぽうと精せい霊れい術を使い、ケヴィンたちの会話を聞いていたのだ。

「そうか……ウィリアム君、君はそんな気持ちでいたのか……」

　大ガレス卿は目を伏せ、肩かたを震ふるわせている。

「我々フライングデッドと開拓者諸君は長らくすれ違っていた。君という少年はそのすれ違いによって生まれた申し子だ。すべての原因は私の至らなさにある。すまない……っ」

　大ガレス卿は血が滲にじむほどに拳こぶしを握にぎり締しめる。それから、がばっと顔を上げ、

「しかしだからこそ私は誓ちかおう！　今度こそ君のことを救ってみせると！」

「……何が救うだ。ゾンビも黄金郷ジパングも一いつ緒しよだよ。お前らさえいなければ、誰も不幸になることなんてなかった。お前らすべてを根絶やしにすることが俺たちの唯ゆい一いつの救いなんだ」

　提督ウィルはカッと両目を見開く。

「だから見ててくれ、ケヴィン！　俺がこいつをぶっ飛ばすその様を！」

　すると地表のケヴィンは涙なみだを拭ふいて、拳を振ふり上げた。

「ああ、見てる！　見てるよ、旦那っ！　アタシはいつでも二つ返事でイエッサーだ！　従順な雌めす犬いぬのアタシが元気いっぱいにちゃんと見てるぜぇ！」

　その声せい援えんを胸に抱いだき、提督ウィルは掲かかげた拳を振り下ろす！

「撃てぇ──ッ！　このゾンビ野や郎ろうを無残かつ惨むごたらしく殺し尽つくせーッ！」

「「「オーキードーキーッ！」」」

　黒船艦かん隊たいの砲ほう門もんが一いつ斉せいに怒ど号ごうを上げる。大地を震わせ、黄金の火か炎えんが飛び出していく。

　圧あつ倒とう的てきな火力が空を焼いた。大ガレス卿のいる空間が紅ぐ蓮れんの炎に包まれる。

「うおおお、すげえぜ！　黒船艦隊すべての砲ほう撃げきを一点集中させたまさしく生きつ粋すいのジェノサイド！　こいつを受けて生き残る奴なんて荒こう野やにはいねえに違いねえ！」とケヴィン。

「全ぜん弾だん命中！　目標沈ちん黙もくっ！」と分身体その一。

「いや待て！　前方を確認しろ！　何かがあるぞ!?」と分身体その二。

「な、なんだあれは……っ!?」と分身体その三。

　そして、土つち煙けむりが晴れていく。艦隊の眼前に現れたものを、最も的確に表現したのはケヴィンだった。

「な、なんだありゃあ!?　腕だ！　地面から馬ば鹿かでかい腕がズボォッと生えて、ゾンビのことを守ってやがる！」

　地面から巨きよ大だいな二本の腕が生えていた。鋼のような灰色の腕だ。腕はがっちりとガードを固め、空中の大ガレス卿を守っている。提督ウィルは油断なく睨にらみながら、眉まゆを寄せる。

「精霊術か……？　いやしかしなんだ、この異様な気配は……っ」

　するとゆっくりとガードが開いた。大ガレス卿には……傷一つない。

「……君の怒いかりはもっともだ。我々が開かい拓たく者に大きな痛みを強いてしまったこと、六公こう爵しやくの一角として心から謝罪する。だが我々とていつまでも手をこまねいているわけではない。それらの悲劇はすべてコミュニケーション不足が原因だ。ゆえにそれを解消するため、私はソフィア君に助力を求めている。信じてほしい。この悲劇を乗のり越こえ、我々は必ず君たちを幸せにする！」

　恐おそろしく澄すんだ眼差しだった。しかしだからこそ、提督ウィルはギリッと奥歯を嚙かむ。

「なあ、貴様は何を言っているんだ？　俺はこれからの話をしているんじゃない。これまでの話をしているんだ。謝罪も懇こん願がんもいらないんだよ。貴様らを化物として全身全ぜん霊れいでぶっ殺す。それだけがみんなの痛みに報いる、たった一つの方法なんだから」

「……ああ、分かっているよ。言葉だけでは伝わらない想いがあることを。だから、受け止めよう。君たちの痛み、嘆なげき、哀かなしみ、そのすべてを私にぶつけておくれ。その上で私は君たちを同どう胞ほうにする。そして未み来らい永えい劫ごう幸せにしてみせる！　もちろん手始めは君だ、ウィリアム君！　私の全身全霊を以ってして、君を幸せにしてくれるぞぉぉぉぉッ！」

　六枚の翼つばさがかつてないほどの光を放った。同時、大ガレス卿の周囲に炎、雷かみなり、風、闇やみなどの様々な自然現象が現れ──一点に収束する。

「うわあああっ、眩まばゆい！　眩すぎるほどに眩いぜ！　黄金の化身のような旦だん那なとはまた別のベクトルを持った光だ……っ！　一体何をしようって言うんだ!?」

　精霊の力を凝ぎよう縮しゆくしたようなその光は、地面から生える腕の元へ！

「何をする気だ、ゾンビ野郎!?」

「君の全力に対し、私も全力を以って応えるのだ！　君が忍にん者じやの最終奥義を用いたのと同じように、私も精霊術の至宝を以って応えるのだよ！」

　精霊の光を宿した腕がドンッ！　と地面に手をついた。そして、出てくる。まるで穴から這はい出してくるように、何かの巨きよ体たいが形成されていく。

「だ、旦那！　なんかやべえぜ!?　こいつは黙だまって見てたらいけねえ！　このまま好きにさせたら、きっと致ち命めい傷しようになり得るとアタシの勘かんが囁ささやいているぅぅぅっ！」

　その叫びに分身体たちも「気配探知に感アリ！　ケヴィンの言う通り、危険な感じです！」と報告。提督ウィルは艦隊に命令を下した。

「全砲門開け！　今ならガードも出来ないはずだ！　再び集中砲ほう火かぁぁぁぁぁッ！」

　しかしそれを見み越こしていたかのように腕が地面を叩たたく。巻き上がった土砂が弾だん幕まくとなり、砲撃が相殺される！　そして、腕の持ち主たる巨体がその全容を現した！

「うあああ、なんだありゃあ!?　女だ、六公爵の精霊術によって、巨大な女がこの地に出現しやがった！」

　フオオオオオオオ──ッ！　金鉱山に誕生の産声が木霊こだまする。

　出現したのは、女の姿をした像だった。

　頭には七つの突とつ起きがついた冠かんむり、右手に松明たいまつを掲げ、左手に銅板を握っている。その全長は人間の数十倍。大ガレス卿きようは冠の先せん端たんで薔ば薇らを愛でていた。

「聞けば、忍者の最終奥義は時空を超こえた召しよう喚かん術だという。不思議なもので、高度に発達した精霊術はそれと同じ境地に辿たどり着ついたのだ。私が呼び出したこの彼女もまた、本来この先の未来に建造されたはずの存在だ。では、紹しよう介かいしよう。彼女は新天地の象しよう徴ちよう、新大陸の灯火、そして独立の化身。その名も──」

「撃うてぇ──ッ！　撃って撃って撃ちまくれぇぇぇぇッ！」

　言葉の終わりを待たず、黒船艦隊が全力砲撃。

　だがそれを歯し牙がにも掛かけず、大ガレス卿は高らかに叫んだ。




「『自由の女神』だぁぁぁ──ッ！」




　フオオオオオオオオオ──ッ！

　彼女は高らかに雄お叫たけびを上げる。自由の女神──その存在はウィルが獲かく得とくした『正しい歴史の知識』にも確かに刻まれている。彼女は独立戦争の末に建造された銅像だ。

　その女神が今、黒船艦隊へと突とつ撃げきしてくる！

「怯ひるむな！　撃ち続けろ！　こっちだって開国の象徴だ！　格で言うなら敗けてない！」

　だが女神は艦隊の砲撃を物ともしない。その身を爆炎で焦こがしながらも突つっ込こんでくる。

「馬鹿な、当たっているのに!?」と分身体その四。

「ダメージは通ってるはずだ！　それなのに……っ」と分身体その五。

「止まらない！　自由の女神が止まらない……ッ！」と分身体その六。

「なんてタフな女なんだ、自由の女神ぃぃぃぃッ！」とケヴィン。

「さあ、ウィリアム君！　男の子同士、拳こぶしで語り合おう！　対話の時間だぁぁぁぁッ！」

「く……っ、旗き艦かんサスケハナ号！　及およびミシシッピ号、サラトガ号、プリマス号も続け！　黒船艦隊、全速突撃ぃッ！　何が対話だ、ゾンビ野郎！　貴様らなんか相そう互ご理解の外側だっつーのぉぉぉぉッ！」

　光の柱を発する金鉱山を舞ぶ台たいに、黒船艦隊と自由の女神が激げき突とつする！

「うおおおおおおっ！」

「そおおおおおらッ！」

　自由の女神の右ストレートが左さ舷げんミシシッピ号へ炸さく裂れつ。リズミカルに叩きつけられる、女神の連打！　連打！　連打！　それに抗こうすべく、艦隊も怒ど涛とうの砲撃を発射！　発射！　発射！　大地は避さけ、山は抉えぐれ、地形が激変していく。














「忍法、爆縮轟瀑ばく布ふの術！　蒸気船浮ふ上じよう──ッ！」

　分身体の一人が船底に爆ばく風ふうの忍法を叩き込んだ。凄すさまじい砂すな煙けむりを上げ、左舷のミシシッピ号が浮上！

「うおおおっ、飛んだ！　旦那の船が飛んだ！　そうか、自由の女神の頭上を取るつもりだな!?　空飛ぶゾンビが操る自由の女神を空から爆ばく撃げき！　誰だれにも成し得ない奇き策さくだぜ！」

「ほっほう、面白い！　だが甘い甘い甘すぎだぞぉッ！　ぬうううんッ！」

　山頂近くまで浮上したミシシッピ号に対し、自由の女神が深くしゃがみ込んだ。

「な、なにぃ!?　まさか……っ！　旦那、危ねぇぇぇぇっ！」

「チェストォォォォォッ！」

　女神のハイキックがミシシッピ号の船体を蹴けり上げた！　バランスを崩くずしたところへさらに打ち下ろしの左ストレート！　ミシシッピ号は斜しや面めんを転げ落ち、山すそ付近で大爆ばく発はつ。

「ミシシッピ号、大破ーっ！」と分身体その三。

「君の怒りはそんなものか!?　君の哀しみはその程度か!?　私の愛にはまだまだ上があるぞぉぉぉぉッ！」

「ふざけろッ、愛とか気持ち悪い！　貴様らのせいでどれだけ開拓者が苦しんできたと思う!?　そしてこれからもどれだけの開拓者が泣くと思ってるんだ!?」

「だからこそ、今ここにいる私たちが手を取り合うべきなのだ！　二度と悲劇を繰くり返かえさぬために！　私！　ソフィア君！　そしてウィリアム君！　私たち三人が力を合わせれば、永遠の千年王国を築けるはずだ！」

「脳まで腐くさってるんだな、ゾンビってのは！　永遠と千年で矛む盾じゆんしてるだろうがっ！」

「語ご呂ろが格好いいのだぁぁぁぁッ！」

　自由の女神の松明が、ゾオンッ！　と右う舷げんサラトガ号の船体を貫つらぬいた。「エンジン損傷！　船体を維い持じ出来ません！」と分身体その三が悲鳴を上げる。

　爆ばく炎えんを上げてサラトガ号が大地へ沈ちん没ぼつしていく。だが炎えん上じようするその船体から、分身体その四が叫さけんだ。

「貴様らの存在自体が平和を乱してるんだっつーの！　右の頰ほおを殴なぐられたら、左の頰を殴るんだよ！　だから俺がぶん殴るんだ！　ケヴィンたちの分まで、この命のすべてを懸かけて貴様らをぶん殴る！　それが俺の使命だぁっ！」

　沈しずみゆくサラトガ号から放たれる、渾こん身しんの32ポンド砲ほう！

　だがその砲ほう弾だんは、自由の女神の銅板によって防ぼう御ぎよされた。爆炎を振ふり払はらい、銅板を振り上げる自由の女神。

「違ちがう、それは違うぞ、ウィリアム君！　君一人がみんなの想いを背負うなど間ま違ちがっている！　君一人がみんなの分まで傷つく必要がどこにある!?　一人で背負うな！　顔を上げるんだ！　そこには助けてくれる仲間たちがいるはずだ！　そう、今この瞬しゆん間かんも私が目の前にいるように！」

　銅板がプリマス号の船体を真っ二つに叩たたき割った！　周囲の森林まで巻き込んで、プリマス号が完全沈没。「無念……っ！　提てい督とく、あとを頼たのみますッ」と旗艦へ最敬礼をし、分身体その五とその六が消えていく。

　四隻せきあった黒船艦かん隊たいは、残り一隻。分身体も全ぜん滅めつした。一人になった提督ウィルは奥歯を嚙かみ締しめ、それでも顔を上げる。

「まだだ！　まだ終わってない──ッ！」

　旗艦サスケハナ号が蒸気機関を最大出力！　提督ウィルが九字を切ると、船体が黄金の光に包まれる。そして出現したのは、船体を埋うめ尽つくさんばかりのダイナマイト！

　その数、およそ──10トンッ！

「忍にん法ぽう、旗き艦かん炎えん上じよう即そく身しん大爆発の術。──占しめて10トンのダイナマイト、耐たえきれるものなら耐えてみせろ、自由の女神ぃぃぃっ！」

　そのダイナマイトの山を見た瞬間だ。最強無比のゾンビが初めて焦あせりを見せた。

「な、なんという量のダイナマイト……っ！　やめろ、やめてくれ、ウィリアム君！」

「お？　お？　おおお、マジか!?　ゾンビが慌あわててやがるぜ！　しかも旦だん那なに懇こん願がんしてやがる！　これは、この忍法は、いけるんじゃねえか!?」

　自身の焦りを隠かくそうともせず、みっともないまでの狼ろう狽ばいぶりで紳しん士しが叫ぶ。

「お願いだ、考え直してくれ！　そんな大量のダイナマイトを爆発させたら、君が死んでしまう！」

「な……っ!?　なにぃぃぃぃっ!?　そうか、あそこにいるのは本体の旦那だ！　分身じゃねえ！　あんな大量のダイナマイトに吹ふっ飛とばされたら、いくら旦那だって……っ！　やめてくれ、旦那ぁぁぁぁっ！」

　提督ウィルは船首で仁王立ちしていた。激しい向かい風にマントをはためかせ、睨にらむ先はただ一点──女神の股また下した。服のガードが最も薄うすいあそこをダイナマイトで吹っ飛ばす！

「一向に止まる気配がない！　本気なのか、ウィリアム君……っ！」

「最初から言ってるだろ──俺は命いのち懸がけだってな！」

　旗艦サスケハナ号の船首が女神の股下に激突！　自身のすべての忍力チヤクラを込めて、提督ウィルが腕うでを振り上げる。

「たとえこの命が尽きようと、俺は開かい拓たく者の未来を繫つなげてみせる──ッ！」

　そして10トンのダイナマイトが連れん鎖さ炎えん上じようする寸前だ。紳士が静かに呟つぶやいた。

「……そうか、それが君の心の在あり方か。己よりも他者の幸せを願う心。確かにその在り方はとても純じゆん粋すいで美しい。だが哀かなしいかな、その心は決定的に──弱いッ！」

　その瞬間、ブラックヒルズ全土を凄まじい上じよう昇しよう気流が襲おそった。何が起こったか？

　自由の女神が跳ちよう躍やくしたのだ──ッ！

　提督ウィルは「なぁっ!?」と声を上げ、ダイナマイトの爆ばく破はがコンマ一秒遅おくれた。

　月を背にした自由の女神。その足の裏が垣かい間ま見みえた。

「その在り方には、君自身の幸せが抜ぬけ落ちているのだぁぁぁぁ──ッ！」

　炸さく裂れつする超ちようド級きゆう重量のドロップキック。ドバシャァァァッ！　と、一気に土砂が舞まい上がる。超重量の一いち撃げきによって、金鉱山はおろかブラックヒルズタウンそのものが巨きよ大だいなクレーターと化していく。

　旗き艦かんサスケハナ号はマストが根元からへし折れ、搭とう載さいされていたダイナマイトも残らず宙へ放り出される。

「どおおおりゃあああああッ！」

　自由の女神が銅板によってすべてのダイナマイトをすくい上げた。そのまま放り投げ、提督ウィルの遥はるか上空で大爆発。カッと光が瞬またたき、夜空に爆炎の花火が上がった。

「こ、ここまでやっても勝てないのか……！」

　ほぼ全ぜん壊かいした旗艦サスケハナ号。蒸気機関は黒こく煙えんを上げ、砲ほう門もんも残らずへし折れた。

　黒船艦隊は……自由の女神に敗れ去ったのだ。

「……故郷の村を失って、未来を捨てると心に決め、身体からだは改造されて、ゾンビ化したみんなも吹っ飛ばした……それでも勝てないのか!?　忍にん者じやの弱さは覚かく悟ごの弱さ！　でもこれ以上、どんな覚悟をしろっていうんだ……っ」

「当然だ。君には最も必要な覚悟が足りていない」

「なんだと……っ！」

　遥かな高み、女神の頭の上から大ガレス卿きようが見下ろしていた。爆ばく発はつを間近で受けた女神は全身に亀き裂れつが生じている。それでも女神は毅き然ぜんと立っていた。最強無比のゾンビを乗せて、誇ほこり高たかく立っていた。

「怒いかり、哀しみ、憎にくしみ……人は様々な気持ちで強くなる。そのなかで、最も人を強くする感情……それが何か分かるかね？」

　とても優しい目で紳士は微ほほ笑えんだ。

「──愛さ。大切な人を守りたい。幸せにしたい。そんな気持ちが最も人を強くするんだ。怒りも、哀しみも、憎しみも、人を愛する気持ちには敵わない。もちろん君には開拓者を思う愛がある。けれど哀しいかな、君には決定的に欠けているのだ」

「なんだよ、俺に一体何が足りないって言うんだ!?」

「自分自身を大切にする気持ちだッ！」

「──っ!?」

「君は開拓者の幸福を誠実に願っている！　だがその幸福な未来には、君自身の姿がない！　自己犠ぎ牲せいの果てに残された者たちはどんな気持ちがする!?　君に足りないのは共に生きようとする覚悟！　私を甘く見ないでもらおうか!?　その覚悟がない限り、君を救おうとする私が敗ける道理はどこにもないのだ！」

　提督ウィルは愕がく然ぜんとする。震ふるえる手は拳こぶしを作り、甲かん板ぱんを力いっぱい殴りつける。

「当たり前だろうが……ッ！　俺は忍者なんだ！　未来を捨てるがハラキリの極意！　失うものなんて何もない！　そうやって俺は強くなった！　生きるべき未来なんてどこにもないんだ……っ」

「それは違うッ！」

　純白の翼つばさを広げ、紳士は叫ぶ。

「君には聞こえないのか!?　君の幸せを願う、あの声が！」

「な、に……？」

　まるで精せい霊れいの囁ささやきのような柔やわらかい風が吹き、提督ウィルの耳に声が届いた。

「旦那っ、頑がん張ばれーっ！　アタシは知ってるぞ、旦那はデキるお人だって！　今日まで見てきたんだ、旦那がみんなのために戦うところを！　アタシはそんな旦那だからついてくって決めたんだ！　開拓者とか忍者とか関係ねえよ！　アタシが好きなのは旦那だよ！　旦那がいいんだ、旦那じゃなきゃダメなんだ！　だから立ち上がって！　そんなゾンビぶっ飛ばして帰ってきてくれよーっ！」

「ケヴィン……っ」

　提督ウィルの表情が崩くずれる。荒あれ地ちに降り注ぐ雨のように、彼女の言葉が心に染み渡わたっていく。大ガレス卿が、ふふ、と微笑む。

「一体誰だれに、失うものがないのかね？　君を愛し、君と生きてくれる人は、ちゃんといるじゃないか。さあ、はっきりと言ってやろう。──君は独りではない」

「俺は独りじゃない……？」

「ああ、そうさ」

「は、はは……」

　ヒビだらけの甲板にポタリ、ポタリと涙なみだが落ちた。

「なあ、ここで俺が敗けたら……どうなっちゃうんだ？」

「無論のこと、ここにいるすべての開拓者を私が直々にお迎むかえするさ。素晴らしき同どう胞ほうとしてな。当然、素敵な歓かん迎げいパーティーも行うぞ」

「……そいつは困るな。俺一人が死ぬならまだしも、ケヴィンをゾンビにさせるわけにはいかない」

　脳裏に蘇よみがえるのは、出立前のケヴィンの言葉。

『旦那には足手まといが必要なんだ。自分がいなけりゃ一いつ瞬しゆんで死んじまうような、そんな弱っちい奴やつがそばでウロチョロしてなきゃダメなんだ』。

　……まったく以って、彼女が言ってた通りになってしまった。

　提督ウィルは立ち上がる。この身体には、この胸には、まだ黄金の輝かがやきが残っている。

「うむ、良い目になったな」と紳士は笑んだ。

「この一撃に俺の気持ちのすべてを籠こめる。──いくぞ、大ガレス卿ッ！」

「すべて受け止めてあげよう。──きたまえ、ウィリアム・ペリウス君ッ！」

　提督ウィルの全身が今までで最大級の輝きを放つ。スパークする両手で九字を切ると、その姿が一瞬でかき消えた。「ほう、何をするつもりかね!?」と笑む大ガレス卿。その眼前で旗艦サスケハナ号の甲板が真っ二つに割れていく。

　そして現れ出でるは最終兵器・主しゆ砲ほう４５０ポンドパロット砲！

「最終究極大忍法、超日米和親条約人間砲ペリー・ザ・ブレイバーの術──ッ！」

　カッと閃せん光こうが輝き、主砲の大だい轟ごう音おんが木こ霊だまする。

　そうして発射されたのは──黄金に輝く提督ウィル自身であるッ！

「おわああっ、旦那が飛んでいく！　自らを砲ほう弾だんと化し、流星のように飛んでいくぅ！」

　黒船艦隊と提督モードの力を乗算させ、両手を広げたウィルが飛ぶ！

「さあ、正しよう真しん正しよう銘めいの俺自身がファイナルアタック！　大ガレス卿、受け止められるものなら、受け止めてみろぉぉぉぉぉッ！」

「ハハッ！　そう言われたらこの胸を貸さざるを得んなぁッ！」

　砲弾と化した提督ウィルは、まさしく逆巻く流星。自由の女神の股また下したへ突とつ撃げきし、彼女の体内へ潜もぐり込んで、その身のすべてを蹂じゆう躙りんする！　かつてないほどの恥ち辱じよくと苦痛に身み悶もだえる自由の女神！　だがその抵てい抗こうの一切は無む駄だに終わる！

　熱く滾たぎったウィル自身が今、自由の女神を突とつ貫かんッ！

「極限にＳＡＹセイ‐ＹＥＡＨイヤアアツ──ッ！」

　女神の口から飛び出した提督ウィルは、大ガレス卿へ突撃！　だが大ガレス卿はなんの防ぼう御ぎよもしなかった。彼は手を広げ、流星と化した提督ウィルを文字通り受け止める！　ゾンビは流星すらも受け止めた！

「フハハハハッ、そんなものかね!?　まだ足りない！　まだ先があるはずだ！　君の本気の気持ちをぶつけなければ、この私は斃たおせんぞぉッ!?」

「俺の本当の気持ち……っ!?」

　それは『てめえ、ぜってぇぶっ殺してやんよ』だろうか。否いな、違ちがう。

「俺は、俺は……」

　ふいに脳裏に蘇ったのは、ソフィアの言葉だった。




　──大だい丈じよう夫ぶ、あなたの心はちゃんと開拓者ですよ。




　その瞬しゆん間かん、両りよう腕うでに光の螺ら旋せんが生まれた。黄金の輝きにブーストが掛かかる！

「俺は開拓者に戻もどりたい！　もう一度生きたいんだ、失くしてしまった未来を──ッ！」

「そう、それが君の本当の気持ち！　よくぞ気づいた！　自分の願いに気づくこと、それが自分を大事に出来るスタートだ！　ふふ、見事だァァァァァ──ッ！」

　大ガレス卿が提てい督とくウィルを抱だき締しめる。

　しかしその抱ほう擁ようは一瞬のこと。黄金の流星は刹せつ那なで彼を突貫！

「大ガレス卿……!?」

　バラバラに引ひき裂さかれながら、紳士は笑顔を浮うかべた。

「生きるのだ、ウィリアム君。今の君ならばいつかきっとゾンビの良さに気づくだろう。私はいつまでも願っているぞ、君の心からの幸福を……」

　そうして偉い大だいなゾンビは、祝福の言葉と共に舞ぶ台たいを去った──。




　　　　◆　◇　◆




「やったぜ、旦だん那な！　らぶどっきゅんーっ！」

　落下してくるウィルの方へ、ケヴィンが両手を広げて駆かけていく。

　ソフィアはイオネの前で立ち尽つくしていた。その身体はすでに灰になり始めている。もはや猶ゆう予よはない。

「イオネ、あたし、あたしは……」

　そこに舞い降おりたのは、黒の四枚翼。男装の麗れい人じんたるゾンビである。

「イーリス子し爵しやく……っ」

「安心されよ、ブラッドフォード殿どの。あなたが手を下せぬのなら、わたしが代わりにイオネ殿を救おう。彼女はわたしたちの大切な同胞なのだから」

　素早く精霊術を行使し、イオネを黄金の炎ほのおから分断すると、イーリス子爵はイオネを抱だき起した。

「我らはこのまま撤てつ退たいする。ジェイコブ殿とアレシア殿もすでに助けだした。……ブラッドフォード殿、一いつ緒しよにくるか？」

　真っ直ぐな瞳ひとみで言われ、たじろいだ。するとイーリス子爵は静かに目を伏ふせる。

「まだ迷いがあるならば、今はいい。いずれ答えが出る日もこよう」

「この先、あなたたちはどうするんですか？　大ガレス卿は、その、ウィルに……」

「たとえ大ガレス様が逝いってしまっても我らは変わらぬ。ウィリアム殿に生きる覚悟をしろと言いつつ、死んでしまった勝手な主だが……」

　イーリス子爵はそっと自分の胸に手を当てた。

「あの方の優しさは今もここに息づいている。わたしたちがあの方の意志を忘れぬ限り、その死は死ではないのだ。ウィリアム殿もいつか必ず救ってみせよう。我らが同胞としてな」

　毅然とそう言う彼女。だがその瞳がうっすらと涙に濡ぬれていることにソフィアは気づいていた。イーリス子爵が身を翻ひるがえし、ゾンビの群れが飛んでいく。その空を見つめ、呟つぶやく。

「仇かたきすら救うなんて、あたしはますますどうしたらいいか分からなくなります……」

　そのすぐ横の空間に穴が開き、アイラが顔を出した。イーリス子爵がきたので、隠かくれていたのだ。

「ふむ、フライングデッドの大ガレスは破れ、忍者のウィリアムはこのまま死ぬ。であれば、千倍の黄金はお前のものだな、秘ひ装そう銃じゆう士し？」

「……え？　ウィルがなんですって？」




　　　　◆　◇　◆




「このままじゃ心臓が消えちまうって、どういうことだよ!?　なんとかならねえのか、妹忍にん者じや!?」

「無理です……っ、暴走状態になってて黄金の消費が止まりません！」

　地上に戻ったウィルは、未だに全身を輝かせていた。力が暴走して止まらないのだ。このままでは心臓を消費し尽くして、死ぬことになる。

　遠くで見ていたらしい桜火も飛んできてくれたのだが、手の施ほどこしようはないようだ。

「いつの間にか口寄せノ新薩界まで会え得とくしてたなんて、そうと分かってたら止めたですのに！」

　一応、覚かく悟ごはしていたつもりだ。だが今となっては……。

「死にたくない、かな……」

　二人には聞こえないぐらいの声で、ぽつりと言った、その時だ。

　金鉱山の鷲羽の極光クスクルザ・フレアが突とつ如じよ弾はじけた。

「なんだ……っ!?」

　山頂から無数の銃じゆう弾だんが噴ふき出し、雨のように降ってくる。すべて黄金の銃弾イクス・ブレツドだった。

「アイラちゃんがあたしの勝ちだって認めてくれたんです。それで黄金を譲じよう渡とされました。完全に漁夫の利ですけどね」

　そしてやってきたのは、ソフィア。

　その手のなかの黄金の銃弾イクス・ブレツドは、今までにない青白い炎をまとっていた。

「……ウィル、一つだけ訊きかせて下さい。今もあなたはフライングデッドを敵だと考えていますか……？」

　一瞬、言いい淀よどみそうになった。だが視界の端はしにケヴィンの姿が映り、ウィルは強く頷うなずく。

「……ああ、もちろんさ。俺はこの心臓が消え去るその瞬間まで、奴らの敵だよ」

「そう……」

　小さく息を吐はき、ソフィアは銃弾をコルトＳＡＡへ込めた。

　そしてじっと銃を見つめ続け、やがて意を決したように構える。銃じゆう口こうはウィルへと向けられた。

「あたしには未だに何が正しいのか分かりません。正直、大ガレス卿きようのやろうとしていたことが間ま違ちがいとは、どうしても思えない。だから──」

　ケヴィンと桜火がソフィアを止めようと駆け出だした。けれど間に合わない。

「あたしは、あなたを撃うちます」

　──銃じゆう声せいが金鉱山に響ひびき渡わたった。




　　　　◆　◇　◆




　ブラックヒルズでの決戦から半日後。

　同どう胞ほうたちを率いて退たい却きやくしたイーリス子爵は、西海岸の城の一角にいた。

　六公こう爵しやくが一人、『破は聖せいの杯さかずき』の居城である。

　イーリス子爵が傅かしずく謁えつ見けんの間には、頂点を司る五人の公爵が勢ぞろいしていた。

「フン、大ガレス卿がやられたか。改造忍者ニンジヤ如ごときにやられるとは、六公爵の面つら汚よごしめ」

「だがいつかこうなることは必然であった。なぜなら奴は、我ら六公爵のなかでも最も心優しき者……」

「大方、相手と誠実に向き合おうとする余り、手加減に次ぐ手加減を重ねたに違いない」

「あの愚おろか者ものめ。その改造忍者、貴様の代わりに必ず我らが救ってくれる……」

　六公爵たちは天窓から夜空を見上げる。まるで彼の白はく亜あの手のような、白い月が昇のぼっていた。そのなかで妖よう艶えんな女領主の姿をしたゾンビ──『破聖の杯』がみなの気持ちを代弁して呟いた。

「……お前がいなくなって淋さびしいよ、大ガレス…………」

















　戦いから数日後。崩れかけの自由の女神が金鉱山に突き立ち、廃はい墟きよとなったブラックヒルズタウンの片かた隅すみ。宿屋の一階にある酒場。

「もう身体からだの調子はいいのかい？　旦だん那な」

「ああ、おかげさまで。なんとか動けるぐらいにはなったよ」

　ケヴィンが差し出してくれたグラスを受け取り、ウィルはカウンターに座る。

　ソフィアに撃たれた後、ウィルは奇き跡せき的に生せい還かんを果たした。桜おう火かはすでに黄金郷ジパングに戻もどっていて、ウィルたちはしばらく街に留まって傷を癒いやしている。

「あと二、三日もすれば本調子に戻れると思うよ」

　ケヴィンは、そっか、と頷いた。そしてどこか辛つらそうな表情で目を伏せる。

「じゃあ、旦那はまた旅に出るんだな……。その……やっぱり、一人旅に戻るつもりなのかい？」

「……あ、いや……」

　思わず口ごもる。それから長い長い間を置き、しかしやがて意を決すると、答えた。

「……出来たら、これからもついてきてくれたら……嬉うれしい」

「へっ？」

　ケヴィンがびっくりした顔をする。

　だがやがてじわりと大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべると、子供みたいな声で、

「やだ！」

「え!?　嫌いやなのか!?　マジで!?　二つ返事でイエッサーは!?　断られると思ってなかった！」

「当ったり前だろ！　旦那ってば、ここ数日ずっと一人で物思いに耽ふけってるから、アタシはてっきり一人旅に戻る算段をしてるもんだとばっかりさ！　一人でずっとヒヤヒヤめそめそしてたんだぜ！　これはもうお詫わびの一つもしてもらわなきゃスジが通らねえってモンだ！」

「お、お詫びって、どうすればいいんだ……？」

「それは……旦那、お願いなんでもきいてくれる？」

「まあ、俺に出来ることなら……」

　するとケヴィンは「よ、よし……っ」と何やら気合いを入れて身を乗り出した。

　そして耳まで真っ赤にし、潤うるんだ瞳ひとみで恥はずかしそうに、

「…………ちゅー、して」

「ほえっ!?」

　仰のけ反ぞった。

「いやいやいや！　なんかんだでやっぱり俺はその……忍にん者じやなんだ！　開かい拓たく者のケヴィンにそんな不ふ埒らちな真ま似ねは出来んでござるよ！」

　あたふたしてると、突とつ然ぜん天てん井じように青白い炎ほのおで穴が開いた。

「ほっほー、なんだそのモテっぷりは、生意気な！」

「ア、アイラっ!?」

　穴から落ちてきたアイラが、ぽすんとこちらの膝ひざに着地した。神しん出しゆつ鬼き没ぼつな娘むすめである。

「感謝しろ。お前がこうして今も生きているのはすべてわたしのおかげなのだからな。新たな黄金の銃弾イクス・ブレツドがお前の心臓を鎮ちん静せい化させる──秘ひ装そう銃じゆう士しにそう教えてやったのはこのわたしだと忘れるなよ？」

　そうなのだ。あの時、ソフィアが撃った黄金の銃弾イクス・ブレツドは暴走状態の心臓を上手く鎮静化させてくれた。アイラ曰いわく、黄金の銃弾イクス・ブレツドの威い力りよくと心臓の余よ剰じようエネルギーがちょうどベストな割合で嚙かみ合ったらしい。

　つまりソフィアはあの時、ウィルを生かすために黄金の銃弾イクス・ブレツドを撃ったのだ。

　まあ、一歩間違えばそのまま心臓が消し飛んでいたらしいが、ウィルは結果オーライだと思っている。

「や、その節は本当にありがとう、アイラ。実際、感謝してるよ」

「フフン、ならばいい。お前はこれからも思うがままに戦っていけ。そうして広がる波は紋もんがわたしにとっても好ましい状じよう況きようになる」

「アイラがどこまでやるつもりかは知らないけれど……俺はもとからそのつもりさ」

「良し。では、なんというかアレだ……や、約束は忘れてないだろうな？」

「あん？　約束？　旦那とちびガキがどんな約束したっていうんだよ？」

　完全に話を流された形のケヴィンが不ふ機き嫌げんそうに割って入った。

　ケヴィンには申し訳ないとは思いつつ、うやむやに出来てウィルは内心ほっとしている。

「戦いが終わったら遊ぶ約束をしてたんだ。言っとくけどアイラ、こう見えても俺は遊びのエキスパートだぞ？　本気のロデオから回転草タンブル・ウイードダッシュまでなんでもござれだ」

「ふっふーん、なるほどお前、２００年の蓄ちく積せきを持つわたしと勝負をする気かそうなのか。まったくはしゃぎおってからに、まあ見み目め麗うるわしい美少女のわたしと遊べるのは嬉しくてしょうがなかろう。なんなら特別にお兄ちゃんと呼んでやってもいいんだぞ？」

「あ、ごめん。俺、妹枠わくは埋うまってるからそれはいいや」

「ハァ!?　さんざん人の頭撫なでたり子こ供ども扱あつかいしといてそれか!?　お前っ、なんだっ、この……ばーかっ」

「はいはい、良いい子良い子」

「だ、だから中ちゆう途と半はん端ぱにするなら子供扱いするなってばっ」

「……なーんかアタシは面白くない」

「え!?　いやいやそんなむくれないでくれ、ケヴィン」

「へーんだ。旦那はアタシよりちびガキの方がいいんだろ。いいよいいよ、アタシは従順な雌めす犬いぬだから文句なんて言わないんだよ」

「いや、なんだその、う、うーん……」

　どうしたものか困り果てていると、膝の上のアイラが「……まったく」と呆あきれたように見上げてきた。そしていつもの揶や揄ゆするような口調に戻る。

「ウィリアム、どうでもいいがお前はこれから台風の目になるのだぞ？　黄金郷ジパングの最終奥義を会得し、六公こう爵しやくの一角を崩くずしたお前をもはやどの勢力も放っておかん。お前のことだから覚かく悟ごは決めているだろうが、油断はするな。──ほれ、さっそく客がきたようだぞ」

「ああ、この気配はやっぱりか」

　アイラが膝から飛び降り、ウィルは席を立つ。

　スウィングドアを押して外に出ると、そこには──。

「ゾンビ共の大軍団。まったくゾロゾロとどっから湧わいてくるんだか」

　西の空いっぱいにゾンビ共が飛び交っていた。まだこちらに気づいてはいないようだが、それも時間の問題だろう。

「ウィル！」

　外で馬の餌えさやりをしていたソフィアが走ってきた。

　決戦前のあの時のように、酒場の前で向かい合う。

「……やっぱり、戦うんですか？」

「ああ、戦うよ。たとえゾンビ共がどんな想いを持っていようと、奴やつらのせいで起こった悲劇は存在する。俺は……ゾンビのせいで不幸になった開拓者のために戦う。そうするって決めたことは、間ま違ちがいじゃないと思うから」

「あたしには、まだ何が正しいのか分かりません……」

「分かってる。俺を生かしてくれたのはまだ答えが出てないからだろ。隣となりで見ててくれ。俺は……信じてるんだ。俺の出した答えは、いつかソフィアが悩なやみ抜ぬいて出す答えと、ちゃんと同じものになってるはずだって」

　ウィルがそう言うと、ソフィアはぐっと息を詰つめ、俯うつむいた。

「……あなたの決意は分かっているつもりです。でもウィル、逆を言えばあたしたちだって、たくさんのフライングデッドたちを……」

　ソフィアは言葉を途と中ちゆうで飲み込んだ。ウィルもあえて続きを促うながそうとはしない。するとウィルの足の間からアイラが顔を出した。

「ふふ、良い判断だ、秘装銃士。今のはウィリアムにぶつけるべき問いではない。悩め悩め。お前の肩かたに掛かかった責任もまた極めて重大なものなのだからな。お前が手にした新たな黄金の銃弾イクス・ブレツドは、爵しやく位い持ちすら斃せる代物だ。同時にウィリアムが次に奥義を使った時、お前がまたアレを撃うたねば今度こそこいつは死ぬ。戦いの中心はウィリアムだが、鍵かぎを握にぎってるのはお前なのだよ」

「……分かっています。だから自分の目で見極めます。あたしは何を正しいと考え、誰だれのために銃を抜くのかを」

「そりゃまあ結構だけどよ」

　バンッとスウィングドアを押して出てきたのはケヴィンだった。

　スタールを引ひき抜くと、彼女はソフィアへ銃じゆう口こうを突つきつける。

「もしもテメエが銃を捨て、『フライングデッドと共存すべきなんですよぉ♪』とか甘ったるい答えを出しやがったら、アタシはその頭を吹ふっ飛とばすぜ。旦那は止めるだろうが、それでもアタシは吹っ飛ばす。理由は気に入らねえからだ」

　ケヴィンの目は本気だった。ソフィアは頷うなずく。

「構いません。あたしが間違っていると思ったなら、あなたはあたしを撃って下さい。その時はきっと正面から受けて立ちます」

「はっ！　忘れんなよ、今の言葉」

　そうこうしているうちに、とうとうゾンビ共がこちらに気づいた。

　翼つばさを広げて屋根の上に降り立ったのは、一人の少年ゾンビだった。

「ついに見つけたぞ、黄金の黒くろ船ふね忍者ペリウス！　オレの名は小しようガレス。お前に殺された大ガレス卿きようの息子むすこだ！　オレはお前が憎にくい……っ！　この胸が焼き焦こがれるほどにお前が憎い！　けれど俺は誇ほこり高たかき大ガレス卿の息子。父上の遺志を継つぎ、憎しみを越こえてオレはきた！　お前の涙を拭ぬぐいにオレがきた！」

　ほう、とアイラが愉ゆ快かいそうに口くちの端はしを上げた。

「あれはお前が斃した大ガレスの息子、小ガレスだ。見たところ、憎しみを克こく服ふくしてお前を救いにきたと見える。さっき秘装銃士が言いかけたことが現実になったな。あれはお前を仇かたきとするゾンビだ。お前のせいで不幸になったゾンビだ。さあ、どうするんだ？」

「決まってるさ、ゾンビは残らずぶっ斃たおす。俺にはなんの迷いもない。ただ……」

「ただ？」

「……対話はしよう。相そう互ご理解はしないけど、対話だけは」

「ふふ、難なん儀ぎな奴め。大ガレスとの対話を通じて、ほんの少しはマシーンから脱だつ却きやくしたようだな。構わん、それも広がる波紋の一つだ」

　ウィルは小ガレスへ視線を向け、「さあ、こい！」とシャツを脱ぬぎ捨すてた。

「だからなんで脱ぐんですか!?」と間かん髪はつを容いれずソフィア。

　と、ウィルの影かげから、ぬぅと桜火が飛び出してきた。

「うわっ、入浴中ですか!?　失礼しました！」

「ん、桜火？」

「あ、入浴中かと思ったらいつものやつですか、ならば是ぜ非ひも無し！　東を見て下さい、ウィル兄様！」

　アイラが「はっ!?　お前が妹かッ！」と叫さけんでいるが気にせず、ウィルは東に目をやる。

　──その瞬しゆん間かん、背筋が凍こおりついた。

　肩をはだけさせた着物の女たちが、巨きよ大だいな城を担かつぎながら向かってくる。天てん守しゆ閣かくで華か麗れいに踊おどり狂くるっているのは、半はん裸らの美女だ。ケヴィンが腰こしを抜かして叫ぶ。

「な、なんだありゃーっ！　アタシは頭がどうかしちまったのか!?　何百人、何千人という女共がやってくる！　どでかい城を担いでやってくる！　とっても愉快気にやってくる！　スコッチで二日酔よいの朝だってこんな狂った光景を夢にはみないぜーっ!?」

「あれは口寄せノ新薩界・大おお奥おく大だい開かい帳ちようの術だ！　城を担いでいる女たちは一人一人が俺と同等かそれ以上の実力者だ！」

「なんだってーっ!?　何千人もいるあれ全部が旦だん那なレベルだってのかよ!?　そんなの誰が戦ったって勝ってこねえじゃねえか！」

　口寄せノ新薩界・大奥大開帳の術。それはいつか歴史に存在したかもしれない『大奥』という酒池肉林の幻げん想そう世界を口寄せする、この世で最も恐おそるべき忍にん法ぽうだ。

　そしてそれを駆く使し出来るのは、黄金郷ジパングにおいて最強かつロイヤルな血統を持つ──あの忍者だけだ。天守閣に向かって、ウィルはその名を叫ぶ。

「ビチャモンテンっ！」

「毘び沙しや門もん天てんだっ！」

「何しにきたッ!?」

「遊びにきたッ！」

　そう叫んだビチャモンテンが剝むき出だしの両乳ちちを震ふるわせた途と端たん、江え戸ど城と呼ばれる城が真っ二つに開き、さらなる女たちが現れる。その総数は上空のゾンビ共にも引けを取らない。

「毘沙門天様の狙ねらいは兄様です！　最終奥義を会得した今こそ、兄様にすべてを曝さらけ出すと仰おつしやって……」

「くっ、つまりは涅ね槃はん芯しん説せつ法ぽうか！　くどいぞ、ビチャモンテン！　俺はもう袂たもとを分かったんだ！　くるならきてみろ、返り討ちだ！　今の俺ならやれるはず！　黒船艦かん隊たいは江戸城だって消し飛ばすぞ！」

　西の空からはゾンビの大軍団、東の地平からは忍にん者じやが統すべる城と大奥。

　その意志を問うように、みなの視線がウィルへと集まる。

「ウィル！」「旦那！」「兄様！」「お兄ちゃんっ」

　ぎゅいんっと首を曲げて桜火が「お、お兄ちゃんとは如い何かに!?」とアイラをロックオンするのをよそに、ウィルは黄金の刃ムラサメガタナを抜き放はなった。

「やってやるさッ！　ゾンビも忍者もまとめて俺の対話の餌え食じきだ！　今、颯さつ爽そうと──ハラキリ御ご免めんっ！」

　眩まばゆい光と共に忍しのび装しよう束ぞくが現れる。ウィルは輝かがやく両手でパンッ！　と柏かしわ手でを打ち、

「さあ、ご覧じませぃ！　忍びて奏でる鎮魂歌レクイエムッ！」

　ぽぽぽぽーんと出現した分身たちが各々のポーズを決め、あとに続いた。

「「「俺たちの戦いはこれからだッ！」」」

　そして、ウィルたちは颯爽と大空を舞まう。




「ＳＡＹセイ‐ＹＥＡＨイヤアアツ──ッ！」







　これは歪ゆがんだ歴史を巡めぐる物語。

　その渦か中ちゆうにいる七人のウィルたち、彼らは決して陽の当たらぬ影の存在。

　だがしかし、それでも……忍者たちは今日もキラキラと輝いている──。


〈終わり〉








　あとがき




　はじめまして＆お久しぶりです。永なが菜な葉よう一いちです。

　本作はＢ級映画風味のライトノベルとなっております。実はこの作品、90年代に全米で放映された『ゴールド・オブ・ザ・デッズ』というドラマの翻ほん訳やくでして──、というネタを挟はさもうかと思ったのですが、さすがに自重して代わりにまさかの制作秘話などをっ。

　ちょうど前作が二巻出版後に幕を閉じることが決まりまして（待っていてくれた皆みな様さま、ごめんなさい！）、さて次回作はどうすれば……と考えていた時のことです。ぽけ～と散歩道を歩きつつ「改造人間。とにかく改造人間だ。でも何かあと一つ……」と呟つぶやいていたところ、某ぼうゲル状のお菓か子しを地面に落っことしてしまいました。オウシット！　でも大だい丈じよう夫ぶ、今こそ三秒ルール発動だぜ！　とすかさず拾い食いし、その足でレンタル屋へ。

　何気なくＢ級映画の棚たなを見ていると、なぜか熱く発はつ汗かんしてくるマイボディ。目の前にはゾンビな方々のパッケージ。はてこの胸の高鳴り、恋こいかしら？　いやまさかこれが世に言う……天てん啓けい？　そうか、天が俺にゾンビを書けと囁ささやいているのか──ッ！

　そんな感じで出来上がったのが本作です。あ、ちなみに食あたりでした。

　良い子のみんな、雨上がりの砂利道に三秒ルールは通用しないぜ！　気をつけよう、お兄さんとの約束だ！（ビシィッと親指）




　お医者先生の心底呆あきれた目を思い出してへこんだところで、謝辞を。

　ある時は優しくまたある時は厳しく永菜を導いて下さる偉い大だいなＮ編集長様。「これは次の世代の富ふ士じ見みン大奇き書しよになってしまうかも……」と仰おつしやってたのはギリＯＫの意だと今でも固く信じています。ギ、ギリＯＫですよね？

　書き直す度にあらぬ方向へ飛んでいく原げん稿こうを見捨てず軌き道どう修正し続けて下さった担当Ｓ様。最初に永菜が出したタイトル案『カリフォルニア忍にん者じや』は飛び過ぎだったと今ではなんとなく理解しました。主人公たち、結局カリフォルニア行ってないし……っ。

　紙面から飛び出してくるような迫はく力りよく満まん載さいのイラストを描えがいて下さった、獅し子し猿ざる様。特にラスボスのイラストは頂いた瞬しゆん間かんにガッツポーズになりました。これだ！　これだーっ！

　最後に、もちろん今これを読んで下さっている、あなた様。本当にありがとうございます。皆様のおかげで今日も永菜は三秒の壁かべに挑いどめます！

　それでは何かの奇き跡せきで次巻が出ちゃってくれたりすることを祈いのりつつ、ではまた！
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